
わたしの聖
せいしょ

書が一
いちばん

番！5巻
かん

破
は め つ

滅へと向
む

かうサウル～４人
にん

のライ病
びょうにん

人
～サムエル記

き

上
じょう

25 章
しょう

- 列
れ つ お う き げ

王記下 7章
しょう

～
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日
に ち よ う び

曜日

私
わ た し

たちがだれかに親
しんせつ

切にしたり、助
たす

け
てあげたりしたとき、された人

ひと
たち

は「ありがとう」と言
い

うのがふつうですよね。
ところが、ダビデになんども助

たす
けてもらった

にもかかわらず、そうしなかった人
ひと

がいます。
それは、ナバルというお金

かねも
持ちの男

おとこ
です。

ダビデとその仲
な か ま

間たちは、サウルから逃
のが

れ
て、ナバルの羊

ひつじか

飼いたちが、羊
ひつじ

やヤギをたく
さんかっているところにかくれていました。ダ
ビデ自

じ し ん

身も羊
ひつじか

飼いでしたから、ナバルの羊
ひつじか

飼
いたちにはやさしく接

せっ

していました。泥
どろぼう

棒た
ちの集

しゅうだん

団がナバルの家
か ち く

畜をぬすもうとした
ときには、ダビデの仲

な か ま

間たちが動
どうぶつ

物たちを
守
まも

って、強
ごうとう

盗を追
お

いはらいました。ダビデの
仲
な か ま

間たちがいなかったら、ナバルはたくさん
の家

か ち く

畜をうしなっていたことでしょう。そして
ダビデの仲

な か ま

間たち
は、自

じ ぶ ん

分たちのた
めにナバルの家

か ち く

畜
をとるなどというこ
とも、 決

けっ

してしま

せんでした。

ナバルは、信
しんこうぶか

仰深いカレブの子
し そ ん

孫でした
が、カレブとはまったくちがい、いじわるで
わがままな人

ひと

でした。サムエル記
きじょう

上 25:3

節
せつ

。

そのころは、羊
ひつじ

の毛
け

を刈
か

る季
き せ つ

節になると、
羊
ひつじ

の持
も

ち主
ぬし

が宴
えんかい

会をもうけて人
ひとびと

々を招
しょうたい

待して
いました。ナバルが羊

ひつじ

の毛
け

を刈
か

っていたとき、
ダビデは仲

な か ま

間のうちの 10 人
にん

に何
なん

と伝
つた

えまし
たか？4-9 節

せつ

。

ナバルはどのよ
うな返

へ ん じ

事をダビデ
に伝

つた

えましたか？
10-12 節

せつ

。

ダビデは、ショッ
クを受

う

けたにちがいありません。彼
かれ

と仲
な か ま

間た
ちは、ナバルの動

どうぶつ

物たちを守
まも

ってあげ、とて
も親

しんせつ

切にしてきたのです。ナバルはとてもず
るい人

ひと

だと、ダビデは思
おも

ってしまいました。
じっさい、このナバルの返

へ ん じ

事がダビデをひじょ
うに怒

いか

らせ、正
ただ

しいかどうかも考
かんが

えず、すぐに、
ある決

けっしん

心をさせてしまったのでした。それは
どんな決

けっしん

心でしたか？13 節
せつ

。

破
は め つ

滅へと向
む

かうサウル
むむ

第
だい

1 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「生
い

きている者
もの

は死
し

ぬべき事
こと

を知
し

っている。

しかし死
し し ゃ

者は何
なにごと

事をも知
し

らない。」

－伝
でんどう

道の書
しょ

9:5

暗暗暗暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句唱聖句唱聖句唱聖句
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考
かんが

えてみよう：ダビデは、ナバルのいじ
わるに仕

しか え

返しをするつもりでした。ダビデ
がそう思

おも

ったのは当
とうぜん

然のことですか？私
わたし

た
ちは、だれかに傷

きず

つけられると、仕
しかえ

返しを
したいと思

おも

うでしょうか。イエス様
さま

はどうで
したか？

月
げ つ よ う び

曜日

ナバルが、「食
た

べ物
もの

をめぐんでほし
い」というダビデの願

ねが
いをことわっ

たので、ダビデは仲
なかま

間たちをひきつれ、こ
の意

い じ わ る
地悪でわがままなナバルをこらしめに

出
で

かけました。しかし、ダビデの仲
な か ま

間が
ナバルに食

た
べ物

もの
を求

もと
めたときのことを知

し
っ

ていた羊
ひつじか

飼いのひとりは、ナバルの妻
つま

アビ
ガイルに一

いちぶしじゅう
部始終を知

し
らせるため、いそ

いで彼
かのじょ

女のところへ行
い

きました。サムエル

記
きじょう

上 25:14-17。

アビガイルは美
うつく

しい女
じょせい

性で、夫
おっと

とはまる
でちがう性

せいかく

格の持
も

ち主
ぬし

でした。彼
かのじょ

女はや
さしく、礼

れ い ぎ

儀ただしく、かしこい人
ひと

でした。
何
なに

か恐
おそ

ろしい事
こと

が起
お

こるのを止
と

めるため
に、ひとときもむだにはできません。ナバ
ルには何

なに

も告
つ

げず、彼
かのじょ

女はすぐに、パン
といちじく、干

ほ

しぶどう、いり麦
むぎ

、ブドウ
ジュースを袋

ふくろ

につめました。そしてそれら
をロバに背

せ お

負わせ、召
めしつか

使いの者
もの

たちと先
さき

に行
い

かせました。それから自
じ ぶ ん

分のロバに
飛
と

びのり、 いそい
で彼

かれ

らの後
あと

を追
お

いま
した。18-20 節

せつ

。

思
おも

ったとおり、ダ
ビデはもうこちらへ

向
む

かっていて、そのようすは怒
いか

りに燃
も

えて
いました。ダビデに会

あ

ってすぐに、アビガ
イルは何

なに

をしましたか？23-24 節
せつ

。

アビガイルはダビデに、夫
おっと

がダビデに
対
たい

して行
おこな

ったひどいあつかいの責
せきにん

任はす
べて自

じ ぶ ん

分が負
お

うと言
い

いました。そして「ど
うかおゆるしくだ
さい」と、ダビ
デにお願

ねが

いしま
した。それから、
ダビデが勇

ゆうかん

敢に
神
かみさま

様の敵
てき

と戦
たたか

っ
たことや、 彼

かれ
が

いつか王
おう

になる
はずだということを話

はな

しました。それを聞
き

いて、ダビデの怒
いか

りはおさまったのでした。
32-33 節

せつ

。

ダビデは、アビガイルの賢
けんめい

明な勧
かんこく

告〔ア
ドバイス〕に心

こころ

から感
かんしゃ

謝しました。

アビガイルが家
いえ

にもどったとき、何
なに

が起
お

こりましたか？36-38 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：自
じぶ ん

分に対
たい

していじわるを
する人

ひと

に、仕
しか え

返しをするのは正
ただ

しいことで
すか？イエス様

さま

が子
こ

どもだった時
とき

にはどう
したと思

おも

いますか？イエス様
さま

は、私
わたし

たちが
お願

ねが

いすれば、イエス様
さま

のようになれるよ
うに助

たす

けることがおできになりますか？

火
か よ う び

曜日

またもサウルのスパイたちは、ダビ
デと仲

な か ま
間たちのかくれている場

ば し ょ
所

をサウルに教
おし

えました。サウルはダビデを
殺
ころ

さない約
やくそく

束をしていたのに、殺
ころ

したいと
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いう気
き も

持ちを押
お

さえること
ができませんでした。また
そうなることを、ダビデも
わかっていました。しかし、
ダビデには友

とも
だちがいまし

た。サウルが向
む

かってくる
ことを彼

かれ
らが知

し
らせてくれ

るときには、ダビデと仲
な か ま

間
の何

なんにん
人かは、スパイのよう

にサウルの宿
しゅくえいじょ

営所（寝
ね と

泊
まりしている場

ばしょ
所）を見

み
つ

けることができました。

夜
よる

のうちに、ダビデと仲
な か ま

間のひとりは、
こっそりサウルの宿

しゅくえいじょ

営所にしのびこみま
した。とつぜん、すぐ目

め

の前
まえ

に眠
ねむ

ってい
る、サウルと司

し れ い か ん

令官のアブネルが見
み

えまし
た。サウルの剣

けん

と水
すいとう

筒は彼
かれ

のすぐそばに
おかれています。ダビデといっしょにいた
アビシャイという兵

へ い し

士は、それが神
かみさま

様のご
計
けいかく

画であるという確
かくしん

信がありました。彼
かれ

は
ダビデに、なんと言

い

ってささやきましたか？
サムエル記

きじょう

上 26：８。

ダビデは小
こ ご え

声でなんと答
こた

えましたか？
9-12 節

せつ

。

私
わたし

たちが神
かみさま

様に信
しんらい

頼していれば、神
かみさま

様
はどれほどかんたんに問

もんだい

題を解
かいけつ

決してく
ださることでしょう！十

じゅうぶんあんぜん

分安全なところまで
離
はな

れてから、ダビデは何
なに

をしましたか？
13-17 節

せつ

。

ダビデはもういちど、なぜサウルが自
じ ぶ ん

分
を殺

ころ

そうとするのか、彼
かれ

にたずねました。
18 節

せつ

。

サウルも、自
じ ぶ ん

分が悪
わる

かったことと、ダ
ビデを傷

きず

つけるようなことは二
に ど

度としな

いと、あらためて
約
やくそく

束しました。さ
らに、自

じ ぶ ん

分が愚
おろ

か
者
もの

のようにふるま
い、罪

つみ

を犯
おか

したこ
ともみとめました。

サウルを守
まも

るべ
き役

や く め

目だったはず
のアブネルは、丘

おか

の上
うえ

にいるダビデ
のもとへ使

つか

いの者
もの

をやってサウルの
剣
けん

と水
すいとう

筒を取
と

りにいかせたとき、さぞ恥
は

ず
かしかったことでしょう。

別
わか

れぎわ、サウルはダビデになんと言
い

いましたか？25 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：今
こん ど

度も、ダビデは自
じぶん

分が
サウルを殺

ころ

したいなどとは思
おも

っていないこ
とを証

しょうめい

明しました。しかしサウルは、自
じぶん

分
の心
こころ

にサタンが入
はい

ることをゆるし、ねたみ
で心
こころ

を満
み

たしていました。

水
す い よ う び

曜日

ダビデは、サウルの近
ちか

くにいては決
けっ

して安
あんしん

心できないだろうとあきら
めていました。どんな約

やくそく
束をかわしたとし

ても、サウルを信
しんらい

頼できないことはよくわ
かっていたのです。何

なんねん
年も何

なんねん
年もサウルは

ダビデを追
お

いつづけていましたし、それが
終
お

わることはないだろうとダビデは思
おも

いま
した。

そんな時
とき

、サタンはダビデに疑
うたが

いの心
こころ

を起
お

こさせようとしていました。そして、
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自
じ ぶ ん

分が何
なに

をするべきかを神
かみさま

様にたずねる
ことをせずに、ダビデはある計

けいかく

画を自
じ ぶ ん

分
だけで決

き

めてしまいました。ダビデは、ペ
リシテ人

びと

たちの中
なか

で暮
く

らすことにしたので
す。イスラエルの人

ひとびと

々の間
あいだ

にいて、サウ
ルにたえず追

お

い回
まわ

されるよりは、ペリシ
テ人

びと

たちと暮
く

らした方
ほう

がより安
あんぜん

全なのでは
ないかと考

かんが

えたのでした。サムエル記
きじょう

上

27:1。

ペリシテの王
おう

のひとりであるアキシは、
よろこんでダビデと彼

かれ
の一

いちぞく

族を守
まも

ってくれ
ました。アキシは、イスラエルで最

もっと

も勇
ゆうかん

敢
な兵

へ い し

士ダビデと友
とも

だちになれたことが、う
れしかったのです。

サウルがダビデの居
い ば し ょ

場所をつきとめたと
き、何

なに

を決
けっしん

心しましたか？4 節
せつ

。

ダビデは、ペリシテ人
びと

といっしょに暮
く

ら
したくはありませんでした。というのは、
自
じ ぶ ん

分の家
か ぞ く

族や兵
へ い し

士たちに、ペリシテ人
びと

た
ちのする事

こと

をまねてほしくなかったからで
す。そこでダビデは、自

じ ぶ ん

分の家
か ぞ く

族や仲
な か ま

間
たちだけで住

す

むことのできる町
まち

をアキシ王
おう

に求
もと

めたので、王
おう

はよろこんでチクラグの
土
と ち

地をあたえました。5-6 節
せつ

。

ダビデは１年
ねんいじょう

以上もペリシテ人
びと

のところ
にとどまりました。彼

かれ

は、ひそかに異
いきょう

教
の人

ひとびと

々と戦
たたか

っていたのですが、アキシ王
おう

には、イスラエル人
びと

と戦
たたか

っている、と話
はな

していました。ダビデが本
ほんとう

当に自
じ ぶ ん

分の民
たみ

に危
き が い

害を加
くわ

えるようなことをするでしょう
か？そんなはずはありません。実

じつ

はダビデ
は、うそをついていたのです。だいたい
の場

ば あ い

合、１つのうそをつくと、最
さいしょ

初のうそ
を隠

かく

すために、さらにうそを重
かさ

ねていくこ

とになってしま
います。

ペリシテ人
びと

のとこ
ろにいた間

あいだ

に、ダ
ビデは何

な ん ど

度かもめ
ごとに巻

ま

きこまれまし
た。しかし、神

かみさま

様のお守
まも

りをう
たがってサタンの誘

ゆうわく

惑に負
ま

けてしまったの
にもかかわらず、自

じ ぶ ん

分がいつの日
ひ

かイス
ラエルの王

おう

となるために、サムエルが油
あぶら

を注
そそ

いでくれたことを、ダビデは決
けっ

して忘
わす

れませんでした。

考
かんが

えてみよう：わたしたちがまちがったこ
とをしたり言

い

ったりすると、神
かみさま

様は悲
かな

しま
れますが、それでわたしたちを愛

あい

すること
をやめてしまうでしょうか？

木
も く よ う び

曜日

ふたたびダビデは、もめごとに巻
ま

き
こまれました。しかも今

こんかい
回は、ど

うやったらそれを切
き

りぬけられるかがわか
りません。こんどは何

なに
が起

お
きたのですか？

サムエル記
きじょう

上 28:1,2。

 ペリシテ人
びと

の指
し き か ん

揮官たちが戦
たたか

うために
集
あつ

まっていると、兵
へ い し

士たちが彼
かれ

らの前
まえ

を
通
とお

りすぎました。その時
とき

、アキシ王
おう

とダ
ビデ、またダビデの仲

な か ま

間たちは、しんがり
（軍

ぐんたい

隊の列
れつ

のさいごの部
ぶ た い

隊）になって進
すす

んでいました。サムエル記
きじょう

上 29:2。
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ペリシテ人
びと

の指
し き か ん

揮官たちは、彼
かれ

らの前
まえ

を通
とお

りすぎたダビデに気
き

づいて、彼
かれ

がそ
こで何

なに

をしているのか、あやしみました。
彼
かれ

らは、自
じ ぶ ん

分たちの強
つよ

い味
み か た

方であった
巨
きょじん

人ゴリアテを殺
ころ

したのは、このダビデだ
と知

し

っていましたし、またペリシテ人
びと

なら
だれでも、ダビデが敵

てき

であることを知
し

って
いました。だとすれば、ダビデと仲

な か ま

間たち
は、どのようにして、ペリシテ人

びと

の軍
ぐんたい

隊に
入
はい

りこんだのでしょう？

アキシ王
おう

は、ダビデがイスラエルを去
さ

っ
てペリシテ人

びと

の味
み か た

方になったことを、け
んめいに説

せつめい

明しました。王
おう

はペリシテの
指
し き か ん

揮官たちに、ダビデが１年
ねんいじょう

以上も忠
ちゅうじつ

実
に自

じ ぶ ん

分に仕
つか

えてくれているのだから、彼
かれ

を
信
しんらい

頼できるはずだと言
い

いました。しかしそ
れでも、ペリシテの指

し き か ん

揮官たちは、それ
は無

む り

理だと答
こた

えました。4 節
せつ

。

もしダビデがペリシテの軍
ぐんたい

隊とともに進
すす

んでいったならば、この怒
おこ

った指
し き か ん

揮官た
ちの予

よ そ う

想どおり、ペリシテ人
びと

をうらぎって、
イスラエルのために戦

たたか

ったことでしょう。
しかし今

いま

は、まだ自
じ ぶ ん

分を信
しん

じてくれている
アキシ王

おう

とともにチクラグへ帰
かえ

ることがで
きました。9-11 節

せつ

。

チクラグにもどったダビデを待
ま

っていた
ものは、あまりにも悲

ひ さ ん

惨なありさまでした。
サムエル記

きじょう

上 30:1-4。

さらに、ダビデの仲
な か ま

間たちまでもが彼
かれ

に
刃
は む

向かおうとしています。6 節
せつ

。

そこでダビデは、自
じ ぶ ん

分を守
まも

るためにペリ
シテ人

びと

のところへ行
い

く決
けっしん

心をする前
まえ

に行
おこな

う
べきだったことを実

じっこう

行しました。7-8 節
せつ

。

このお話
ばなし

の続
つづ

きはとても興
きょうみ

味ぶかいの

で、最
さ い ご

後まで読
よ

んでみたいと思
おも

うでしょう
（9-19 節

せつ

）。ただし、いちばん大
たいせつ

切なとこ
ろは、敵

てき

にうばわれたダビデのものすべ
てを神

かみさま

様が取
と

り返
かえ

して下
くだ

さったことです。
19 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：ダビデが本
ほんとう

当に神
かみさま

様を愛
あい

しているのを、神
かみさま

様はごぞんじでしたか？
ダビデが以

いぜん

前していたように、神
かみさま

様に心
こころ

か
ら信

しんらい

頼できるように、神
かみさま

様は忍
にんたい

耐してダビ
デを助

たす

けてくださいましたか？神
かみさま

様が、あ
なたに対

たい

しても忍
にんたい

耐してくださっていること
を、うれしいと思

おも

いますか？

金
き ん よ う び

曜日

「魔
ま

女
じょ

」は、本
ほんとう

当に存
そんざい

在するので
しょうか？エンドルには、そ

の「魔
ま じ ょ

女」がいました。彼
かのじょ

女は隠
かく

れてくら
していましたが、それは神

かみさま
様が、魔

ま じ ょ
女や

魔
まほうつか

法使いを人
ひとびと

々の間
あいだ

で生
い

かしておいては
ならない、と話

はな
されたからです。なぜかっ

て？彼
かれ

らはサタンの手
てさき

先だからです。サタ
ンが告

つ
げることは何

なん
でも言

い
ったり、実

じっさい
際に

おこなったりします。サウルは、こういった
人
ひとびと

々をイスラエルの中
なか

に住
す

まわせていたの
でしょうか？サムエル記

きじょう
上 28:3。

しかしもうすでに、ペリシテ人
びと

はイスラ
エル人

びと

と戦
たたか

う準
じゅんび

備がととのっており、サウ
ルはそれをとても恐

おそ

れています。彼
かれ

は、ダ
ビデが今

いま

はペリシテ人
びと

たちと暮
く

らしている
ことを知

し

っていました。そして、ダビデが
ペリシテ人

びと

の仲
な か ま

間になって自
じ ぶ ん

分に戦
たたか

いを
挑
いど

んでくるにちがいないと信
しん

じきっていま
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した。自
じ ぶ ん

分を助
たす

けてくれる人
ひと

はだれもい
ない、自

じ ぶ ん

分はひとりぼっちだ、とサウルは
思
おも

いました。それなのにペリシテ人
びと

との
戦
たたか

いは、もう明
あ す

日にせまっています。4-6

節
せつ

。

実
じつ

はこれが、サウルにとって、長
ながねん

年に
わたり自

じ ぶ ん

分のしてきたあやまちを悔
く

い改
あらた

め
る最

さ い ご

後のチャンスでした。部
ぶ ぶ ん て き

分的に従
したが

った
り、従

したが

わなかったりすることで、聖
せいれい

霊をこ
ばんできたあやまちです。またサウルは、
神
かみさま

様が次
つぎ

のイスラエルの王
おう

にしようと選
えら

ん
だ男

おとこ

を殺
ころ

すことに、全
ぜんせいりょく

精力をつぎこんでき
ました。しかし悔

く

い改
あらた

めるかわりに、サウ
ルは何

なに

をしましたか？7-8 節
せつ

。

その夜
よる

、サウルは服
ふくそう

装を変
か

え、他
た に ん

人に
なりすまして魔

ま じ ょ

女と話
はな

しました。彼
かのじょ

女はサ
ウルに何

なん

と言
い

いましたか？サウルは何
なん

と
答
こた

えましたか？何
なに

が起
お

こりましたか？9-14

節
せつ

。

サタンは、死
し

んだ人
ひと

を実
じっさい

際に生
い

き返
かえ

ら
せることができるでしょうか？もちろんでき
ません。命

いのち

は、神
かみさま

様だけがお与
あた

えになる
ものです。ただし、もし神

かみさま

様がおゆるしに
なれば、サタンはまるで本

ほんもの

物であるかの
ように見

み

える、驚
おどろ

くようなわざをすること
ができますか？そう、できてしまうのです。
サタンは自

じ ぶ ん

分を亡
な

くなった人
ひと

の姿
すがた

に似
に

せた
り、話

はな

し方
かた

をまねたりすることさえできて
しまうのです。

サタンは、サウルがこれまでに犯
おか

した、
まちがった選

えら

びのすべてを知
し

っていまし
た。ですから今

いま

、サムエルのふりをして、
サウルにサウル自

じ し ん

身のまちがった選
えら

びに
ついて思

おも

い出
だ

させました。サタンはまた、

サウルが明
あ す

日の戦
たたか

いに敗
やぶ

れるだろうという
ことも告

つ

げました。サタンは本
ほんとう

当に冷
れいこく

酷で
す！サウルはどう思

おも

いましたか？20 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：はじめのうち、美
びせいねん

青年サ
ウル王

おう

は良
よ

い選
えら

びをしていました。しかし、
一
いっ ぽ い っ ぽ

歩一歩、サウルは以
いぜ ん

前の悪
わる

い習
しゅうかん

慣に引
ひ

きもどされていきました。そして、いつも
彼
かれ

は言
い

い訳
わけ

をしました。ひじょうに悲
かな

しい
ことです！私

わたし

たちが神
かみさま

様に従
したが

えば日
ひ び

々助
たす

け
を下

くだ

さるように、神
かみさま

様はサウルのことも喜
よろこ

んで助
たす

けていたことでしょう。

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！
★サムエル記

きじょう

上 25-29 章
しょう

★人
じんるい

類のあけぼの下
げ か ん

巻 p.344-357
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175 年
ねんいじょう

以上も前
まえ

のある秋
あき

の日
ひ

、ふ
たごの姉

し ま い
妹がメイン州

しゅう
のゴーハム

というところに生
う

まれました。名
なまえ

前はエレ
ンとエリザベス。1827 年

ねん
11 月

がつ
26 日

にち
、

月
げつようび

曜日のことでした。このふたごには、や
さし い お 父

とう

さん とお 母
かあ

さ ん、 ６ 人
にん

の お 兄
にい

さん
とお 姉

ねえ
さん

がいました。
ふ たりが 生

う

まれたとき、
家
か ぞ く

族 の みん
な がど ん な
にか喜

よろこ
んで、

楽
たの

しい 時
とき

を
す ご した か
想
そうぞう

像できるでしょう？

エレンの両
りょうしん

親はロバートとユーニスとい
いました。彼

かれ

らはメソジスト教
きょうかい

会の信
しんじゃ

者で、
イエス様

さま

をとても愛
あい

していました。彼
かれ

らは、
週
しゅう

の７日
か め

目である土
ど よ う び

曜日が、神
かみさま

様の休
やす

ま
れる安

あんそくにち

息日であることを知
し

りませんでした。
ですから、ほとんどのクリスチャンと同

おな

じ
ように、日

に ち よ う び

曜日には忠
ちゅうじつ

実に教
きょうかい

会へ通
かよ

って
いました。

そのころ、世
せかいじゅう

界中のいろいろなところで、

たくさんの人
ひと

が注
ちゅういぶか

意深く聖
せいしょ

書をしらべてい
ました。彼

かれ

らは、イエス様
さま

が、イエス様
さま

を愛
あい

する人
ひとびと

々を天
てんごく

国へと連
つ

れていくために
もどってこられる、という約

やくそく

束について学
まな

んでいました。また彼
かれ

らはイエス様
さま

が私
わたし

たちに下
くだ

さっ
たいくつかの

「しるし」に
つ いて 勉

べんきょう

強
しました。そ
う す れ ば、
イエ ス 様

さま

が
もうすぐ来

こ

ら
れることがわ
かります。イ
エ ス 様

さま

が、
注
ちゅうい

意して 見
み

ていなさいと
おっしゃったしるしの１つは、いくつもの

「星
ほし

」や隕
いんせき

石がふってくる、というもので
した。

夜
よる

、空
そら

をよこぎって流
なが

れていく星
ほし

、つま
り流

なが

れ星
ぼし

を見
み

たことがありますか？「星
ほし

」
と呼

よ

ばれていますが、実
じつ

は隕
いんせき

石なのです。
聖
せいしょ

書は、イエス様
さま

が来
こ

られる前
まえ

になると、
いちどにたくさんの「星

ほし

」が落
お

ちるであろ
う、と言

い

っています。そして、エレンがも
う少

すこ

しで６歳
さい

になるという夜
よる

、そのような

お話しひろば

星
ほ し

が空
そ ら

からふってきたとき
「少女エレン」より　エイミー・シェラード編

Little Folk Visuals
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現
げんしょう

象が起
お

こったのです。人
ひとびと

々がその夜
よる

、
空
そら

を見
み あ

上げていると、まるできらきらと輝
かがや

く何
なんぜん

千もの星
ほし

が、雨
あめ

となってこの世
せ か い

界にふ
りそそいでいるようでした。

エレンと妹
いもうと

は眠
ねむ

っていたので、降
ふ

ってく
る星

ほしぼし

々を見
み

ませんでしたが、翌
よくじつ

日、みん
ながその話

はなし

をしていました。それはとても
すばらしい光

こうけい

景で、ある人
ひと

たちは、あの
晩
ばん

イエス様
さま

が来
こ

ようとなさったのだろうか、
とささやきました。

エレンは動
どうぶつ

物がだいすきでした。秋
あき

に
なると、こどもたちは時

ときどき

々、ヒッコリー ( ク
ルミ科 ) の実

み

をさがしに森
もり

へ入
はい

っていきま
した。こどもたちは、冬

ふゆ

の何
なん

か月
げつ

かの間
あいだ

、
他
ほか

に食
た

べるものがないリスたちがヒッコ
リー木

き

の実
み

をかくしているのを知
し

っていま
した。エレンは、リスたちが自

じ ぶ ん

分たちの木
き

の実
み

がなくなっているのを見
み

た時
とき

にがっか
りさせないよう、とうもろこしを入

い

れた小
ちい

さなかばんを持
も

って行
い

きました。かくされ
ていた木

き

の実
み

を見
み

つけると、エレンはそ
れをポケットに入

い

れました。それから、木
き

の実
み

がかくされていたところには、とうも
ろこしをおいてあげました。彼

かのじょ

女はリスた
ちに、木

き

の実
み

のかわりに何
なに

か食
た

べてほし
いと思

おも

ってそうしたのです。なんて思
おも

いや
りのある子

こ

でしょう！

エレンの家
か ぞ く

族は１頭
とう

の雌
め う し

牛を飼
か

ってい
て、彼

かのじょ

女は小
ちい

さい時
とき

に乳
ちち

しぼりをおぼえ
ました。ある日

ひ

の夕
ゆうがた

方、乳
ちち

しぼりの時
じ か ん

間
になったので、エレンは雌

め う し

牛を牧
ぼ く そ う ち

草地か
ら小

こ や

屋へつれて帰
かえ

るために出
で

かけました。
ところが、雌

め う し

牛が牧
ぼ く そ う ち

草地にいないのです。

「もしかしたら、うちの雌
め う し

牛は森
もり

に迷
まよ

いこんだのかもしれないわ」とエレンは
思
おも

いました。森
もり

に入
はい

ると、彼
かのじょ

女は雌
め う し

牛の
名
な ま え

前を何
な ん ど

度もよびました。しかし、「モ～」
という鳴

な

き声
こえ

は聞
き

こえません。何
な ん ど

度よびつ
づけても、返

へ ん じ

事はありません。

やっとのことでエレンは雌
め う し

牛を見
み

つけま
した。ところが、雌

め う し

牛は水
みず

が流
なが

れている
真
ま

ん中
なか

のぬかるみにはまっていました。ど
うしよう・・・彼

かのじょ

女は途
と ほ う

方にくれました。いっ
たいどうすれば、この大

おお

きな動
どうぶつ

物を泥
どろ

から
引
ひ

き上
あ

げて家
いえ

につれて帰
かえ

り、乳
ちち

をしぼるこ
とができるでしょうか？

（つづく）
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日
に ち よ う び

曜日

サウルがサムエルに相
そうだん

談しようと
魔
ま じ ょ

女のところへ出
で

かけた、その
翌
よくじつ

日のことです。邪
じゃあく

悪なサタンはサムエル
に化

ば
けて、サウルを怖

こわ
がらせ、さらに失

しつぼう
望

させるためにできるだけのことをしました。
いよいよ、ペリシテ人

びと
との戦

たたか
いの時

とき
がやっ

てきました。忠
ちゅうじつ

実なヨナタンは、父
ちち

サウル
のすぐそばについてい
ます。

その戦
たたか

いは、うまく
はいきませんでした。
サム エ ル 記

きじょう

上 31:1。
サウルは敵

てき

の矢
や

によっ
て大

おお

けがをし、もう助
たす

からないことが自
じ ぶ ん

分で
もわかりました。彼

かれ

は、
自
じ ぶ ん

分が敵
てき

の手
て

によっ
てひどい 目

め

にあわさ
れ、殺

ころ

されることを考
かんが

えただけでも耐
た

えられ
ませんでした。そこで、

武
ぶ き

器を運
はこ

ぶ者
もの

に何
なに

をするように言
い

いつけ
ましたか？4-6 節

せつ

。

チクラグでは、ダビデが、戦
たたか

いがどうなっ
たのかの知

し

らせを心
しんぱい

配そうに待
ま

っていま
した。とつぜん、町

まち

へ見
み し

知らぬ人
ひと

が知
し

ら
せを持

も

ってかけこんできました。サムエル

記
き し た

下 1:2-4。

サウルとヨナタンが本
ほんとう

当に死
し

んだとい
うことが、どうやってはっきり知

し

ることが
できるのかとダビデがたずねると、男

おとこ

は、
自
じ ぶ ん

分がサウルを殺
ころ

し
た、と誇

ほこ

らしげに告
つ

げました。男
おとこ

は、サ
ウル の 王

おうかん

冠とブレ
スレットをダビデの
もとへ持

も

ってきまし
た。 彼

かれ
は、 サウル

が死
し

んだのをダビデ
と仲

な か ま

間たちがきっと
大
おおよろこ

喜びし、自
じ ぶ ん

分に何
なに

かほうびをくれるに
ちがいないと考

かんが

えて
いました。10 節

せつ

。

ところ が ダ ビ デ

待
ま

ち望
のぞ

んでいた王
おうのぞのぞ

第
だい

2 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「あなたのまことをもって、わたしを導
みちび

き、わたしを教
おし

えてく

ださい。あなたはわが救
すくい

の神
かみ

です。わたしはひねもすあなたを

待
ま

ち望
のぞ

みます。」－詩
し へ ん

編 25：5

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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と仲
な か ま

間たちのようすを見
み

て、男
おとこ

は自
じ ぶ ん

分が
大
たいへん

変なまちがいをしでかしたことに気
き

づき
ました。11-12 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：ダビデは、サウルと親
しんあい

愛
なる友

とも

ヨナタンについての美
うつく

しい歌
うた

をか
いて、この歌

うた

を『弓
ゆみ

の歌
うた

』と呼
よ

んでいます
（17-27 節

せつ

）。自
じぶ ん

分の命
いのち

をねらっていたサ
ウルに対

たい

するダビデの態
たい ど

度をすばらしいと
思
おも

いませんか？ダビデは、イエス様
さま

ならこ
のようにしただろうという事

こと

を実
じっこう

行しました
か？

月
げ つ よ う び

曜日

サウルがダビデを殺
ころ

そうとしていた
何
なんねん

年もの間
あいだ

、ダビデはサウルに
忠
ちゅうじつ

実でしたか？ダビデは忠
ちゅうじつ

実でした。彼
かれ

はいつでもサウルのことを「主
しゅ

が油
あぶらそそ

注がれ
た者

もの
」と話

はな
していました。ダビデ自

じしん
身も

油
あぶら

を注
そそ

がれていたのに、彼
かれ

は、自
じぶん

分が王
おう

になる時
じ き

期を神
かみさま

様に決
き

めていただくことを
選
えら

んだのでした。

ダビデの親
しんゆう

友ヨナタンとサウルは死
し

にま
した。しかしダビデは、まず神

かみさま

様にたず
ねることをしないで王

おう

になろうとはしませ
んでした。サムエル記

き げ

下 2:1。

ヘブロンは、ダビデが属
ぞく

するユダ族
ぞく

の
領
りょうち

地にある町
まち

でした。そこに住
す

んでいた
人
ひとびと

々は、喜
よろこ

んでダビデを自
じ ぶ ん

分たちの王
おう

に
しました。サウルを葬

ほうむ

ったのは別
べつ

の部
ぶ ぞ く

族
の町

まち

にいる男
おとこ

たちだったことを彼
かれ

らがダビ
デに告

つ

げると、ダビデはそこへ使
し し ゃ

者を送
おく

り、
感
かんしゃ

謝を伝
つた

え、またユダの人
ひとびと

々が自
じ ぶ ん

分を王
おう

としたことも伝
つた

えさせました。4-7 節
せつ

。

できればすべての部
ぶ ぞ く

族が自
じ ぶ ん

分を王
おう

にし
たいと望

のぞ

んでくれるように、とダビデは
願
ねが

っていました。そうすれば、彼
かれ

らの国
くに

は
強
つよ

くなれるでしょう。ところが、サウル軍
ぐん

の指
し き か ん

揮官アブネルには、別
べつ

の計
けいかく

画があり
ました。サウルといっしょにダビデを追

お

い
つづけていた間

あいだ

に、アブネルまでもがダ
ビデを憎

にく

むようになっていました。それに
くわえて、自

じ ぶ ん

分がサウルを守
まも

るべきときに、
ダビデがサウルを殺

ころ

すことのできる状
じょうきょう

況に
してしまった、あの恥

は

ずかしい思
おも

いを決
けっ

し
て忘

わす

れることができませんでした。

さてアブネルは、神
かみさま

様のご計
けいかく

画ではな
いと知

し

りながらも、サウルの息
む す こ

子のひとり
であるイシボセテを王

おう

としてたてました。
それは、ダビデが全

ぜん

イスラエルの王
おう

とな
る７年

ねんはん

半も前
まえ

のことでした。10-11 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：それからまもなく、同
おな

じ
国
くに

の中
なか

で人
ひとびと

々が 2つのグループに分
わ

かれ
て、互

たが

いに争
あらそ

うことになりました。内
ないせん

戦と
呼
よ

ばれるものです。神
かみさま

様が祝
しゅくふく

福できたの
は、ダビデとイシボセテのどちらだと思

おも

い
ますか？祝

しゅくふく

福される側
がわ

に選
えら

ばれたのはなぜ
ですか？
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火
か よ う び

曜日

なんだか大
たいへん

変なことになっていま
す！イスラエルの民

たみ
どうしで、戦

たたか
っ

ています。その戦
たたか

いは数
すうねん

年ものあいだ、
つづきました。ある人

ひと
たちは、サウルの

息
む す こ

子イシボセテを王
おう

にしたいと思
おも

いまし
た。別

べつ
の人

ひと
たちは、ダビデを王

おう
にしよう

と思
おも

いました。神
かみさま

様は、王
おう

にする人
ひと

をす
でに決

き
めておられましたか？どちらの側

がわ
が

神
かみさま

様に祝
しゅくふく

福され、どちらの側
がわ

が勝
しょうり

利する
ことになっていたのでしょう？サムエル記

き げ

下

3:1。

 サウルの息
む す こ

子イシボセテは、よい王
おうさま

様
とはいえませんでした。そのうち、彼

かれ

とア
ブネルが言

い

い争
あらそ

いになってしまい、アブ
ネルは、これ以

いじょう

上イシボセテを助
たす

けるの
はやめよう、と決

けっしん

心しました。アブネルは、
ダビデの側

がわ

につくつもりで、ダビデも彼
かれ

を
歓
かんげい

迎しました。じつは、ダビデがゴリアテ
を倒

たお

したときに、アブネルはその場
ば

にいて、
ダビデの勇

いさ

ましい姿
すがた

を見
み

ていたのでした。

ところが、ダビデの軍
ぐん

の最
さ い こ う し れ い か ん

高司令官で
あるヨアブは、そのことを知

し

って腹
はら

をた
てました。彼

かれ

はアブネルをねたんでいた
だけでなく、信

しんよう

用していませんでした。
23-25 節

せつ

。

この後
のち

に起
お

こったできごとは、ダビデを
悲
かな

しませました。アブネルが殺
ころ

されたので
す！しかしダビデは、自

じ ぶ ん

分には何
なに

の罪
つみ

もな
いことをすべての人

ひと

に証
しょうめい

明しました。ダビ
デはその思

おも

いをどのようにあらわしました
か？31,32 節

せつ

。その後
あと

、イシボセテも殺
ころ

されてしまいました！このときも人
ひとびと

々は、ダ
ビデには何

なに

の罪
つみ

もないことを知
し

っていまし
た。

そんなことがありましたが、ついに、
部
ぶ ぞ く

族どうしがまとまりました。人
ひとびと

々は、ダ
ビデが彼

かれ

らの敵
てき

とどれだけりっぱに戦
たたか

った
かを覚

おぼ

えていました。それは、サウルが
ダビデをねたむようになる前

まえ

のことです。
また、サウルがダビデを殺

ころ

そうとしていた
にもかかわらず、ダビデがどれほどサウル
に忠

ちゅうじつ

実であったかも知
し

っていました。何
なに

よ
りも、まず彼

かれ

らが思
おも

い出
だ

したのは、ダビデ
が王

おう

になることが神
かみさま

様のご計
けいかく

画である、と
いうことでした。それで、人

ひとびと

々は彼
かれ

を全
ぜん

イ
スラエルの王

おう

としたのです。サムエル記
き げ

下

5:3。

考
かんが

えてみよう：ダビデがたくさんの問
もんだい

題を
かかえていても、神

かみさま

様は助
たす

けてくださいま
したか？わたしたちが問

もんだい

題をかかえている
ときも、神

かみさま

様は同
おな

じように助
たす

けることがお
できになりますか？

水
す い よ う び

曜日

ようやく、イスラエルの民
たみどうし

同士の 戦
たたか

いがやみました。そしてついに、
同
おな

じ王
おう

がたてられることになりました。そ
の王

おう
とは、だれのことでしたか？

そのことを知
し

ったペリシテ人
びと

たちは、何
なに

をしようと決
き

めましたか？サムエル記
き げ

下

5:17,18。

ダビデはサウルのように行
こうどう

動するでしょ
うか、それとも、自

じ ぶ ん

分が何
なに

をするべきか、
神
かみさま

様にたずねることを覚
おぼ

えていましたか？
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サムエル記
き げ

下 5:19。

神
かみさま

様がともにおられたので、ダビデの
軍
ぐんたい

隊はペリシテ軍
ぐん

を打
う

ち負
ま

かしました。
20 節

せつ

。

しかしペリシテ人
びと

は、もっとたくさんの
兵
へいたい

隊がいれば、次
つぎ

の戦
たたか

いでは必
かなら

ず勝
か

てる
自
じ し ん

信がありました。それですぐに大
たいぐん

軍を
引
ひ

き連
つ

れて、反
はんげき

撃しようともどってきまし
た。ダビデがどうすればよいかを神

かみさま

様に
たずねると、今

こ ん ど

度は何
なん

と言
い

われましたか？
23,24 節

せつ

。

こんどの戦
たたか

いは、神
かみさま

様ご自
じ し ん

身が民
たみ

の
最
さいこうしれいかん

高司令官です。ダビデの兵
へ い し

士たちが静
しず

かにしているようすが想
そうぞう

像できますか？彼
かれ

らは木
き ぎ

々の上
うえ

の方
ほう

から聞
き

こえてくるはずの
行
こうしん

進の音
ね

を待
ま

ち、耳
みみ

をすましていました。
そして、行

こうしん

進の音
ね

が聞
き

こえたとたん、敵
てき

に襲
おそ

いかかったのでした。25 節
せつ

。

この戦
たたか

いのあとは、長
なが

い間
あいだ

、イスラエ
ルのどの敵

てき

も、彼
かれ

らを悩
なや

ませるようなこと
はしませんでした。

そこでダビデは、ある特
とくべつ

別なことをする
のには、よい時

じ き

期だと判
はんだん

断しました。長
なが

い年
ねんげつ

月の間
あいだ

、聖
せい

なる契
けいやく

約の箱
はこ

は、15 キ
ロほども離

はな

れた一
いっけん

軒の家
いえ

におかれていま
した。ダビデは今

いま

、その契
けいやく

約の箱
はこ

を自
じ ぶ ん

分
の住

す

んでいるイスラエルの首
し ゅ と

都エルサレ
ムに持

も

ってきたいと思
おも

いました。盛
せいだい

大な
祝
しゅくがかい

賀会がもよおされ、契
けいやく

約の箱
はこ

は、ダビ
デが用

よ う い

意した特
とくべつ

別な幕
ま く や

屋におかれること
になるでしょう。

考
かんが

えてみよう：こんどのお話
はなし

の中
なか

で、
神
かみさま

様がダビデの兵
へいたい

隊たちに行
こうしん

進の音
ね

を聞
き

くようにと言
い

われた場
ばめ ん

面を、あなたはどう

思
おも

いますか？天
てんし

使たちが、戦
たたか

いに勝
しょうり

利させ
るために助

たす

けてくれたのですか？わたした
ちは天

てん し

使を見
み

ることも聞
き

くこともできません
が、彼

かれ

らはいつでも私
わたし

たちのそばについ
ていてくれますか？

木
も く よ う び

曜日

契
け い

約
やく

の箱
はこ

がエルサレムへと運
はこ

ばれて
くる日

ひ
、それはすばらしい祝

いわ
いの

日
ひ

となったことでしょう。どれだけの人
ひとびと

々
が招

しょうたい
待されましたか？サムエル記

き げ

下 6:1。

ダビデは、すべてを完
かんぺき

璧に計
けいかく

画しまし
た。契

けいやく

約の箱
はこ

を運
はこ

ぶための新
あたら

しい荷
にぐるま

車を
作
つく

り、特
とくべつ

別な音
おんがく

楽を演
えんそう

奏しました。みな、
喜
よろこ

びいさんで、契
けいやく

約の箱
はこ

のあったアビナ
ダブの家

いえ

へ行
い

ったことでしょう。彼
かれ

らは
細
さいしん

心の注
ちゅうい

意をはらって、契
けいやく

約の箱
はこ

を新
あたら

し
い荷

にぐるま

車につみこみました。そして荷
にぐるま

車が
動
うご

き出
だ

すと、人
ひとびと

々は神
かみさま

様をほめたたえまし
た。2,3,5 節

せつ

。
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不
ふ い

意に、荷
にぐるま

車を引
ひ

いていた雄
お う し

牛がつま
ずき、おそらくそのせいで契

けいやく

約の箱
はこ

がゆ
れたのでしょう。アビナダブの息

む す こ

子のひと
り、ウザは、その横

よこ

にいました。彼
かれ

はどう
しましたか？6 節

せつ

。

あっという間
ま

に、すべてが変
か

わってしま
いました。すばらしい祝

しゅくがかい

賀会は、とつぜ
ん中

ちゅうし

止されました。なぜですか？いったい
何
なに

があったというのでしょう？7 節
せつ

。

人
ひとびと

々はおびえ、泣
な

き叫
さけ

んでいました。
ダビデは、神

かみさま

様をあがめようと最
さいぜん

善をつく
していたのです。それなのに、なぜ、ウ
ザはとつぜん命

いのち

をうばわれたのでしょう
か？何

なに

がまちがっていたというのでしょう？

ダビデは、計
けいかく

画どおり契
けいやく

約の箱
はこ

をエル
サレムに運

はこ

ぶのが、すっかりこわくなって
しまいました。彼

かれ
は、契

けいやく

約の箱
はこ

をどこへ
おいていくことにしましたか？9,10 節

せつ

。

帰
かえ

る道
みち

すがら、人
ひとびと

々は悲
かな

しみ、途
と ほ う

方に
くれ、考

かんが

えこんでいました。ダビデも、い
ろいろなことを考

かんが

えていました。いや、た
だ考

かんが

えていたのではありません。ダビデ
は、神

かみさま

様の定
さだ

められた契
けいやく

約の箱
はこ

の規
き そ く

則に
ついて、自

じ ぶ ん

分たちが不
ふ ち ゅ う い

注意になってしまっ
ていたことに気

き

がついたのです。神
かみさま

様は、
契
けいやく

約の箱
はこ

を動
うご

かす場
ば あ い

合について、特
とくべつ

別に
明
めいかく

確な（はっきりとした）規
き そ く

則を与
あた

えて

おられました。しかし、祭
さ い し

司たちですら
不
ふ ち ゅ う い

注意になっており、またある者
もの

たちは、
その規

き そ く

則のことすら忘
わす

れてしまっていたの
かもしれません。神

かみさま

様は、その規
き そ く

則をお
忘
わす

れになっていたでしょうか？いいえ、そ
うではありません。そして神

かみさま

様は、神
かみ

の民
たみ

もそれらを決
けっ

して忘
わす

れてはならないことを
ごぞんじでした。

考
かんが

えてみよう：どのように神
かみさま

様にしたがう
かを学

まな

ぶことは、今
いま

でもわたしたちにとっ
て重
じゅうよう

要ですか？神
かみさま

様は、わたしたちがどの
ように礼

れいはい

拝し、したがうべきかを教
おし

えるた
めに、聖

せいしょ

書を与
あた

えて下
くだ

さいましたが、もし、
わたしたちが聖

せいしょ

書を読
よ

まなければ、それ
を知

し

ることができるでしょうか？

金
き ん よ う び

曜日

ウザの身
み

に恐
おそ

ろしいことが起
お

こった
後
あと

、契
けいやく

約の箱
はこ

はオベデエドムの家
いえ

へ運
はこ

ばれ、ダビデはエルサレムへもどり、
人
ひとびと

々は家
いえ

へ帰
かえ

りました。神
かみさま

様は、契
けいやく

約の
箱
はこ

をある場
ば し ょ

所から別
べつ

の場
ば し ょ

所へと移
い ど う

動させ
るときの特

とくべつ
別な指

し じ
示を与

あた
えておられまし

た。まず、箱
はこ

は祭
さいし

司によって、慎
しんちょう

重におお
いをかけられなくてはなりません。つぎに、
その棹

さお
をレビ人

びと
の中

なか
でも特

とくべつ
別な人

ひと
たちの

肩
かた

にかついで、運
はこ

ばれなくてはなりません
が、箱

はこ
には決

けっ
してふれてはいけませんでし

た。民
みんすうき

数記 7:6-9, 4:15。

ダビデはそのすべてにおいて、まちが
いをおかしていました。彼

かれ
は、神

かみさま

様の
規
き そ く

則に注
ちゅういぶか

意深くしたがってはいませんでし
た。
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もうひとつ、問
もんだい

題がありました。ウザは、
神
かみさま

様への服
ふくじゅう

従について軽
けいそつ

卒（かるはず
み）でした。彼

かれ

は悪
わる

い事
こと

をしたのに、そ
れを悪

わる

かったとも思
おも

わず、神
かみさま

様にその罪
つみ

を告
こくはく

白しようともしなかったのです。

オベデエドムの家
いえ

に契
けいやく

約の箱
はこ

をあずけ
てから 3 か月

げ つ ご

後、ダビデは、箱
はこ

について、
ある知

し

らせを聞
き

きました。それはどんな知
し

らせでしたか？また、ダビデは何
なに

をするこ
とに決

き

めましたか？サムエル記
き げ

下 6:12。

こんども、ダビデは荷
にぐるま

車で契
けいやく

約の箱
はこ

を
運
はこ

ぼうとしましたか？まさか、そんなこと
は絶

ぜったい

対にしません。

ふたたび、何
なんぜんにん

千人もの
人
ひとびと

々がそこにあつまりま
した。それは、すばらし
い祝

しゅくがかい

賀会でした。

み ん な が、 大
だ い じ

事 な
教
きょうくん

訓を学
まな

んでいました。
こ ん ど こ そ、 彼

かれ

ら は、

自
じ ぶ ん

分たちのしていることが神
かみさま

様に喜
よろこ

ばれて
いることを知

し

っています。なぜなら、契
けいやく

約
の箱

はこ

の移
い ど う

動について、彼
かれ

らは神
かみさま

様の規
き そ く

則
にしたがっているからです。

人
ひとびと

々が家
いえ

へ帰
かえ

るまえに、ダビデはひとり
ひとりにプレゼントをあげました。17-19

節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様がわたしたちにして
ほしいとのぞむことに、どうしたがうかを、
わたしたちはこれまで以

いじょう

上に学
まな

ぶ必
ひつよう

要が
あります。そうすることで、わたしたちは
幸
こうふく

福になり、サタンから離
はな

れて安
あんぜん

全でいら
れるのです。今

いま

からおよそ200 年
ねんまえ

前に、
現
げんだい

代を生
い

きる神
かみ

の民
たみ

のために、神
かみさま

様がひ
とりの預

よげんしゃ

言者にメッセージを授
さず

けられたの
を知

し

っていましたか？神
かみさま

様は、イエス様
さま

の
ご再

さいりん

臨の前
まえ

に、これらのメッセージが神
かみ

の民
たみ

に必
ひつよう

要になることをごぞんじだったの
です。両

りょうしん

親や先
せんせい

生に、その預
よげんしゃ

言者の名
なま え

前
を聞

き

いてみて下
くだ

さい。また、神
かみさま

様がその
預
よげんしゃ

言者に語
かた

ったことの中
なか

から、話
はなし

をいくつ
か聞

き

いてみて下
くだ

さい。

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★サムエル記
きじょう

上 31 章
しょう

★サムエル記
き げ

下 1-6 章
しょう

★人
じんるい

類のあけぼの下
げ か ん

巻 p.396-404
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ある日
ひ

の夕
ゆうがた

方、乳
ちち

しぼりの時
じ か ん

間に、
かっていた雌

め う し
牛が森

もり
にまよいこ

み、ぬかるみにはまっているのをエレンは
見
み

つけました。どうやったら雌
めうし

牛をそこか
ら助

たす
け出

だ
せるだろうか、彼

かのじょ
女はけんめいに

考
かんが

えました。

そ し て、 あ る 考
かんが

えが浮
う

かびました。
雌
め う し

牛は、エレンがひ
とにぎりの草

くさ

をむし
るのを見

み

ていました。彼
かのじょ

女はその草
くさ

をもっ
て、雌

め う し

牛のところへと手
て

をのばしました。
雌
め う し

牛は、その大
おお

きな一
ひとくちぶん

口分の草
くさ

を見
み

つめ
ています。それを食

た

べたくてしょうがない
ので、とうとう泥

どろ

にはまった足
あし

をぬきだし、
えさに食

く

いつきました。雌
め う し

牛を安
あんぜん

全にうち
につれて帰

かえ

りながら、エレンはどんなにう
れしかったこと
でしょう。

エ レ ン は
成
せいちょう

長するにつ
れ、こどもた
ちが進

すす

んでお
手
て つ だ

伝 い を す
るようになる
必
ひつよう

要があるこ
とを学

まな

びまし
た。ハーモン家

け

では、お母
かあ

さんがたのん
だことに対

たい

してこどもの誰
だれ

かが文
も ん く

句をいう

と、お母
かあ

さんはその子
こ

の言
い

ったことをもう
一
い ち ど

度くりかえして言
い

わせます。それからお
母
かあ

さんは、こどもたちがよろこんで従
したが

わな
くてはいけないことをはっきりと思

おも

い出
だ

さ
せるのです。エレンの家

いえ

では、みな楽
たの

し
くすごしましたが、だれもなまけ者

もの

ではあ
りませんでした。

そ の 当
と う じ

時、 ぼうしを 作
つく

る 人
ひと

たち は
帽
ぼ う し や

子屋さんと呼
よ

ばれていましたが、エレ
ンのお父

とう

さんも帽
ぼ う し や

子屋さんでした。エレ
ンがまだとても小

ちい

さかったころ、一
い っ か

家はメ
イン州

しゅう

のポートランドという町
まち

にひっこし
ました。お父

とう

さんは、ポートランドで仕
し ご と

事
をした方

ほう

がうまくいくだろうと考
かんが

えたのでし
た。帽

ぼ う し

子は動
どうぶつ

物の毛
け が わ

皮でできていて、お
父
とう

さんが作
つく

るいろんな種
しゅるい

類の帽
ぼ う し

子の準
じゅんび

備
を家

か ぞ く ぜ ん い ん

族全員で手
て つ だ

伝いました。

エレン がも
う す ぐ ６ 歳

さい

と い う 時
とき

に、
彼
か の じ ょ

女 と ふ た
ご の 姉

し ま い

妹 は
ポ ートランド
の学

がっこう

校へ通
かよ

い
はじめました。
学
がっこう

校ではとて
も楽

たの

しく過
す

ご
しました。当

と う じ

時は、２、３人
にん

のこどもが
１つの長

なが

い机
つくえ

にならんですわりました。あ

お話
はな

しひろば 

学
が っ こ う

校へ通
かよ

うエレン
「少女エレン」より　エイミー・シェラード編

Little Folk Visuals
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る日
ひ

、エレンのとなりの女
おんな

の子
こ

が先
せんせい

生を
怒
おこ

らせるようなことをして、先
せんせい

生は物
も の さ

差し
をとって女

おんな

の子
こ

に投
な

げつけたのですが、
その子

こ

には当
あ

たらずにエレンの額
ひたい

にあた
り、血

ち

がでるけがをしました。エレンは立
た

ち上
あ

がり、教
きょうしつ

室を出
で

て行
い

きました。もう家
いえ

に帰
かえ

りたくなったのです。

おそらく先
せんせい

生は、自
じ ぶ ん

分のしてしまったこ
とが気

き

がかりで、彼
かのじょ

女の後
あと

を追
お

いかけた
のでしょう。彼

かれ

は自
じ ぶ ん

分のしたまちがいを許
ゆる

してくれるように彼
かのじょ

女に話
はな

しました。もち
ろん、エレンは先

せんせい

生を許
ゆる

したのですが、
先
せんせい

生のおかしたまちがいとは何
なん

だったか
を問

と

いただしました。先
せんせい

生が、エレンに
当
あ

てるつもりはなかった、と言
い

うと、エレ
ンは、だれかをたたいたりすることがまち
がいだと思

おも

うと言
い

いました。先
せんせい

生はきっと、
真
しんけん

剣にかんがえながら学
がっこう

校へもどったに
ちがいありません。

エレンは学
がっこう

校が大
だ い す

好きでした。読
よ

むの
がとても上

じょうず

手でしたので、先
せんせい

生は時
ときどき

々エ
レンに、クラスのみんなに聞

き

こえるよう、
教
きょうかしょ

科書を読
よ

むようにお願
ねが

いすることもあり
ました。何

なんねん

年も後
あと

、エレンが結
けっこん

婚してから
のことですが、彼

かのじょ

女が電
でんしゃ

車で夫
おっと

に本
ほん

を読
よ

んで聞
き

かせていると、ある女
じょせい

性が、もしか
してあなたの名

な ま え

前はエレン・ハーモンで
はありませんか？とたずねてきました。「は
い、そうですが、どうして私

わたし

だとわかった
のですか？」とエレンが答

こた

えると、女
じょせい

性は
幼
おさな

いころ同
おな

じ学
がっこう

校にいて、そこで聞
き

いてい
たあのすてきな声

こえ

をおぼえていたと言
い

い
ました。女

じょせい

性の話
はなし

によれば、その学
がっこう

校の
こどもたちは、授

じゅぎょう

業でエレンが読
よ

んだとき
の方

ほう

がずっとよく内
ないよう

容を理
り か い

解できたのだそ

うです。

エレンの楽
たの

しい学
がっこうせいかつ

校生活は長
なが

くはつづ
きませんでした。ある出

で き ご と

来事が、学
まな

びを
楽
たの

しんでいるこのかわいらしい少
しょうじょ

女のす
べてを一

いっぺん

変させてしまったのです。

（つづく）
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日
に ち よ う び

曜日

ダビデは感
かんしゃ

謝の念
ねん

でいっぱいでし
た。神

かみさま
様は約

やくそく
束どおり彼

かれ
を王

おう
と

ならせて下
くだ

さいました。それに、これから
はもう、洞

どう
くつや森

もり
にかくれなくてもよい

のです。彼
かれ

は今
いま

、イスラエルの首
し ゅ と

都エル
サレムにある、すてきな家

いえ
に住

す
んでいます。

聖
せい

なる契
けいやく

約の箱
はこ

も
エルサレムにあり、
だれかの家

いえ
ではな

く、専
せんよう

用の幕
ま く や

屋に
保
ほ か ん

管されていまし
た。

契
けいやく

約の箱
はこ

！ダビ
デはこの箱

はこ

のこと
を考

かんが

えたとき、 別
べつ

の場
ば し ょ

所におかなく
てはと思

おも

いました。
自
じ ぶ ん

分は宮
きゅうでん

殿に住
す

ん
でいるのに、契

けいやく

約

の箱
はこ

はただの幕
ま く や

屋においたままでいいの
でしょうか？ある日

ひ

、ダビデはそのことに
ついて預

よ げ ん し ゃ

言者ナタンと話
はな

し合
あ

うことにしま
した。サムエル記

き げ

下 7:2。

ナタンはダビデから、契
けいやく

約の箱
はこ

を保
ほ か ん

管
するための美

うつく

しい神
しんでん

殿を神
かみさま

様のために建
た

てる、という計
けいかく

画を聞
き

きました。これはす
ばらしい提

ていあん

案だ、とナタンは思
おも

いました。
彼
かれ

はダビデに何
なに

と言
い

いましたか？3 節
せつ

ところがその夜
よる

、神
かみさま

様はナタンと長
なが

い
時
じ か ん

間をかけてお話
はな

しなさいました。そ
して、 神

しんでん

殿をダビ
デ が 建

た

てるの は、
神
かみさま

様の計
けいかく

画ではな
いとおっしゃいま
した。神

かみさま

様がダビ
デをお選

えら

びになっ
たのは、彼

かれ
がいや

しい羊
ひつじか

飼いの少
しょうねん

年
だったころであっ
たことを思

おも

い出
で

さ
せる必

ひつよう

要がありま

ダビデ王
おうおうおう

第
だい

3 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「互
たが

いに情
なさけ

深
ぶか

く、あわれみ深
ぶか

い者
もの

となり、神
かみ

がキリスト

にあってあなたがたをゆるして下
くだ

さったように、あなた

がたも互
たが

いにゆるし合
あ

いなさい。」エペソ 4:32

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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した。神
かみさま

様はダビデを
助
たす

け、守
まも

り、そしてイ
スラエルの王

おう

とならせ
てくださいました。た
だし神

しんでん

殿を建
た

てる仕
し ご と

事
は、ダビデ が 死

し

んだ
後
あと

、息
む す こ

子のひとりが次
つぎ

の王
おう

となって、それを
はたすことになります。
17 節

せつ

。

ほとんどの 人
ひと

なら、
おそらく落

お

ち込
こ

むか、
もしくは怒

おこ

るでしょう。というのは、神
かみさま

様
のために特

とくべつ

別に何
なに

かしたいと考
かんが

えていた
のに、神

かみさま

様からだめと言
い

われたからです。
しかし、ダビデが契

けいやく

約の箱
はこ

をおいてある
幕
ま く や

屋へ行
い

ったとき、彼
かれ

はがっかりするよう
なそぶりをしましたか？それとも、感

かんしゃ

謝を
表
あらわ

しましたか？18-20 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：あなたもダビデがしたよう
に、神

かみさま

様を愛
あい

し信
しんらい

頼したいと思
おも

いますか？
わたしたちがそうすることを選

えら

ぶときには
いつでも、神

かみさま

様はあなたに最
さいぜん

善の〔いち
ばんよい〕ことをして下

くだ

さいます。

月
げ つ よ う び

曜日

ダビデは、ある約
やくそく

束のことを思
おも

いめ
ぐらしていました。それは、親

しんゆう
友

のヨナタンとかわした約
やくそく

束です。彼
かれ

らはお
互
たが

いの家
か ぞ く

族に対
たい

して、いつまでも親
しんせつ

切で
いようと約

やくそく
束していました。

それで今
いま

、だれかヨナタンの家
か ぞ く

族で生
い

き残
のこ

っている人
ひと

がいないか、自
じ ぶ ん

分が助
たす

け

てあげられる人
ひと

がいな
いか、気

き

になり始
はじ

めま
した。サムエル記

き げ

下9:1。

そのことについては、
もしかするとサウルの
しもべの一

ひ と り

人、ヂバと
いう人

ひと

が知
し

っているか
もしれ な い のをだ れ
かが思

おも

い出
だ

しました。
2-4 節

せつ

。

ヨナタンの息
む す こ

子の名
な

はメピボセテと言
い

いま
した。とても長

なが

い名
な ま え

前だと思
おも

いませんか？
あの恐

おそ

ろしい日
ひ

、つまり父
ちち

のヨナタンと
祖
そ ふ

父のサウルが死
し

んだとき、彼
かれ

はまだ５
歳
さい

の男
おとこ

の子
こ

でした。何
なに

が起
お

こったかを聞
き

いたとき、メピボセテの乳
う ば

母は彼
かれ

をだき
かかえて逃

に

げたのですが、うっかり落
お

とし
てしまい、彼

かれ

は足
あし

にひどいけがを負
お

いま
した。それ以

い ら い

来、ふつうに歩
ある

くことができ
なくなってしまったのです。サムエル記

き げ

下

4:4。

ヨナタンの息
む す こ

子は、今
いま

ではもう、青
せいねん

年に
なっていました。ダビデが彼

かれ

のところへ使
つか

いをやったとき、彼
かれ

はおびえていました。
メピボセテは、自

じ ぶ ん

分の父
ちち

とダビデが親
しんゆう

友
だったことを知

し

ってはいたのですが、ダビ
デについての恐

おそ

ろしい作
つく

り話
ばなし

をダビデの
敵
てき

から聞
き

かされていたので、こわがって
いたのです。ダビデはどうやって、メピボ
セテが自

じ ぶ ん

分をこわがらないようにしてあげ
ましたか？サムエル記

き げ

下 9:5-7。

それからダビデはヂバを呼
よ

びよせ、彼
かれ

がするべきことを伝
つた

えました。9-11 節
せつ

。
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ヨナタンの息
む す こ

子は、人
ひとびと

々がダビデにつ
いて話

はな

していたことがうそだったと、よう
やくわかりました。また彼

かれ

は、ヨナタンと
ダビデが、なぜこれほどまでにすばらしい
友
ゆうじょう

情で結
むす

ばれていたのかもわかりました。
そして、ダビデをまるで自

じ ぶ ん

分のほんとうの
父
ちちおや

親のように愛
あい

するようになりました。

考
かんが

えてみよう：他
た

の人
ひと

が話
はな

す悪
わる

いことを
信
しん

じてしまわないように、わたしたちはい
つも気

き

をつけていなくてはいけませんか？
ときどき、人

ひとびと

々が話
はな

していることが本
ほんとう

当で
はない、とわかることもありますか？ダビデ
のしたことを、あなたはどう思

おも

いますか？

火
か よ う び

曜日

聖
せ い

書
しょ

の物
ものがたり

語は、よい選
えら

びとわるい
選
えら

びのどちらについても語
かた

ってい
ますか？神

かみさま
様を心

こころ
から愛

あい
するよい人

ひと
たち

でさえも、まちがった選
えら

びをしたことが、
伝
つた

えられているでしょうか？そのとおりです
ね。

ダビデは神
かみさま

様をとても愛
あい

していました。
しかし、ある時

とき

サタンが彼
かれ

にまちがった選
えら

びをするように誘
ゆうわく

惑し、ダビデはそれに負
ま

けてしまいました。また、よくあることで
すが、最

さいしょ

初のまちがった選
えら

びをかくそうと
して、彼

かれ

はさらに多
おお

くのまちがった選
えら

びを
するはめになってしまったのです。

ダビデの兵
へ い し

士たちが遠
とお

くで敵
てき

と戦
たたか

ってい
た時

とき

のこと、ダビデはある美
うつく

しい女
じょせい

性を見
み

て、どうしても自
じ ぶ ん

分のものにしたいと思
おも

い
ました。この女

じょせい

性は結
けっこん

婚していて、彼
かのじょ

女
の夫

おっと

はダビデの軍
ぐんたい

隊の中
なか

でもいちばん

勇
ゆうかん

敢な兵
へ い し

士だという
ことがわかりました。
ところが、それでも
ダビデは彼

かのじょ

女を手
て

に
入
い

れたかったのです。
彼
かのじょ

女の名
な ま え

前はバテシ
バといいました。

そこでダビ デ は、
軍
ぐんたい

隊の指
し き か ん

揮官である
ヨアブに命

めい

じて、確
かくじつ

実に敵
てき

に殺
ころ

されるだ
ろうと思

おも

われる戦
たたか

いの場
ば し ょ

所へ彼
かのじょ

女の夫
おっと

を
行
い

かせました。この方
ほうほう

法であれば、すべ
ての人

ひと

に彼
かのじょ

女が未
み ぼ う じ ん

亡人（夫
おっと

を亡
な

くした人
ひと

）
であることが知

し

れわたるだろうと、ダビデ
は考

かんが

えたのです。ヨアブがダビデの命
めいれい

令ど
おり行

おこな

い、バテシバの夫
おっと

は殺
ころ

されたので、
ダビデは彼

かのじょ

女を自
じ ぶ ん

分の妻
つま

としてむかえまし
た。

ひとつ、またひとつと、ダビデは神
かみさま

様の
十
じっかい

戒にしたがわなくなりました。今
いま

や、彼
かれ

は「むさぼってはならない」「ぬすんでは
ならない」「姦

かんいん

淫してはならない」「殺
ころ

し
てはならない」「偽

ぎしょう

証（嘘
うそ

）してはならない」
のいましめをやぶっているのです。ああ、
何
なに

とおそろしいことでしょう！そして、人
ひとびと

々
はダビデのしたことに気

き

づいたのです。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様は、ダビデが王
おうさま

様だ
からという理

りゆう

由で、彼
かれ

がしてしまったことを
うまくごまかすのをゆるされましたか？どん
な罪

つみ

であっても、それはひじょうに重
じゅうだい

大で
あることをわたしたちは知

し

っています。し
かし、えらい、地

ち い

位のある人
ひと

たちがまちがっ
たことをすると、他

た

の人
ひとびと

々が自
じぶん

分たちのす
る悪

わる

いことの言
い

い訳
わけ

に、そのことを引
ひ

き合
あ



20

いにだすことがあると気
き

がつきましたか？
神
かみさま

様が、このような地
ち い

位のある人
ひとびと

々に罰
ばつ

を
あたえなくてはならなかった例

れい

をいくつか
思
おも

い出
だ

せますか？

水
す い よ う び

曜日

ダビデの生
い

きていたころ、多
おお

くの
男
だんせい

性には二
ふ た り

人以
いじょう

上の妻
つま

がいまし
た。王

おうさま
様であれば、たくさんの妻

つま
をもつの

が当
あ

たり前
まえ

でした。ダビデもすでに二
ふたり

人
以
いじょう

上の妻
つま

をもってはいたのですが、こんど
は他

た
の人

ひと
の妻

つま
を盗

ぬす
み、その夫

おっと
を殺

ころ
し、う

そをついたのです。異
いきょう

教（キリスト教
きょういがい

以外
の宗

しゅうきょう
教）の王

おうさま
様たちなら、ダビデのした

ことを悪
わる

いとは思
おも

わなかったでしょう。そ
れにダビデは、彼

かれ
らに影

えいきょう
響されてしまって

いました。しかし、王
おうさま

様であるからといって、
自
じぶん

分のしたことすべてが神
かみさま

様によしとされ
るのではありません。神

かみさま
様の十

じっかい
戒にしたが

わないことが罪
つみ

であって、ダビデはその罪
つみ

を犯
おか

したのです。

ある日
ひ

、神
かみさま

様はダビデに話
はなし

をさせるた
め、預

よ げ ん し ゃ

言者ナタンをつかわされました。サ

ムエル記
き げ

下 12:1-4。

ダビデは話
はなし

を聞
き

いているうちに、怒
いか

りが
こみ上

あ

げてきました。一
いったい

体どうして、すで
に何

なん

でも持
も

っている金
か ね も

持ちの男
おとこ

が、貧
まず

しく
ても正

しょうじき

直な男
おとこ

に対
たい

して、それほどひどいこ
とができるというのでしょうか？5-6 節

せつ

。

おそらくナタンは、まっすぐダビデを見
み

つめているしばらくの間
あいだ

、だまっていたの
でしょう。それから口

くち

を開
ひら

きます。ナタン
はダビデの犯

おか

したおそろしい罪
つみ

について、

神
かみさま

様が告
つ

げられたことをダビデに話
はな

しまし
た。7-10 節

せつ

。

さらにナタンは、ダビデが犯
おか

したこのこ
とのせいで、これから悲

かな

しい出
で き ご と

来事が起
お

こるだろうと告
つ

げました。ダビデの家
か ぞ く

族だ
けでなく、国

くにぜんたい

全体をも苦
くる

しめることになる
のです。

とつぜん、ダビデはナタンが正
ただ

しいこと
を悟

さと

りました。彼
かれ

は、ナタンの話
はなし

に出
で

てく
る金

か ね も

持ちの男
おとこ

とまるで同
おな

じようなことをし
たのです。ひとことも言

い

い訳
わけ

をせず、ダビ
デは自

じ ぶ ん

分の犯
おか

したおそろしい罪
つみ

をみとめ
たのでした。彼

かれ

は、自
じ ぶ ん じ し ん

分自身が死
し

に価
あたい

す
る罪

つみ

をおかしたことも悟
さと

りました。

ナタンがダビデを見
み

ると、彼
かれ

が本
ほんとう

当に
後
こうかい

悔していることがわかりました。13-15

節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：サウルは自
じぶん

分の罪
つみ

を認
みと

め
ましたか、それとも言

い

い訳
わけ

をしましたか？
二
ふたり

人の態
たい ど

度は、こんなにもちがっていたの
です！ダビデが自

じぶん

分の罪
つみ

をみとめ、それを
後
こうかい

悔したとき、神
かみさま

様はどれだけすぐにダビ
デを許

ゆる

して下
くだ

さいましたか？わたしたちの
神
かみさま

様はなんと愛
あい

すべき、すばらしいお方
かた

で
しょうか！許

ゆる

されたからといって、罪
つみ

の結
けっ か

果
が起

お

こるのを止
や

めることができたでしょう
か？それはできませんでした。罪

つみ

はわたし
たちを傷

きず

つけ、また他
たに ん

人をも同
おな

じように傷
きず

つけるのです。ダビデは、もうすぐそれが
わかるでしょう。

木
も く よ う び

曜日
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「結
け っ

果
か

」 という
言
こ と ば

葉をきい
たことがありますか？ 親

おや

たちはこどもたちに、も
し従

したが
わなければ、その

結
け っ か

果を自
じ ぶ ん

分の身
み

にうけ
ることになるよ、と警

けいこく
告

することがあるでしょう
か？もちろんで す。 そ
の「結

け っ か
果」として、たた

かれたり、他
ほか

の罰
ばつ

を受
う

けたりすることもあるで
しょう。また時

とき
には、わたしたちが傷

きず
つい

たり、自
じ ぶ ん

分のしたことが他
た

の人
ひと

を傷
きず

つけ
ることもあり、自

じぶん
分がだれかを傷

きず
つけてし

まった罪
ざいあくかん

悪感に苦
くる

しめられたりすることも
あります。

ダビデがこれらのおそろしい罪
つみ

を犯
おか

した
とき、それには必

かなら

ず結
け っ か

果がともなうことを、
神
かみさま

様はナタンをとおしてダビデに警
けいこく

告され
ました。そしてダビデの罪

つみ

のせいで、そ
れらの結

け っ か

果はすべて起
お

こるのです。神
かみさま

様
がそれを起

お

こさせられたのではありませ
ん。それは、まちがった選

えら

びのたどる道
みち

であり、行
い

く末
すえ

なのです。結
け っ か

果はいつでも
必
かなら

ずついてまわります。それはまさに、サ
タンの望

のぞ

むことです。それから、彼
かれ

は人
ひとびと

々
が神

かみさま

様に対
たい

して怒
いか

り、責
せ

めるように仕
し む

向け
るのです。まるで、これらのことが起

お

こっ
たのはすべて神

かみさま

様のせいであるかのよう
に、です。

ナタンが、金
か ね も

持ちの男
おとこ

が貧
まず

しい男
おとこ

から
小
こひつじ

羊をとりあげた話
はなし

をしたとき、ダビデ
は、金

か ね も

持ちの男
おとこ

は自
じ ぶ ん

分がとりあげた分
ぶん

を
４倍

ばい

にして貧
まず

しい男
おとこ

に返
かえ

すべきだと言
い

い

ました。ダビデは自
じ ぶ ん

分
の罪

つみ

のために、自
じ ぶ ん

分
の 4 人

にん

の 息
む す こ

子 が 死
し

ぬ結
け っ か

果になることを
知
し

らなかったのです。
最
さいしょ

初の息
む す こ

子は、バテ
シバとの間

あいだ

にできた男
おとこ

の赤
あか

ちゃんで、病
びょうき

気で
亡
な

くなってしまいまし
た。ダビデは神

かみさま

様に、
どうかこの罪

つみ

のない赤
あか

ちゃんをいやしてくだ
さいと、必

ひ っ し

死にお祈
いの

りしました。神
かみさま

様はこ
の赤

あか

ちゃんを愛
あい

しておられましたが、ダビ
デの犯

おか

した罪
つみ

はそれほど大
たい

したことはな
かった、とだれかに思

おも

わせるようなことを
してはいけないのを知

し

っておられました。

考
かんが

えてみよう：ダビデが自
じぶん

分のしてしまっ
たことを悟

さと

った後
あと

に書
か

いた歌
うた

の一
い ち ぶ

部を読
よ

んでみて下
くだ

さい。詩
し へ ん

編 51:1-12。この中
なか

か
ら一

いっせつ

節を選
えら

んで暗
あんしょう

唱しましょう。

金
き ん よ う び

曜日

ダビデは神
かみさま

様を愛
あい

していました。ま
た、自

じ ぶ ん
分の犯

おか
した恐

おそ
ろしい罪

つみ
を

生
しょうがい

涯ずっと悔
く

いていました。この罪
つみ

があっ
たために、自

じぶん
分のこどもたちがまちがった

ことをした時
とき

にも、罰
ばつ

を与
あた

えにくくなって
いました。ダビデは、こどもたちがいつで
も、ダビデの犯

おか
した罪

つみ
を自

じぶん
分たちが罪

つみ
を

犯
おか

すことの言
い

い訳
わけ

に使
つか

うことができるの
を知

し
っていました。そういうわけで、ダビ

デが彼
かれ

らに罰
ばつ

を与
あた

えることをしなかった
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ために、こどもたちのう
ちのある者

もの
は、悪

わる
いこと

をしても、とがめられず
にやりすごしました。ダ
ビデの家

か ぞ く
族は大

だいかぞく
家族でし

た。そのうちのほとんど
が、異

い ぼ
母〔腹

はら
ちがいの〕

兄
きょうだい

弟、異
い ぼ し ま い

母姉妹と呼
よ

ば
れる関

かんけい
係でした。彼

かれ
らの

父
ちちおや

親はダビデひとりです
が、母

ははおや
親はちがいました。

ダビデの長
ちょうなん

男の名
な ま え

前はアムノンといいま
す。ダビデの息

む す こ

子たちの中
なか

で一
いちばん

番ハンサ
ムだったのはアブサロムでした。彼

かれ
につい

て、聖
せいしょ

書は何
なに

と語
かた

っていますか？サムエル

記
き げ

下 14:25。

アブサロムは、 異
い ぼ

母〔 腹
はら

ちが い の〕
兄
きょうだい

弟であるアムノンが自
じ ぶ ん

分の妹
いもうと

にしたあま
りにもひどいことに、怒

いか

りを覚
おぼ

えていまし
た。ダビデは何

なに

があったかを知
し

ったので、
アムノンを罰

ばっ

するべきでしたが、そうしま
せんでした。

ま る ２ 年
ねん

も の 間
あいだ

、 ア ブ サ ロ ム は
異
い ぼ き ょ う だ い

母兄弟であるアムノンに口
くち

をきくことす
らしませんでした。彼

かれ

はだれにも言
い

いませ
んでしたが、アムノンを憎

にく

んでいました。
そしてとうとう、復

ふくしゅう

讐〔仕
し か え

返し〕の計
けいかく

画
を思

おも

いつきました。アブサロムが大
おお

きな
宴
えんかい

会をもよおし、すべての兄
きょうだい

弟と父
ちち

ダビ
デも招

しょうたい

待します。たくさんの酒
さけ

を出
だ

すので
す。そしてみんなが酒

さけ

に酔
よ

っている間
あいだ

に、
自
じ ぶ ん

分のしもべにアムノンを殺
ころ

すよう命
めい

じる
のです。

アブサロムがダビデを宴
えんかい

会に招
しょうたい

待したと

き、ダビデはありがたく思
おも

いましたが、これほどたく
さんの人

ひとびと

々を招
まね

くのはアブ
サロムにとって負

ふ た ん

担が大
おお

き
いと考

かんが

えました。サムエル

記
き げ

下 13:25。

そこでアブサロムは、な
らばせめて異

い ぼ き ょ う だ い

母兄弟のア
ムノンを宴

えんかい

会へ来
こ

させる
よう、ダビデにお願

ねが

いしま
した。しまいにダビデは、すべての兄

きょうだい

弟
たちをそこに行

い

かせる許
き ょ か

可を与
あた

えました。
けれども、ダビデ自

じ し ん

身は行
い

かないことに決
き

めていました。26-27 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：罪
つみ

を憎
にく

むのは正
ただ

しいこと
ですか？はい、正

ただ

しいことです。では、罪
つみ

を犯
おか

す人
ひと

を憎
にく

むのは正
ただ

しいことでしょう
か？いいえ、正

ただ

しいことではありません。
仕
し か え

返しをしたいと思
おも

う気
き も

持ちは、だれか
を傷

きず

つけることの正
せいとう

当な理
りゆ う

由になるでしょ
うか？ダビデはそうしたことがありますか？
神
かみさま

様はローマ 12:17-19で何
なん

と言
い

っておら
れますか？

もっともっともっと学学学
まなまなまなまなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★サムエル記
き げ

下 7,9,11-13 章
しょう

★人
じんるい

類のあけぼの 70 章
しょうげかん

下巻

p.405-433
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エレンが 9 歳
さい

のとき、お父
とう

さんは、
乗
の

り合
あ

い馬
ばしゃ

車で長
なが

い旅
たび

をして、い
まよりもっと帽

ぼ う し
子が売

う
れる州

しゅう
へと引

ひ
っ越

こ

すことに決
き

めました。お父
とう

さんは帽
ぼ う し

子の
箱
はこ

を荷
に づ く

造りして、大
だ い す

好きな家
か ぞ く

族にお別
わか

れ
を言

い
いました。帽

ぼ う し
子の箱

はこ
を馬

ばしゃ
車の屋

や ね
根に

のせてから、お父
とう

さんは他
ほか

のお客
きゃく

さんた
ちと 馬

ば し ゃ
車 に 乗

の

り込
こ

みました。
そして、エレン
のお母

かあ
さんと 8

人
にん

のこどもたち
に 手

て
をふって、

お別
わか

れをしまし
た。

次
つぎ

にお父
とう

さん
がエレンに会

あ

う
と き に は、 見

み

てもそれがエレ
ンだとわからないぐらい変

か

わりはてた姿
すがた

に
なっていることなど、知

し

るよしもありませ
んでした。どうして？一

いったいなに

体何が起
お

きたので
しょう？

ハーモン家
け

は、こどもたちの通
かよ

う学
がっこう

校か
ら、たったの 2、3 ブロック離

はな

れたところ
に住

す

んでいました。

ある日
ひ

のこと、学
がっこう

校が終
お

わって、この
ふたごの姉

し ま い

妹とクラスメートのひとりが家
いえ

へと歩
ある

いていると、うしろから、ひとりの

少
しょうじょ

女が怒
おこ

って何
なに

かさけんでいるのが聞
き

こ
えました。ふりかえってみると、少

しょうじょ

女は手
て

に石
いし

をもって、3 人
にん

に追
お

いつこうと走
はし

って
くるではありませんか。

エレンたちは、絶
ぜったい

対にけんかをしては
いけないと教

おし

えられていましたので、3 人
にん

とも家
いえ

へ向
む

かって全
ぜんそくりょく

速力で走
はし

りだしまし
た。 少

しょうじょ

女 がど
れくらい近

ちか

くに
きて いるの か
をたしかめよう
と、 エ レ ン が
一
いっしゅん

瞬ふりかえっ
たと き、 少

しょうじょ

女
の 投

な

げた石
いし

が
エレン の 鼻

はな

を
直
ちょくげき

撃しました。
彼
かのじょ

女は意
い し き

識をう
しなって地

じ め ん

面に
たおれ、鼻

はな

からは血
ち

が流
なが

れでていました。

その次
つぎ

にエレンがおぼえているのは、
目
め

をあけると自
じ ぶ ん

分がお店
みせ

にいて、人
ひとびと

々
が心

しんぱい

配そうにのぞきこんでいたことです。
親
しんせつ

切な通
とお

りがかりの人
ひと

が自
じ ぶ ん

分の馬
ば し ゃ

車でエ
レンを家

いえ

までおくろう、と言
い

いましたが、
エレンはこの人

ひと

の馬
ば し ゃ

車の中
なか

に血
ち

をつけて
しまったら申

もう

しわけないと思
おも

い、感
かんしゃ

謝の
気
き も

持ちだけを伝
つた

え、歩
ある

いて家
いえ

まで帰
かえ

れる
と言

い

いました。

お話
はな

しひろば 

病
び ょ う き

気のエレン
「少女エレン」より　エイミー・シェラード編

Little Folk Visuals
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エレンの姉
し ま い

妹とクラスメートが手
て つ だ

伝いま
したが、結

けっきょく

局、自
じ り き

力では歩
ある

けないことが
すぐにわかりました。彼

かのじょ

女はふらふらとめ
まいがして意

い し き

識を失
うしな

い、またも地
じ め ん

面にた
おれてしまいました。もう家

いえ

の近
ちか

くまで来
き

ていたので、エリザベスとクラスメートが
エレンを家

いえ

まで運
はこ

びました。お母
かあ

さんは、
すぐにエレンをベッドに寝

ね

かせました。

当
と う じ

時のお医
い し ゃ

者さんといえば、今
いま

のお
医
い し ゃ

者さんのようにたくさんのことを知
し

って
いたわけではありません。彼

かれ

らはエレンを
助
たす

けてあげたいと思
おも

いましたが、何
なに

をした
らよいかわかりませんでした。エレンの傷

きず

があまりにもひどく、出
しゅっけつ

血も多
おお

かったので、
お医

い し ゃ

者さんたちは、彼
かのじょ

女がもうじき死
し

ぬだ
ろうと思

おも

っていました。

何
なんしゅうかん

週間もの間
あいだ

、エレンは見
み

ることも聞
き

く
こともできず、静

しず

かにベッドに横
よこ

たわって
いました。みんな、彼

かのじょ

女が死
し

んでしまうと
思
おも

いました。ある親
しんせつ

切な近
きんじょ

所の人
ひと

は、エ
レンの家

か ぞ く

族に、彼
かのじょ

女のお葬
そうしき

式の準
じゅんび

備の
手
て つ だ

伝いをしたい、とまで話
はな

しにきました。
しかし、エレンのお母

かあ

さんは「けっこうで
す」とことわりました。お母

かあ

さんは、エレ
ンが死

し

なないと信
しん

じていたのです。

エレンが意
い し き

識をとりもどしはじめたとき、
自
じ ぶ ん

分に起
お

こった出
で き ご と

来事について何
なに

も思
おも

い
出
だ

せませんでした。まるで長
なが

い長
なが

い眠
ねむ

りか
ら覚

さ

めたような感
かん

じで、ただ、どうしてこ
んなに力

ちから

がなくて疲
つか

れているのか、ふし
ぎでなりませんでした。

そんなある日
ひ

、近
きんじょ

所のおばさんがたず
ねてきて、こう言

い

うのを聞
き

いたのです。エ
レンがあまりにも変

か

わりはてた姿
すがた

だったの

で、本
ほんにん

人だとは気
き

づかなかった、と。

エレンは、それがどういう意
い み

味なのか
を考

かんが

えました。そしてはじめて、鏡
かがみ

をもっ
てきてほしい、とたのみました。あの近

きんじょ

所
のおばさんが、自

じ ぶ ん

分の姿
すがた

について、どうし
てあんなおかしなことを言

い

ったのか、確
たし

かめたかったのです。

（つづく）
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日
に ち よ う び

曜日

ついにアブサロムは、異
い ぼ

母〔腹
はら

ち
がいの〕兄

あに
アムノンが、 妹

いもうと
にし

たことに対
たい

するこらしめの計
けいかく

画を実
じっこう

行する
ことにしました。大

だいえんかい
宴会がひらかれ、アム

ノンを含
ふく

むダビデの息
むすこぜんいん

子全員がそこに来
き

ていました。そこで、何
なに

が起
お

きましたか？
宴
えんかい

会はどのようにして幕
まく

を閉
と

じましたか？
サムエル記

き げ
下 13:28-29。

しかし、ダビデの息
む す こ

子たちが家
いえ

にもど
らないうちに、だれかが
知
し

らせをもってあわただ
しくかけこんできました。
30-31 節

せつ

。

それから別
べつ

の男
おとこ

が、先
さき

の知
し

らせとはちがう知
し

ら
せをダビデに伝

つた

えました。
正
ただ

しかったのはどちらの
知
し

らせですか？33 節
せつ

。

ダビデは、息
む す こ

子たちを
ひとりのこらず愛

あい

していま

した。もし長
ちょうなん

男のアムノンが殺
ころ

されていた
ら…アブサロムにそこまで残

ざんこく

酷なことがで
きるのだろうか？

道
みち

を見
み

つめていたある人
ひと

が「帰
かえ

ってき
ました！」とさけびました。「たしかに、
王
お う じ さ ま が た

子様方が帰
かえ

って来
こ

られます！」34-36

節
せつ

。

たしかに、ダビデの息
む す こ

子たちは無
ぶ じ

事で
した。ただし、長

ちょうなん

男のアムノンがいません。
あと、もうひとり見

み あ

当たりません。それは
だれでしたか？37 節

せつ

。

ダビデがひじょうに悲
かな

しむだろうというこ
とを、アブサロムは知

し

っ
ていました。また、アムノ
ンが自

じ ぶ ん

分の異
い ぼ き ょ う だ い

母兄弟の手
て

により殺
ころ

された事
じ じ つ

実をダ
ビデがどう思

おも

うか、アブサ
ロムはそのこともわかって
はいました。そこで彼

かれ

は、
しばらくの間

あいだ

、父
ちちおや

親から
はなれて暮

く

らすほうがよい
と決

けっしん

心しました。

アブサロムのしたこと

反
はんらん

乱を起
お

こした息
む す こ

子

第
だい

4 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「あなたの父
ちち

と母
はは

を敬
うやま

え。これは、あなたの

神
かみ

、主
しゅ

がたまわる地
ち

で、あなたが長
なが

く生
い

きるた

めである。」―出
しゅつ

エジプト記
き

20:12

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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は、ひどく悪
あくしつ

質な犯
はんざい

罪でした。そしてダビ
デは、罰

ばつ

として、アブサロムが家
いえ

に帰
かえ

る
ことをゆるしませんでした。どれくらいの
期
き か ん

間、アブサロムは追
ついほう

放されていました
か？38 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：ダビデは自
じぶ ん

分の犯
おか

した恐
おそ

ろしい罪
つみ

の罪
ざいあくかん

悪感に苦
くる

しんでいたので、ア
ムノンに罰

ばつ

を与
あた

えるのは簡
かんたん

単ではなかった
ことでしょう。しかし、アムノンは今

いま

、自
じぶん

分
のしたことのために死

し

んでしまいました。
もちろん、アブサロムのしたことも大

たいへん

変な
まちがいです。ダビデの罪

つみ

のせいで、こ
れほど多

おお

くの悲
ひげ き

劇が起
お

きていました。罪
つみ

の
結
けっ か

果は本
ほんとう

当に恐
おそ

ろしいですね？サタンの言
い

うことに耳
みみ

をかたむける選
えら

びは、かならず
最
さいご

後に不
ふこう

幸な結
けっか

果をもたらすのです。

月
げ つ よ う び

曜日

アムノンを殺
ころ

したアブサロムへの
処
しょばつ

罰は、彼
かれ

が思
おも

っていたよりもか
なり長

なが
い期

き か ん
間つづきました。どれくらいの

間
あいだ

、アブサロムは家
いえ

からはなれて暮
く

らし
ましたか？サムエル記

き げ
下 13:38。

それでもダビデは、アブサロムを愛
あい

して
やみませんでした。ダビデ
はどう思

おも

っていましたか？
39 節

せつ

。

ダビデの軍
ぐんたい

隊の指
し き か ん

揮官ヨ
アブは、そろそろダビデと
アブサロムを仲

なかなお

直りさせよ
うと決

き

めました。ヨアブは、
ひとりの賢

かしこ

い女
おんな

を別
べつ

の町
まち

か
らよびよせて、預

よ げ ん し ゃ

言者ナタ

ンがダビデに金
か ね も

持ちの男
おとこ

が貧
まず

しい男
おとこ

から
小
こひつじ

羊をとりあげた話
はなし

をした時
とき

のように、ダ
ビデに話

はなし

をするようお願
ねが

いしました。彼
かれ

は、
この女

おんな

がダビデに話
はな

すための物
ものがたり

語まで、
でっちあげました。その内

ないよう

容は、二
ふたり

人の
兄
きょうだい

弟が争
あらそ

ったことについてです。サムエル

記
き し た

下 14:2-3。

女
おんな

が物
ものがたり

語を話
はな

し終
お

えると、ダビデは女
おんな

に、ここへきてこれを話
はな

すように差
さ

し向
む

け
たのはヨアブではないか、とたずねました。
女
おんな

は、そのとおりです、と答
こた

えました。そ
こで、ダビデはヨアブと話

はなし

をしました。王
おう

は、ヨアブに何
なに

をするよう言
い

いつけました
か？21 節

せつ

。

やっと家
いえ

へもどれると知
し

ったアブサロム
は、喜

よろこ

んだにちがいありません。けれど
も、がっかりしたのもたしかです。なぜで
すか？23-24 節

せつ

。

こうなると人
ひとびと

々の目
め

には、罰
ばっ

するべき時
とき

にアムノンを罰
ばっ

しなかったのに、アブサロ
ムに対

たい

しては処
しょばつ

罰がきびしすぎるように見
み

えました。人
ひとびと

々は理
り か い

解できませんでした。
なぜ、人

ひとびと

々は納
なっとく

得しなかったのでしょう？
ダビデはアブサロムにきびしすぎました
か？すぐに、人

ひとびと

々はアブサロムに同
どうじょう

情しは
じめました。まもなく人

ひとびと

々
は、 彼

かれ
のことを、 悪

あ く じ

事を
行
おこな

った者
もの

ではなく、英
えいゆう

雄
だと思

おも

うようになりました。

考
かんが

えてみよう：様
さまざま

々な事
こと

が、ダビデにとってうまく進
すす

んでいましたか？神
かみさま

様はま
だ、ダビデを愛

あい

しておられ
ましたか？もちろん、とても
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愛
あい

しておられました。ア
ブサロムを家

いえ

にもどらせ
はしたものの、自

じぶん

分に会
あ

うことをゆるさなかった
点
てん

で、ダビデは賢
かしこ

かった
と思

おも

いますか？

火
か よ う び

曜日

アブ サ ロ ム は、
人
ひとびと

々が自
じぶん

分のことを慕
した

っているの
を知

し
っていました。また、彼

かれ
がエルサレム

にもどってきて、すぐ近
ちか

くに住
す

んでいるの
に、ダビデが彼

かれ
と口

くち
をきこうとすらしない

のを人
ひとびと

々が同
どうじょう

情してくれていることも知
し

っ
ていました。サムエル記

き げ
下 14:28。

アブ サロムはヨアブを 呼
よ

び 寄
よ

せて、
手
て つ だ

伝ってもらうことにしました。ヨアブは
協
きょうりょく

力しましたか？29 節
せつ

。

アブサロムは不
ふ ま ん

満をつのらせていまし
た。そこで、ヨアブが必

かなら

ず聞
き

いてくれるよ
うなことをしようと決

けっしん

心しました。それは
効
こ う か

果がありましたか？30-33 節
せつ

。

ついに、ダビデとアブサロムは仲
なかなお

直りを
することができました。いや、本

ほんとう

当に仲
なかなお

直
りできたのでしょうか？おそらく、ダビデは
そう思

おも

っていたことでしょう。心
こころ

からアブサ
ロムを愛

あい

していましたから。しかしアブサ
ロムは、今

いま

や人
に ん き も の

気者でいることの喜
よろこ

びの
味
あじ

をしめるようになり、自
じ ぶ ん

分をとても偉
えら

く
見
み

せるようなふるまいを始
はじ

めました。サム

エル記
き げ

下 15:1-5。

アブサロムは、父
ちち

ダビデに忠
ちゅうせい

誠をあら
わしていたでしょうか？いいえ。少

すこ

しずつ

ですが、人
ひとびと

々の多
おお

くは、
アブサロムのほうがダ
ビデよりもいい王

おうさま

様に
なるかもしれない、と
思
おも

うようになりました。
6 節

せつ

。彼
かれ

らは、いずれ
ダビデの次

つぎ

に王
おう

にな
るのはアブサロムだろ
うと考

かんが

えてはいました
が、実

じつ

はたくさんの人
ひとびと

々
が、アブサロムを今

いま

すぐにでも王
おう

にしたい
という気

き も

持ちがありました。アブサロムは、
人
ひとびと

々の忠
ちゅうせいしん

誠心をこっそりうばっていたので
した。

ダビデはその間
あいだ

ずっと、アブサロムが、
ダビデとふたたび一

いっしょ

緒になれたことを喜
よろこ

ん
でいるとばかり思

おも

っていました。彼
かれ

には、
本
ほんとう

当のところ何
なに

が起
お

きているのか、まった
くわかりませんでした。

考
かんが

えてみよう：アブサロムには、表
おもて

と裏
うら

がありました。父
ちちおや

親といるときの彼
かれ

と、民
たみ

といっしょにいるときの彼
かれ

は、まったくち
がっていたのです。これは正

しょうじき

直なことでし
たか？こどもたちは、このようなことをす
るように誘

ゆうわく

惑されることがあるでしょうか？
両
りょうしん

親はこどもたちがいつも何
なに

をしている
か、わかっていますか？神

かみさま

様はごぞんじで
しょうか？神

かみさま

様は、アブサロムがしているこ
とをごぞんじでしたか？

水
す い よ う び

曜日

ついにアブサロムは、ダビデに代
か

わって自
じぶん

分が王
おう

になるための計
けいかく

画
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をつくりあげました。何
なに

が起
お

きているのか、
ダビデはまだ何

なに
も知

し
りません。

ある日
ひ

のこと、アブサロムは、30 キロ
離
はな

れたヘブロンの地
ち

へ行
い

く必
ひつよう

要があると
ダビデに話

はな

しました。そこは、ダビデが
王
おう

とされた最
さいしょ

初の町
まち

です。アブサロムの
話
はなし

では、彼
かれ

が追
ついほう

放されていた間
あいだ

に、神
かみさま

様
が自

じ ぶ ん

分とダビデがいっしょになれるよう助
たす

けて下
くだ

されば、自
じ ぶ ん

分はヘブロンへ行
い

き、
神
かみさま

様のために特
とくべつ

別な事
こと

をすると約
やくそく

束した、
というのです。ダビデは、アブサロムが
神
かみさま

様に感
かんしゃ

謝をささげたいというので、喜
よろこ

ん
でそこへ行

い

く許
き ょ か

可を与
あた

えました。しかし、
アブサロムがそこへ行

い

く本
ほんとう

当の理
り ゆ う

由は何
なん

でしたか？サムエル記
き げ

下 15:9-10。

ダビデはようやく、何
なに

が起
お

きているのか
を知

し

ることになります。これから戦
せんそう

争がは
じまるのです。宮

きゅうでん

殿から自
じ ぶ ん

分の治
おさ

める美
うつく

しい都
みやこ

を見
み

ながら、このエルサレム内
ない

で
戦
たたか

いが起
お

きて、人
ひとびと

々がここで殺
ころ

されること
を考

かんが

えただけでも耐
た

えられませんでした。

そんなことは断
だん

じてあってはなりません！
13-14 節

せつ

。

それでもまだ、ダビデを慕
した

い、彼
かれ

を助
たす

けるためならどんなことでもする心
こころ

がまえ
のある忠

ちゅうじつ

実な人
ひとびと

々が数
かずおお

多くいました。ただ
ちに、ダビデと彼

かれ

の兵
へ い し

士と召
めしつか

使いは都
みやこ

を
はなれました。愛

あい

し、信
しん

じていた自
じ ぶ ん

分の
息
む す こ

子から逃
に

げるのは、ひどく悲
かな

しいことで
した。

祭
さ い し

司ザドクが契
けいやく

約の箱
はこ

を都
みやこ

からもちだし
て来

く

るのを見
み

たダビデは、それをもって
帰
かえ

るように言
い

いました。ただし、アブサロ
ムの軍

ぐんたい

隊がエルサレムに着
つ

いたら、そこ
で起

お

こっている事
こと

を自
じ ぶ ん

分に知
し

らせるよう、
ザドクにたのみました。28-29 節

せつ

。

一
いっこう

行が道
みち

をいそいでいると、ヨナタン
の息

む す こ

子の財
ざいさん

産を管
か ん り

理しているサウルのし
もべ、ヂバに会

あ

いました。サムエル記
き げ

下

16:1-3。

 さらにダビデがすすんで行
い

くと、今
こ ん ど

度は
サウルの親

しんぞく

族、シメイに会
あ

いました。彼
かれ

は、ダビデのことをきたない言
こ と ば

葉でのの
しりはじめ、泥

どろ

や石
いし

をも投
な

げつけました。
ダビデの兵

へ い し

士のひとりはシメイを殺
ころ

してや
りたいと思

おも

いましたが、ダビデはそのま
まさせておくようにと命

めい

じました。何
なに

しろ、
実
じつ

の息
む す こ

子アブサロムがダビデにしている
ことは、シメイよりもひどいのですから。
11-13 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：そこで起
お

きていた出
で き ご と

来事
について、本

ほんとう

当にダビデに責
せきにん

任があったと
思
おも

いますか？私
わたし

たちが、もめごとを起
お

こす
ような選

えら

びをしてしまっても、神
かみさま

様はなお、
愛
あい

して下
くだ

さるでしょうか？
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木
も く よ う び

曜日

アブサロムとその軍
ぐんたい

隊がエルサレム
の都

みやこ
に到

とうちゃく
着したとき、戦

たたか
おうとし

ていた相
あいて

手が皆
みな

いなくなっているのに気
き

づ
き、次

つぎ
に何

なに
をすればよいのか、わからなく

なってしまいました。

彼
かれ

はふたりの人
ひと

に、それぞれの意
い け ん

見を
聞
き

きました。どちらもアブサロムを助
たす

けた
いと思

おも

っている様
よ う す

子でしたが、実
じつ

は、その
うちのひとりはダビデを助

たす

けたかったので
す。さて、アブサロムが選

えら

ぶのは、どちら
の意

い け ん

見でしょうか？最
さいしゅうてき

終的に、彼
かれ

は、本
ほんとう

当
はダビデの味

み か た

方であるホシャイの意
い け ん

見を
選
えら

んでしまいました。

ホシャイは、急
いそ

いで祭
さ い し

司ザドクにこの事
こと

を知
し

らせました。ダビデに知
し

らせを届
とど

ける
ため、ザドクはひそかに町

まち

の外
そと

で少
しょうねん

年ふ
たりを待

ま

たせていました。ところが、だれ
かに見

み

つかってしまい、少
しょうねん

年たちもそれ
に気

き

づきました。サムエル記
き げ

下 17:18-19。

もう安
あんぜん

全だとわかると、彼
かれ

らはすぐに
全
ぜんそくりょく

速力で走
はし

って行
い

き、ダビデと仲
な か ま

間の
人
ひとびとぜんいん

々全員が、その晩
ばん

にヨルダン川
がわ

を渡
わた

ら
なくてはならないことをダビデに告

つ

げまし
た。その日

ひ

は１日
にちじゅう

中大
たいへん

変な思
おも

いをしてこ
こまで来

き

たので、ダビデもともにいる人
ひとびと

々
も、もうくたくたに疲

つか

れきっていました。
それでもとにかく、彼

かれ

らは進
すす

みつづけた
のです。そしてやっとのことで、守

まも

りがか
たくて安

あんぜん

全な町
まち

にたどりつきました。町
まち

の
人
ひとびと

々はとても親
しんせつ

切で、できるかぎり快
かいてき

適に
暮
く

らせるように助
たす

けてくれました。

そのころエルサレムでは、アブサロム
がいらだっていました。彼

かれ
と大

だいぐんたい

軍隊がダビ
デを追

お

いましたが、彼
かれ

の兵
へ い し

士たちはうまく
訓
くんれん

練されておらず、戦
たたか

いかたも知
し

らないの
で、到

とうてい

底ダビデの兵
へ い し

士たちにはかなわな
いのです。

この出
で き ご と

来事は、ダビデにとって恐
おそ

ろしい
悪
あ く む

夢のようであったにちがいありません。
彼
かれ

のりっぱな息
む す こ

子が自
じ ぶ ん

分に戦
たたか

いを挑
いど

み、
王
おう

となるためには、できれば実
じつ

の父
ちちおや

親で
ある自

じ ぶ ん

分を殺
ころ

そうとさえしているのです。
ダビデの心

こころ

は痛
いた

みました。

考
かんが

えてみよう：ダビデの書
か

いた歌
うた

のひと
つである、詩

し へ ん

篇３篇
ぺん

を読
よ

んでみてくださ
い。これはいつ書

か

かれたものですか？ダビ
デはなおも、神

かみさま

様に信
しんらい

頼することを選
えら

んで
いましたか？たとえ何

なに

が起
お

ころうと、神
かみさま

様
は、私

わたし

たちが信
しんらい

頼するのをやめないように
望
のぞ

んでおられるでしょうか？神
かみさま

様は、たとえ
私
わたし

たちが大
おお

きな間
まち が

違いを犯
おか

したときでさえ
も、私

わたし

たちを愛
あい

してやみません。

金
き ん よ う び

曜日

今
い ま

起
お

こっている現
げんじつ

実を受
う

け入
い

れたく
ないダビデでしたが、一

いっこく
刻も早

はや
く

軍
ぐんたい

隊を組
そ し き

織しなければならないことはわ
かっていました。サムエル記

き げ
下 18:1-2。

ダビデが兵
へ い し

士たちとともに出
しゅつじん

陣すると
言
い

ったとき、彼
かれ

らは何
なに

と言
い

いましたか？
3-4 節

せつ

。ダビデにはひとつ、大
たいせつ

切な願
ねが

い
がありました。そして兵

へ い し

士たちが町
まち

の門
もん

を
出
で

ていくとき、ダビデはその願
ねが

いをそれぞ
れの長

ちょう

に伝
つた

えました。それはどんな願
ねが

い
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でしたか？9,15,16 節
せつ

。

ある人
ひと

が走
はし

ってきて、戦
たたか

いが終
お

わったこ
とをダビデに報

ほうこく

告しました。ただ、ダビデ
にはひとつだけ、知

し

りたい大
たいせつ

切なことがあ
りました。そして使

し し ゃ

者が話
はな

すのを聞
き

いた
瞬
しゅんかん

間、ダビデはその答
こた

えを知
し

ったのでし
た。32-33 節

せつ

, 19:1-4。

あなたにも、ダビデの声
こえ

が聞
き

こえてき
そうではありませんか？ヨアブ以

い が い

外のみん
なが、悲

かな

しみにくれているようです。ダビ
デはこんなに悲

かな

しむのではなく、むしろ
感
かんしゃ

謝すべきだとヨアブは思
おも

いました。な
にせ、兵

へ い し

士たちはダビデのために命
いのち

をか
けて戦

たたか

ったのですから。こうなると、まる
で自

じ ぶ ん

分たちのせいでダビデを悲
かな

しませてし
まったかのように兵

へ い し

士たちは感
かん

じていまし
た。5-7 節

せつ

。

ようやくダビデは、ヨアブが正
ただ

しいこ
とに気

き

づきました。自
じ ぶ ん

分のために勇
ゆうかん

敢に
忠
ちゅうじつ

実に戦
たたか

ってくれた兵
へ い し

士たちに、ダビデは
心
こころ

から感
かんしゃ

謝しました。心
こころ

が重
おも

かったにもか
かわらず、彼

かれ

は何
なに

をしましたか？8 節
せつ

。

少
すこ

し時
じ か ん

間はかかりましたが、ついに、
すべての人

ひと

がダビデを彼
かれ

らの王
おう

であると
判
はんだん

断し、ふたたび彼
かれ

に忠
ちゅうせい

誠をつくすことを
選
えら

んだのです。

考
かんが

えてみよう：アブサロムが父
ちちおや

親にとっ
ての大

おお

いなる助
たす

け、慰
なぐさ

めとなることもでき
たでしょうか？そうはならないで、彼

かれ

はだ
れを傷

きず

つけましたか？アブサロムは神
かみさま

様の
十
じっかい

戒のうち、どの戒
いまし

めを破
やぶ

りましたか？

もっともっともっと学学学
まなまなまなまなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★サムエル記
き げ

下 14-20 章
しょう

★人
じんるい

類のあけぼの 72 章
しょう
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自
じ

分
ぶん

の顔
かお

が、けがをする前
まえ

とは全
まった

く変
か

わってしまっ
ているなんて、エレンは考

かんが
えても

みませんでした。でも今
いま

、自
じぶん

分の
姿
すがた

を鏡
かがみ

にうつして、ひどいショッ
クを受

う
けました。今

いまみ
見ているこの

顔
かお

は、本
ほんとう

当に自
じぶん

分の顔
かお

なのでしょ
うか？青

あおじろ
白く、やせほそっていま

す。鼻
はな

は、前
まえ

に鏡
かがみ

で見
み

ていたのと
は全

ぜんぜん
然ちがうのです。実

じっさい
際、彼

かのじょ
女

の顔
かお

には以
い ぜ ん

前の面
おもかげ

影がまったく残
のこ

ってい
ませんでした。

エレンの心
こころ

は沈
しず

んでいました。はたし
て、彼

かのじょ

女の顔
かお

をまともに見
み

ることのできる
人
ひと

がいたでしょうか？彼
かのじょ

女がこれからずっ
と、あのような顔

かお

で生
い

きていかなくてはな
らないことを思

おも

うと、だれもがつらくなり
ました。エレンにはとうてい耐

た

えられない
だろうと、みんなが思

おも

いました。

お父
とう

さんが長
なが

い旅
たび

から帰
かえ

ってきて、こど
もたちにあ いさ
つをし、 エレン
はどこかとあたり
を見

み ま わ

回しました。
「 エ レン はどこ
だ い？」 お 父

とう

さ
んはたずねます。
そして、 エレン
を見

み

つけました。

やせほそった小
ちい

さな女
おんな

の子
こ

、顔
かお

かたちの
変
か

わってしまったこの女
おんな

の子
こ

が、本
ほんとう

当に娘
むすめ

のエレンなのでしょうか？お父
とう

さんは、ど
んなにエレンをかわいそうに思

おも

ったことで
しょう！

顔
かお

や姿
すがた

によって、人
にんげん

間のあつかわれか
たが大

おお

きく変
か

わってくることに、エレンは
すぐ気

き

づきました。多
おお

くの友
ゆうじん

人は彼
かのじょ

女に
同
どうじょう

情し、親
しんせつ

切にしたり、手
て つ だ

伝ってくれたり
しました。しかし、ある友

ゆうじん

人たちは、以
い ぜ ん

前
と同

おな

じようにエレンを好
す

きにはなれません
でした。「もうエレンは、かわいくないん
だもの。」そう彼

かれ

らは言
い

いました。当
とうぜん

然、
エレンはひとりぼっちだと感

かん

じていました。
明
あか

るくふるまっていても、心
こころ

の中
なか

はひどく
傷
きず

ついていました。

エレンが楽
たの

しみにしていたことのひとつ
は、学

がっこう

校にもどることでした。もう待
ま

ちき
れないぐらいでした。しかし、やっとその

お話
はな

しひろば 

イエス様
さ ま

に心
こころ

をささげるエレン
「少女エレン」より　エイミー・シェラード編

Little Folk Visuals



32

時
とき

がきたというのに、こんなにがっかりさ
せられるなんて！本

ほん

を読
よ

むとめまいがして
気
き ぶ ん

分が悪
わる

くなりました。字
じ

を書
か

こうとする
と、手

て

がふるえて書
か

けません。エレンの
先
せんせい

生たちもがっかりしましたが、彼
かのじょ

女には、
まだ学

がっこう

校に来
く

るほどの十
じゅうぶん

分な体
たいりょく

力がつい
てないからだよ、というしかありませんで
した。エレンは何

な ん ど

度もなんども学
がっこう

校へ行
い

こ
うとしましたが、あれほど望

のぞ

んでいた学
まな

び
やにもどることはありませんでした。

そんなある日
ひ

、エレンが 12 歳
さい

のとき、
ウィリアム・ミラーという説

せっきょうしゃ

教者がエレン
の住

す

んでいるポートランドへやってきまし
た。エレンは何

なんにん

人かの友
ゆうじん

人といっしょに、
彼
かれ

の説
せっきょう

教をききに出
で

かけました。ミラー
先
せんせい

生はイエス様
さま

の愛
あい

と、イエス様
さま

がもうす
ぐもどって来

こ

られる話
はなし

をしました。

「イエス様
さま

がわたしのすべてを知
し

ってお
られるなんて、うれしいわ」とエレンは
言
い

いました。「わたしはかわいくないし、
学
がっこう

校にも行
い

けないのに、それでもイエス
様
さま

がわたしを愛
あい

して下
くだ

さるなんて、本
ほんとう

当に
うれしい！」

ミラー先
せんせい

生は、イエス様
さま

が来
こ

られる前
まえ

に
起
お

こるだろうと聖
せいしょ

書に書
か

かれているしるし
のうちの多

おお

くは、もうすでに起
お

こっている、
と言

い

いました。ですから彼
かれ

は、イエス様
さま

が来
こ

られるのは、もう間
ま ぢ か

近であると考
かんが

えた
のです。ひじょうに注

ちゅういぶか

意深く聖
せいしょ

書を勉
べんきょう

強し
た後

あと

、彼
かれ

はついに、イエス様
さま

が来
こ

られる
のは 1844 年

ねん

10 月
がつ

である、と結
けつろん

論をだし
ました。アメリカのいたる所

ところ

で、また世
せ か い

界
のあちらこちらでも同

おな

じように、伝
でんどうしゃ

道者た
ちが人

ひとびと

々に準
じゅんび

備をするように宣
の

べ伝
つた

えまし

た。わくわくどきどきしますね！

彼
かのじょ

女がバプテスマを受
う

けて教
きょうかいいん

会員と
なった日

ひ

は、エレンにとって本
ほんとう

当にうれし
い一

いち

日
にち

でした。彼
かのじょ

女の心
こころ

は幸
こうふく

福で満
み

たさ
れ、他

た

の人
ひと

にもイエス様
さま

の愛
あい

を伝
つた

えたい
と思

おも

いました。

エレンと姉
し ま い

妹たちは伝
でんどう

道のための本
ほん

や
文
ぶんしょ

書をあげたいと思
おも

いましたが、お金
かね

が
かかりますし、そのお金

かね

がありません。
自
じ ぶ ん

分たちにできることは何
なに

かしら？と彼
かのじょ

女
たちは考

かんが

えました。

（つづく）

神
しんでん

殿の建
けんせつ

設
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日
に ち よ う び

曜日

ダビデは 40 年
ねん

もの間
あいだ

、王
おうさま

様でした。
羊
ひつじ

の番
ばん

をしていた時
とき

にサムエル
に召

め
され、油

あぶら
を注

そそ
がれた日

ひ
から、実

じつ
にい

ろいろな事
こと

がありました。巨
きょじん

人ゴリアテの
こと、ヨナタンのこと、サウルのこと、他

ほか

にも神
かみさま

様がなんども自
じぶん

分を守
まも

りやしなっ
て下

くだ
さる約

やくそく
束をはたしてくださったことを、

ダビデは時
ときどきおも

々思い出
だ

したことでしょう。そ
して、今

いま
はもう年

と し お
老いていました。

神
かみさま

様は、ソロモンが次
つぎ

の王
おう

になるべき
だとおっしゃいました。し
かし、ダビデの４番

ば ん め

目の
息
む す こ

子アドニヤは、ソロモン
より年

としうえ

上で、次
つぎ

に王
お う い

位につ
くべきなのは自

じ ぶ ん

分だと思
おも

っ
ていました。列

れつおうきじょう

王記上 1:5-

6。

アドニヤが、まるで自
じ ぶ ん

分
が 王

おう

になったかのように
宴
えんかい

会をもうけているのを
知
し

って、預
よ げ ん し ゃ

言者ナタンは急
いそ

いでダビデに知
し

らせました。24-27 節
せつ

。

あらためてダビデは、自
じ ぶ ん

分が息
む す こ

子をき
ちんと厳

きび

しくしつけてこなかったことを思
おも

い知
し

らされました。アドニヤは、神
かみさま

様のご
計
けいかく

画に反
はんこう

抗しているのです。

ダビデはザドクとナタンに、ただちにソ
ロモンに油

あぶら

をそそぎ、彼
かれ

こそが王
おう

である
ことを公

こうひょう

表しなくてはならないと言
い

いまし
た。ふたりはすぐに、言

い

われたとおりの
ことを実

じっこう

行しました。その後
あと

、ダビデとソ
ロモンに忠

ちゅうじつ

実な人
ひと

たちは何
なに

をしましたか？
39-40 節

せつ

。

何
なに

が起
お

きているかを知
し

らされたアドニヤは、宴
えんかい

会
どころではなくなりました。
宴
えんかい

会は中
ちゅうし

止となり、人
ひとびと

々は
急
いそ

いで家
いえ

へ帰
かえ

りました。49

節
せつ

。

しばらくたって、アドニヤ
は命

いのち

を失
うしな

いました。神
かみさま

様が
言
い

われたとおり、ダビデの
４人

にん

の息
む す こ

子が死
し

んでしまっ

神
しんでん

殿の建
けんせつ

設

第
だい

5 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「すべてのものはあなたから出
で

ます。われわれはあなたから受
う

けて、あなたにささげたのです。」―歴
れきだいしじょう

代志上 29:14」。

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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たのでした。

考
かんが

えてみよう：服
ふくじゅう

従と不
ふふくじゅう

服従。最
さ い ご

後に
幸
こうふく

福をもたらすのは、どちらでしょうか？あ
なたはどちらを身

み

につけようとしています
か？

月
げ つ よ う び

曜日

契
け い

約
やく

の箱
はこ

をおさめ、人
ひとびと

々が礼
れいはい

拝を
ささげるための美

うつく
しい神

しんでん
殿をたて

たいと、ダビデは強
つよ

くのぞんでいました。
ところが、神

かみさま
様はナタンをとおして、だめ

だといわれました。神
しんでん

殿の建
けんせつ

設は、息
むすこ

子
のソロモンが実

じっこう
行することになっていたの

です。

ダビデが神
しんでん

殿を建
た

てることはかないま
せんでしたが、神

かみさま

様の助
たす

けを得
え

て、彼
かれ

が神
しんでん

殿の設
せ っ け い ず

計図をすべてつくりました。
歴
れきだいしじょう

代志上 28:19。

またダビデは、ソロモンが必
ひつよう

要としそう
な材

ざいりょう

料や道
ど う ぐ

具をいくつも集
あつ

めておきまし
た。歴

れきだいしじょう

代志上 22:5,14。

今
いま

や、ソロモンが王
おうさま

様になっていまし
た。ダビデは彼

かれ

に神
しんでん

殿の設
せ っ け い ず

計図をわたし、
やるべきことを伝

つた

えました。ダビデはまた、
神
しんでん

殿はソロモン自
じ し ん

身でなく、神
かみさま

様に栄
えいこう

光
を帰

き

すべきものであると念
ねん

をおしました。
歴
れきだいしじょう

代志上 29:1。

自
じ ぶ ん

分がもうじき死
し

んだら、ソロモンは
さぞかし心

こころぼそ

細く感
かん

じるだろうとダビデは思
おも

いました。彼
かれ

はソロモンに、もし神
かみさま

様に
信
しんらい

頼して従
したが

うならば、神
かみさま

様が父
ちちおや

親となって
下
くだ

さるだろうと言
い

って、息
む す こ

子を励
はげ

ましまし
た。歴

れきだいしじょう

代志上 28:6-7。

すばらしい約
やくそく

束ではありませんか！ただ
し、その約

やくそく

束がはたされなくなる場
ば あ い

合もあ
りました。もし彼

かれ

が神
かみさま

様に従
したが

わずに、サタ
ンに従

したが

うことを選
えら

んだ場
ば あ い

合です。9 節
せつ

。

神
しんでん

殿の設
せ っ け い ず

計図に目
め

をとおしたソロモン
は、父

ちち

の死
し ご

後に自
じ ぶ ん

分が負
お

うべき責
せきにん

任の大
おお

きさを考
かんが

えて、はたして自
じ ぶ ん

分はよい王
おうさま

様に
なれるだろうかと、不

ふ あ ん

安になったことでしょ
う。父

ちちおや

親は、神
かみさま

様に信
しんらい

頼しているかぎり、
何
なに

も恐
おそ

れることはないからといって、彼
かれ

を
励
はげ

ましました。20 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：心
こころ

から喜
よろこ

んでしたがうこと
を選

えら

ぶとき、あなたはすでに、神
かみさま

様のた
めの大

だい じ

事なことを学
まな

んでいるのです。その
ことを知

し

っていましたか？

火
か よ う び

曜日

ダビデは一
いっしょう

生のあいだに、何
なに

か 過
あやま

ちをおかしたことがありました
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か？実
じつ

は、なんどもありまし
た。彼

かれ
も、わたしたちと同

おな
じ

人
にんげん

間でしたから。あやまちを
おかし、とても残

ざんねん
念な選

えら
び

をしたこともありました。ダ
ビデのいくつものまちがった
選
えら

びの結
け っ か

果、さまざまな 災
わざわ

いが起
お

こるのを止
と

めるのは
最
さいぜん

善でないことを神
かみさま

様はご
存
ぞんじ

知でしたが、決
けっ

してダビデを放
ほう

ってはお
かれませんでした。神

かみさま
様はダビデについて、

「彼
かれ

はわたしの心
こころ

にかなった人
ひと

で」あると
さえ言

い
われたのでした。使

しとぎょうでん
徒行伝 13:22。

神
かみさま

様はなぜ、そのように言
い

われたので
しょうか。決

けっ

して、ダビデが完
かん

ぺきな人
にんげん

間
だったからではありません。完

かん

ぺきではあ
りませんでしたが、自

じ ぶ ん

分がまちがったこと
をしたとわかった時

とき

にはいつも、悪
わる

かった
と心

こころ

から反
はんせい

省しました。それに、決
けっ

して言
い

い訳
わけ

をしませんでした。彼
かれ

はいつも神
かみさま

様
に、また他

た

の人
ひとびと

々に対
たい

しても、自
じ ぶ ん

分のした
ことがまちがいだったと告

こくはく

白したのです。
そしてそのたびに、どうかゆるしてくださ
いと、神

かみさま

様にお願
ねが

いしたのでした。

神
かみさま

様は、罪
つみ

の悪
わる

い結
け っ か

果を見
み

たがってい
るのでしょうか？もちろん、そんなことはあ
りません。エレミヤ 29:11。

神
かみさま

様が十
じっかい

戒というすばらしい律
りっぽう

法をわ
たしたちに下

くだ

さったのは、邪
じゃあく

悪なサタンの
影
えいきょう

響から守
まも

られ、安
あんぜん

全で幸
こうふく

福なくらしをし
てほしいと願

ねが

っておられるからです。サタ
ンはわたしたちをだまして、神

かみさま

様に従
したが

わ
せないようにします。したがわない結

け っ か

果、
最
さ い ご

後には不
ふ こ う

幸になってしまうのを、神
かみさま

様

は知
し

っておられるのです。
不
ふ こ う

幸な結
け っ か

果が起
お

こるのをあ
えて見

み ま も

守るほうが最
さいぜん

善であ
ることをご存

ぞ ん じ

知の神
かみさま

様に対
たい

して、ダビデは不
ふ ま ん

満をもらし
ましたか？いいえ、ダビデは
文
も ん く

句を言
い

いませんでした。

神
かみさま

様は、どんなときでも
喜
よろこ

んでゆるしてくださいます。
そして、わたしたちが神

かみさま

様を信
しんらい

頼するよう
願
ねが

っておられます。罪
つみ

の結
け っ か

果が起
お

こるのを
あえて神

かみさま

様がゆるされる時
とき

でも、信
しんらい

頼する
のです。神

かみさま

様は私
わたし

たちや他
た

の人
ひと

たちにとっ
て、最

もっと

もよいものが何
なに

かを知
し

っておられま
す。

考
かんが

えてみよう：わたしたちが過
あやま

ちをおか
したり、まちがった選

えら

びをしたりするとき、
また、そうしないように努

どりょく

力するのをやめ
させようとサタンが誘

ゆうわく

惑するときには、ダ
ビデのことを思

おも

い出
だ

してください。時
とき

には、
罪
つみ

の結
けっ か

果をかりとるほうがよいのはなぜで
すか？

水
す い よ う び

曜日

ダビデは 40 年
ねんかん

間、 王
おう

としておさ
め、そして亡

な
くなりました。ソロ

モンが王
おう

となるために必
ひつよう

要なものはすべ
て残

のこ
しましたが、それでも特

とくべつ
別な助

たす
け手

て

が必
ひつよう

要なのをソロモンは知
し

っていました。
神
かみさま

様も、ソロモンを助
たす

けたかったのです。
そのことを、ソロモンはどのようにして知

し
り

ましたか？歴
れきだいしげ

代志下 1:7。

もし神
かみさま

様が、あなたに同
おな

じ質
しつもん

問をしたな
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ら、何
なに

と答
こた

えますか？ソロ
モンの答

こた

えを読
よ

む前
まえ

に、
あなたがいちばんほしい
ものを言

い

ってみてくださ
い。

それから、ソロモンが
何
なに

を求
もと

めたかを読
よ

んでみ
ましょう。8-10 節

せつ

。

あなたの答
こた

えは、ソロ
モンの答

こた

えと似
に

ていまし
たか？彼

かれ

の答
こた

えはすばらしかったと思
おも

い
ますか？神

かみさま

様はどう思
おも

われたでしょうか？
11-12 節

せつ

。

神
かみさま

様は、ソロモンに知
ち え

恵を与
あた

えると
約
やくそく

束なさいましたか？列
れつおうきじょう

王記上 4:30,32-

34。

富
とみ

を与
あた

えることも約
やくそく

束なさいましたか？
歴
れきだいしげ

代志下 1:15。

考
かんが

えてみよう：多
おお

くの人
ひと

が欲
ほ

しがるもの
は何

なに

でしょうか？いくつかあげてみてくださ
い。どれだけたくさんのお金

かね

をもっていた
としても、人

ひと

は、欲
ほ

しい物
もの

すべてを手
て

に入
い

れて、幸
こうふく

福になることはできないのを知
し

っ
ていますか？たくさんの物

もの

があれば、人
ひと

は
幸
こうふく

福になれるのでしょうか？いいえ、そう
ではありません。人

ひと

は、ほしい物
もの

を手
て

に
入
い

れるたびに、これで自
じぶ ん

分は幸
しあわ

せになれ
ると思

おも

うのですが、実
じっさい

際はそれほど幸
しあわ

せで
はないことが分

わ

かって、さらに多
おお

くの物
もの

を
手
て

に入
い

れようとするのです。彼
かれ

らは、サタ
ンのうそにだまされていることに気

き

づいて
おらず、この方

ほうほう

法では決
けっ

して幸
しあわ

せになれま
せん。
では、お店

みせ

で本
ほんとう

当の幸
こうふく

福を買
か

うことがで

きないのであれば、どうやっ
てそれを手

て

に入
い

れることが
できるのでしょう？どんな人

ひと

たちが、本
ほんとう

当に幸
しあわ

せな人
ひと

な
のでしょうか？子

こど も

供のころの
イエス様

さま

は幸
しあわ

せでしたか？

木
も く よ う び

曜日

ダビデが年
とし

をとってか
らの時

じ き
期と、ソロ

モンが王
おう

であった間
あいだ

は、敵
てき

が戦
たたか

いをしか
けてくることはありませんでした。ソロモン
にとって、美

うつく
しい神

しんでん
殿をたてるのに絶

ぜっこう
好の

時
とき

でした。わたしたちはこの神
しんでん

殿を「ソロ
モンの神

しんでん
殿」と呼

よ
びますが、実

じっさい
際は「神

かみ

さまの神
しんでん

殿」でしたね？ソロモンではなく、
神
かみさま

様をあがめるための建
たてもの

物でした。

ダビデは亡
な

くなる前
まえ

に、ソロモンが必
ひつよう

要
とするたくさんの物

もの

を、けんめいに集
あつ

めま
した。また、自

じ ぶ ん

分の持
も

っている財産の多く
をソロモンに与

あた

えました。さらにイスラエ
ルの人

ひとびと

々も、義
ぎ む か ん

務感からではなく、心
こころ

か
ら喜

よろこ

んで、自
じ ぶ ん

分たちの財
ざいさん

産をソロモンにさ
さげました。歴

れきだいしじょう

代志上 29:2-3,9,16。

建
たてもの

物が建
た

てられているあいだ、どんな
音
おと

が聞
き

こえていましたか？もしあなたがそ
の場

ば

にいたとしたら、どんな音
おと

を聞
き

いただ
ろうと思

おも

いますか？列
れつおうきじょう

王記上 6:7。

想
そうぞう

像できますか？持
も

ってこられた石
いし

の大
おお

きさも形
かたち

も完
かん

ぺきだったので、ただ組
く

み立
た

てるだけでよかったのです。しずかに、そ
しておごそかに、それぞれの部

ぶ ぶ ん

分が定
さだ

め
られたところに置

お

かれました。働
はたら

き人
びと

たち
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は、神
かみさま

様と天
て ん し

使たちが見
み ま も

守っていることを
実
じっかん

感したことでしょう。

契
けいやく

約の箱
はこ

が長
なが

いあいだ保
ほ か ん

管されてい
た古

ふる

い幕
ま く や

屋は、内
うちがわ

側はとても美
うつく

しかった
のですが、 外

がいかん

観は質
し っ そ

素でした。こんど
の神

しんでん

殿は、まったくちがったものでした。
内
な い ぶ

部だけでなく、外
がいかん

観もおなじように美
うつく

しいものでした。何
なんぜんなんまん

千何万もの人
ひと

たちが、
この仕

し ご と

事にたずさわりました。そして完
かんせい

成
してみると、それはそれは見

み ご と

事な美
うつく

しい
建
たてもの

物でした。

祭
さ い し

司たちは、うやうやしく神
しんせい

聖な器
き ぐ

具を
聖
せいじょ

所へと備
そな

えつけていきます。そして契
けいやく

約
の箱

はこ

を、ダビデが保
ほ か ん

管していた幕
ま く や

屋から
運
はこ

び出
だ

し、すでに至
し せ い じ ょ

聖所に置
お

かれていた
ふたりの背

せ

の高
たか

い、金
きん

でつくられた天
て ん し

使
たちのつばさの下

した

に設
せ っ ち

置しました。金
きん

の
天
て ん し

使たちは、うつむいて箱
はこ

を見
み

おろす形
かたち

になっていて、まるで契
けいやく

約の箱
はこ

を見
み ま も

守って
いるようでした。

考
かんが

えてみよう：わたしたちの礼
れいはい

拝する

場
ばし ょ

所が質
しっ そ

素であっても優
ゆう が

雅であっても、そ
こは神

かみさま

様に栄
えいこう

光を帰
き

するところだというこ
とを、覚

おぼ

えておくべきですか？礼
れいはい

拝する
場
ばし ょ

所を清
せいけつ

潔で感
かん

じのよい場
ばし ょ

所として保
たも

つ
ことは、わたしたちの家

いえ

にそうするよりも
大
たいせつ

切なことですか？あなたはどう思
おも

います
か？

金
き ん よ う び

曜日

神
し ん

殿
でん

を建
た

てるのに、7 年
ねん

もの年
ねんげつ

月
がかかりました。ついに完

かんせい
成し、

神
しんでん

殿を神
かみさま

様におささげする特
とくべつ

別な儀
ぎ し き

式の
準
じゅんび

備もととのいました。

ソロモンは、その儀
ぎ し き

式を 9 月
がつ

に行
おこな

うこと
にしました。その頃

ころ

までに収
しゅうかく

穫が終
お

わる
ので、すべての人

ひと

が参
さ ん か

加できるからです。 
イスラエル人

びと

の他
ほか

には、外
がいこく

国から来
き

た、
りっぱな着

き も の

物を身
み

にまとった特
とくべつ

別な客
きゃくじん

人
もいました。その中

なか

のだれもが、これまで
見
み

たことも聞
き

いたこともないほどの壮
そうだい

大な
奉
ほうのう

納（神
かみさま

様に捧
ささ

げる）の儀
ぎ し き

式でした。

ふだん、古
ふる

い幕
ま く や

屋での仕
し ご と

事は、祭
さ い し

司
のいくつかのグループが月

つき

ごとに交
こうたい

代で
おこなっていましたが、この新

あたら

しい神
しんでん

殿
の奉

ほうのう

納の儀
ぎ し き

式には、祭
さ い し ぜ ん い ん

司全員がきれい
な純

じゅんぱく

白の礼
れいふく

服を着
き

てのぞみました。また
大
だ い さ い し

祭司は、美
うつく

しい特
とくべつ

別の礼
れいふく

服を着
き

ていま
した。

その時
とき

の音
おんがく

楽は、とてもすばらしいも
のでした。120 人

にん

もの祭
さ い し

司がラッパを吹
ふ

きます。その音
おと

に聖
せ い か た い

歌隊が前
まえ

からも後
うし

ろ
からも答

こた

えるように歌
うた

います。あらゆる
種
しゅるい

類の楽
が っ き

器の音
おと

が鳴
な

りひびいています。
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特
とく

に重
じゅうよう

要なのは、これからです。聖
せ い か た い

歌隊
の全

ぜんいん

員が同
おな

じ歌
うた

を共
とも

にうたい、すべての
楽
が っ き

器が聖
せ い か た い

歌隊にあわせてかなでられまし
た。歌

うた

の歌
か し

詞は、どのようなものでしたか？
また彼

かれ

らが歌
うた

ったときに、何
なに

が起
お

こりまし
たか？歴

れきだいしげ
代志下 5:13-14。

そこにいたすべての人
ひと

がどれだけ感
かんどう

動
したか、想

そうぞう

像できますか？神
しんでん

殿の中
なかにわ

庭に
ある特

とくべつ

別な演
えんだん

壇に立
た

って見
み

ていたソロモ
ンは、とても満

まんぞく

足しました。神
かみさま

様も喜
よろこ

んで
おられることがわかったからです。

いよいよ、神
しんでん

殿を神
かみさま

様にささげるため
の、祈

いの

りの時
じ か ん

間がやってきました。ソロモ
ンの前

まえ

には新
あたら

しく美
うつく

しい祭
さいだん

壇があり、すで
に犠

ぎ せ い

牲の供
そな

え物
もの

がおかれ、焼
や

かれる準
じゅんび

備
がととのっています。ソロモンがうやうや
しくひざまずいて、神

かみさま

様をほめたたえ、こ
れからも民

たみ

を祝
しゅくふく

福し守
まも

ってくださいと願
ねが

う
すばらしい祈

いの

りをささげている間
あいだ

、人
ひとびと

々は
しずかに聞

き

き入
い

っていました。祈
いの

りを終
お

え
たときに、何

なに

が起
お

こりましたか？歴
れきだいしげ

代志下

7:1-3。

家
いえ

に帰
かえ

る道
みち

すがら、人
ひとびと

々は、この日
ひ

のこ
とは決

けっ

して忘
わす

れないだろうと思
おも

いました。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様は、この美
うつく

しい神
しんでん

殿
で礼

れいはい

拝されたときのように、わたしたちが
礼
れいはい

拝するところにもとどまりたいと思
おも

うで
しょうか？いつも神

かみさま

様にそう思
おも

っていただく
ために、わたしたちはどんなことができま
すか？

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★列
れつおうきじょう

王記上 1,5-8 章
しょう

★歴
れきだいしじょう

代志上 22,28,29 章
しょう

★歴
れ き だ い し げ

代志下 1-7 章
しょう

★人
じんるい

類のあけぼの 73 章
しょう

★国
くに

と指
しどうしゃ

導者 1,2 章
しょう
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エレンと姉
し ま い

妹たちは、人
ひとびと

々にあげる
ための本

ほん
や印

いんさつぶつ
刷物を買

か
うお金

かね
を

かせぎたいと思
おも

いました。彼
かのじょ

女たちは、こ
れらの本

ほん
や印

いんさつぶつ
刷物で言

い
われている、イエ

ス様
さま

の再
さいりん

臨がもうすぐだというメッセージ
を、他

た
の人

ひと
たちにも知

し
ってほしいのです。

そして、できるだけ多
おお

く
の人

ひとびと
々に、イエス様

さま
に

お会
あ

いする準
じゅんび

備をさせ
たいと思

おも
いました。

ハーモン家
け

のお母
かあ

さ
んは女

おんな

の子
こ

たちに編
あ

み
物
もの

を教
おし

えたので、すで
に彼

かのじょ

女たちは帽
ぼ う し

子をつ
くるお手

て つ だ

伝いもできるよ
うになっていました。

「そうだ、長
なが

い靴
くつした

下を
編
あ

んで売
う

りましょうよ。
そして、帽

ぼ う し

子を編
あ

むお
父
とう

さんのお手
て つ だ

伝いもす
るの。」みんなでそう決

き

めました。そういうわけ
で、彼

かのじょ

女たちはこれら
の仕

し ご と

事にとりかかりました。エレンは体
からだ

が
じょうぶではありませんでしたが、できる
だけがんばって、１日

にち

に 25 セントをかせ
ぐことができました。たいしたお金

かね

ではな
いように思

おも

えますよね？でも当
と う じ

時、これは
かなりの金

きんがく

額で、エレンたちは無
むりょう

料でくば

る本
ほん

や印
いんさつぶつ

刷物を買
か

うことができたのです。

ある伝
でんどうしゃ

道者は、「僕
ぼく

は、神
かみさま

様がエレン
を何

なに

か大
おお

きな働
はたら

きのために準
じゅんび

備をさせよ
うとしているのだと思

おも

う」と言
い

いましたが、
そのとおりでした。イエス様

さま

はエレンに、
彼
かのじょ

女のためのひじょう
に大

たいせつ

切な働
はたら

きを用
よ う い

意し
ておられました。将

しょうらい

来、
彼
かのじょ

女はイエス様
さま

のため
の預

よ げ ん し ゃ

言者となるのでし
た。

預
よ げ ん し ゃ

言者とは、神
かみさま

様の
民
たみ

への重
じゅうよう

要なメッセー
ジを、まぼろしや夢

ゆめ

を
とおして与

あた

えられる人
ひと

です。エレンがまだ 15
歳
さい

のときに、イエス様
さま

から与
あた

えられた夢
ゆめ

のひ
とつを、ここに紹

しょうかい

介しま
しょう。

夢
ゆめ

のなかで、エレン
は悲

かな

しんでいました。「ど
うしたらイエス様

さま

に会
あ

えるのかしら？」彼
かのじょ

女は考
かんが

えました。「イ
エス様

さま

がわたしたちのいる地
ちじょう

上にいて下
くだ

さったなら、会
あ

いに行
い

って、わたしの悩
なや

み
すべてを打

う

ちあけられるのに。イエス様
さま

ならわたしをきっと助
たす

けてくださるはずだ
わ。」

お話
はな

しひろば 

天
て ん ご く

国の夢
ゆめ

「少女エレン」より　エイミー・シェラード編
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それから、夢
ゆめ

でドアが開
ひら

かれているの
が見

み

え、ひとりの天
て ん し

使が部
へ や

屋に入
はい

ってきま
した。「あなたはイエス様

さま

にお会
あ

いしたい
のですね？」と彼

かれ

はたずねます。「イエス
様
さま

はここにおられます。あなたが願
ねが

いさえ
すれば、彼

かれ

を見
み

ることができるのです。さ
あ、荷

に も つ

物をもってわたしについてきなさ
い。」

エレンはすばやく自
じ ぶ ん

分の荷
に も つ

物をひろい
あげ、天

て ん し

使についていきました。まもなく、
ふたりは急

きゅう

な階
かいだん

段につきあたりました。登
のぼ

り始
はじ

めると、天
て ん し

使がこう言
い

いました。「上
うえ

だけを見
み

ていなさい。他
ほか

にもこの階
かいだん

段を
登
のぼ

った人
ひと

たちがいたのですが、そのうち
何
なんにん

人かは下
した

を見
み

たために、めまいをおこ
し、落

お

ちてしまったのです。」

エレンは天
て ん し

使に言
い

われたとおり、上
うえ

を
見
み

つづけました。最
さ い ご

後の段
だん

まできたとき
に、ふたたび天

て ん し

使が話
はな

しかけました。「あ
なたの荷

に も つ

物をぜんぶここにおいて行
い

きな
さい。」彼

かれ

はそう言
い

いました。

エレンは持
も

ち物
もの

をおきました。すると
天
て ん し

使は、階
かいだん

段の頂
ちょうじょう

上にあるドアをあけて、
そこをとおりぬけるよう、エレンに言

い

いま
した。その瞬

しゅんかん

間、彼
かのじょ

女はイエス様
さま

の目
め

の
前
まえ

に立
た

っていました。イエス様
さま

のお顔
かお

は、
これまでに見

み

たものよりもずっと美
うつく

しいお
顔
かお

でした。その優
やさ

しいひとみは愛
あい

に満
み

ち
ていて、その手

て

をエレンの頭
あたま

において、
やさしくほほえみました。「こわがらないで
いいんだよ」とイエス様

さま

はおっしゃいまし
た。

イエス様
さま

の声
こえ

をきいてエレンはうれしく
なり、その前

まえ

にひざまずきました。彼
かのじょ

女

が立
た

ちあがるときにもまだ、イエス様
さま

は見
み

つめてほほえんでおられました。それか
ら、天

て ん し

使がドアをあけるときに言
い

いました。
「さあ、もう荷

に も つ

物をもっていってもいいで
すよ。」

エレンが目
め

を覚
さ

ましたとき、こんなに美
うつく

しい夢
ゆめ

を見
み

せてくださった神
かみさま

様に感
かんしゃ

謝しま
した。また、イエス様

さま

がいつも自
じ ぶ ん

分にほ
ほえんでいてくださるように、とお祈

いの

りしま
した。

（つづく）
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日
に ち よ う び

曜日

どうやら、すべての人
ひと

がソロモンの
知
ち え

恵のことを知
し

っているようです。
列
れつおうきじょう

王記上 4:34。

いちど、ふたりの女
おんな

がある大
おお

きな問
もんだい

題
をかかえてソロモンのところへやってきた
とき、彼

かれ

は変
か

わった方
ほうほう

法
でその知

ち え

恵をあらわしまし
た。

この女
おんな

たちは同
おな

じ家
いえ

に
住
す

んでいました。ふたりと
も赤

あか

ちゃんがいて、赤
あか

ちゃ
んはそれぞれの母

ははおや

親とベッ
ドで寝

ね

ていました。ところ
がある晩

ばん

、 母
ははおや

親のひとり
が寝

ね が え

返りをうったとき、気
き

づかずに自
じ ぶ ん

分の赤
あか

ちゃん
の上

うえ

に転
ころ

がってのってしま

い、小
ちい

さな赤
あか

ちゃんを窒
ちっそく

息させて死
し

なせ
てしまったのでした。

とうぜん、赤
あか

ちゃんの母
ははおや

親は大
たいへん

変なこと
になったと思

おも

ったにちがいありません。し
かし、すぐに恐

おそ

ろしい、いじわるな考
かんが

え
が浮

う

かんだのです。もし、音
おと

をたてないよ
うに起

お

きて、もうひとりの母
ははおや

親の赤
あか

ちゃん
と自

じ ぶ ん

分の赤
あか

ちゃんをすりかえられるなら、
自
じ ぶ ん

分の死
し

んだ赤
あか

ちゃんはもうひとりの母
ははおや

親
のものになり、相

あ い て

手の
生
い

きている赤
あか

ちゃんは
自
じ ぶ ん

分のものになるだろ
う。そう考

かんが

えて、彼
かのじょ

女
はそれを実

じっこう

行したので
す。

翌
よくあさ

朝、目
め

をさました
もうひとりの母

ははおや

親は、
大
おお

きなショックを受
う

け
ました。はじめは泣

な

い
たことでしょう。しか
し、よくよく見

み

てみる
と、死

し

んでいる赤
あか

ちゃ

賢
けんじゃ

者から愚
おろ

か者
もの

へ
おろおろ

第
だい

6 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「神
かみ

は、その心
こころ

にかなう人
ひと

に、

知
ち え

恵と知
ち し き

識と喜
よろこ

びとをくださる。」

ー伝
でんどう

道の書
しょ

2:26

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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んは自
じ ぶ ん

分のこどもではないとわかったので
す。死

し

んだ赤
あか

ちゃんの本
ほんとう

当の母
ははおや

親をみる
と、なんと、生

い

きている自
じ ぶ ん

分の赤
あか

ちゃんを
抱
だ

いているではありませんか。あたかも生
い

きている赤
あか

ちゃんは自
じ ぶ ん

分のものであるかの
ようにふるまい、しかも、もうひとりの赤

あか

ちゃんが死
し

んでしまってかわいそうに、と
いうそぶりまでしたのかもしれません。

すぐにけんかになり、叫
さけ

び声
こえ

も聞
き

こえた
ことでしょう。ほかの人

ひと

たちには、どちら
が本

ほんとう

当のことを言
い

っているのか、まったく
分
わ

かりませんでした。真
しんじつ

実を知
し

る方
ほうほう

法は
ないのでしょうか？決

けっちゃく

着をつけるために、
女
おんな

たちはソロモンのところへ行
い

くことにし
ました。王

おうさま

様はふたりの話
はなし

をきいて、話
はな

し
ているふたりの様

よ う す

子を注
ちゅういぶか

意深く見
み

ました。
どちらも、生

い

きているのは自
じ ぶ ん

分の赤
あか

ちゃん
だと言

い

い張
は

るのです。列
れつおうきじょう

王記上 3:17-22。

しばらく彼
かのじょ

女たちが言
い

い争
あらそ

った後
あと

、ソロ
モンは何

なん

と言
い

いましたか？23-25 節
せつ

。

彼
かれ

は、本
ほんとう

当にそんなことをするつもりな
のでしょうか？にせの母

ははおや

親は、「かまいま
せんよ。どうぞ、そうしてください」と言

い

いました。ところが、本
ほんもの

物の母
ははおや

親はなんと
言
い

いましたか？26 節
せつ

。

ソロモンはただちに、どのような判
はんけつ

決を
下
くだ

しましたか？そして、その判
はんけつ

決を聞
き

いた
人
ひとびと

々は、どう思
おも

いましたか？26 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様の十
じっかい

戒にしたがうこ
とを選

えら

んで、サタンに耳
みみ

をかさないこと
が、本

ほんとう

当の知
ち え

恵であることを、あなたは
知
し

っていましたか？ヨブ記
き

28:28と詩
し へ ん

編
119:99,100を読

よ

んでみましょう。

月
げ つ よ う び

曜日

あるとき、シバと呼
よ

ばれる国
くに

の女
じょおう

王
が、ソロモンをおとずれることに

しました。彼
かのじょ

女は、これまで耳
みみ

にしたソロ
モンについてのすてきな話

はなし
がすべて本

ほんとう
当か

どうか、確
たし

かめたいと思
おも

ったのです。ソロ
モンという人

ひと
は、本

ほんとう
当にそれほど裕

ゆうふく
福で

かしこいのだろうか？彼
かれ

が建
た

てた神
しんでん

殿は、
本
ほんとう

当に目
め

を見
み は

張るほど美
うつく

しいのだろうか？
またソロモンは、彼

かのじょ
女がたずねたいと思

おも
っ

ている質
しつもん

問に、すべて答
こた

えることができる
のでしょうか？歴

れきだいしげ
代志下 9:1。

シバの女
じょおう

王が到
とうちゃく

着したときのことは、見
み

ていたすべての人
ひと

の心
こころ

に強
つよ

く残
のこ

ったことで
しょう。たくさんのらくだが、金

きん

や宝
ほうせき

石や
高
こ う か

価な香
こうりょう

料などの贈
おく

り物
もの

を運
はこ

んできたか
らです。

女
じょおう

王が見
み

たいと望
のぞ

むものはすべて見
み

せ
てあげよう、また彼

かのじょ

女が知
し

りたいことは
なんでも説

せつめい

明してあげようと、ソロモンは
親
しんせつ

切に時
じ か ん

間をさいてあげました。いろん
なことについて、どんなにむずかしい質

しつもん

問
をしても、一

ひと

つひとつていねいに答
こた

えたの
でした。2 節

せつ

。

ソロモンは何
なに

よりも、神
かみさま

様について多
おお

く語
かた

りました。自
じ ま ん

慢することなく、自
じ ぶ ん

分の
知
ち え

恵とすべてのものは神
かみさま

様から与
あた

えられ
たのだと話

はな

しました。心
こころ

からそう思
おも

ってい
て、彼

かれ

が本
ほんとう

当にいばらない人
ひと

であること
が、女

じょおう

王にはわかりました。

いよいよ帰
かえ

る時
とき

になって、ソロモンは、
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女
じょおう

王が自
じ ぶ ん

分の国
くに

にもって帰
かえ

りたいと思
おも

う物
もの

があれば、何
なん

でも差
さ

し上
あ

げますと申
もう

し出
で

ま
した。そのときに女

じょおう

王が何
なに

を求
もと

めたかは
わかりませんが、神

かみさま

様がご自
じ ぶ ん

分の民
たみ

にな
さったことを彼

かのじょ

女がほめたたえたことは、
わたしたちにもわかりますね。8 節

せつ

。

シバに帰
かえ

ったあとも、女
じょおう

王は、新
あたら

しい
友
ゆうじん

人のソロモンと、イスラエルで学
まな

んだす
てきな神

かみさま

様のことを、決
けっ

して忘
わす

れなかった
はずです。ソロモンは、りっぱな伝

でんどうしゃ

道者で
もありました。この訪

ほうもん

問は、彼
かのじょ

女が期
き た い

待し
ていたよりもはるかにすばらしいものでし
た。5,6 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：お金
かね も

持ちで地
ち い

位も高
たか

い人
ひと

は、高
こうまん

慢と謙
けんそん

遜〔へりくだること〕のどち
らになりやすいですか？シバの女

じょおう

王が来
き

た
ときのソロモンは、そのどちらでしたか？
あなたは大

おお

きくなったら、高
こうまん

慢になりたい
ですか、それとも謙

けんそん

遜になりたいですか？

火
か よ う び

曜日

お金
か ね も

持ちであることと、偉
えら

い人
ひと

であ
ることは、何

なに
か危

き け ん
険だと思

おも
いま

すか？しかも、そのような人
ひと

が、とてもか
しこい場

ば あ い
合はどうでしょう。ソロモンはと

ても裕
ゆうふく

福で身
み ぶ ん

分が高
たか

く、しかもかしこい
人
ひと

でしたか？はい、彼
かれ

はまさにそのような
人
じんぶつ

物でした。しかしそのために、サタンは
ソロモンを簡

かんたん
単に誘

ゆうわく
惑できることを知

し
って

いました。

長
なが

いあいだ、ソロモンは謙
けんそん

遜な王
おうさま

様で
した。彼

かれ

は、自
じ ぶ ん

分がこんなによい王
おう

でい
られるのは、ただただ、毎

まいにちかみさま

日神様が彼
かれ

を

祝
しゅくふく

福し、助
たす

けて下
くだ

さるからであることを覚
おぼ

えていました。ところが、サタンは少
すこ

しず
つ、神

かみさま

様にではなく自
じ ぶ ん じ し ん

分自身にたよるよう
にソロモンを誘

ゆうわく

惑しました。そして少
すこ

しず
つですが、彼

かれ

は神
かみさま

様の十
じっかい

戒にそむくよう
になりはじめたのです。ソロモンは、自

じ ぶ ん

分
よりもサタンがかしこいことを、忘

わす

れてし
まったのでしょう。

7 年
ねん

かけて神
しんでん

殿を建
た

てたのち、ソロモ
ンは自

じ ぶ ん

分の宮
きゅうでん

殿を建
た

てました。それはそ
れは美

うつく

しい宮
きゅうでん

殿で、完
かんせい

成するまで 13 年
ねん

もかかりました。もう欲
ほ

しいものはすべて
手
て

に入
い

れました。そしてそこから、ソロモ
ンは高

こうまん

慢になっていったのかもしれませ
んね。列

れつおうきじょう

王記上 10:26,28。

他
た

の国
くにぐに

々の王
おうさま

様たちにはたくさんの妻
つま

がいたので、ソロモンもそれをまねしは
じめました。彼

かれ

の妻
つま

たちの多
おお

くは、異
いきょう

教
の王

おうさま

様や外
がいこく

国の偉
えら

い人
ひと

の娘
むすめ

たちでした。
ソロモンは、妻

つま

たちが真
しん

の神
かみさま

様を信
しん

じて
礼
れいはい

拝するようになって、さらには彼
かのじょ

女たち
の国

くにぐに

々にまで、イスラエルにならって真
しん

の
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神
かみさま

様にしたがうよう影
えいきょう

響を与
あた

えることがで
きると考

かんが

えたのでした。彼
かれ

は神
かみさま

様ではなく、
自
じ ぶ ん じ し ん

分自身の知
ち え

恵にたよったのです。まもな
く、彼

かれ

は妻
つま

たちを喜
よろこ

ばせようと、偶
ぐうぞう

像の
神
かみがみ

々を拝
おが

むことができるような礼
れいはいじょ

拝所をい
くつも建

た

てました。そればかりか、みにく
い偶

ぐうぞう

像と、異
いきょう

教の神
かみがみ

々を拝
おが

むための神
しんでん

殿
を、神

かみさま

様の美
うつく

しい神
しんでん

殿の真
ま む

向かいに建
た

て
てしまったのでした。そこは、だれもが見

み

ることのできる場
ば し ょ

所でした。なんと悲
かな

しむ
べきことでしょう！列

れつおうきじょう

王記上 11:4-8。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様に信
しんらい

頼して従
したが

うこと
を選

えら

んでいないのに、サタンから安
あんぜん

全に
守
まも

られることがありえますか？いいえ、そ
れは無

む り

理です。サタンは、わたしたちの
誰
だれ

よりもかしこくて、強
つよ

いのですから。

水
す い よ う び

曜日

聖
せ い

書
しょ

は、2 種
しゅるい

類の知
ち え

恵があることを
わたしたちに教

おし
えています。ひと

つは神
かみさま

様から来
く

る知
ち え

恵、そしてもうひとつ
はサタンから来

く
る知

ち え
恵で

す。ソロモンがイスラエル
の王

おう
となってのち、長

なが
いあ

いだ選
えら

んでいたのはどちら
の知

ち え
恵でしたか？ところが、

彼
かれ

は少
すこ

しずつ自
じ ぶ ん

分の知
ち え

恵
にたよりはじめました。そ
してまもなく、その知

ち え
恵は

別
べつ

の誰
だれ

かから来
く

るようにな
ります。それは誰

だれ
ですか？

ソロモンはもはや、 前
まえ

のようにかしこく、親
しんせつ

切で

謙
けんそん

遜な人
じんぶつ

物ではありませんでした。しかも
今
いま

は、欲
ほ

しいものをすべて手
て

に入
い

れたの
に、ぜんぜん幸

しあわ

せではないのです。彼
かれ

は、
うぬぼれが強

つよ

く自
じ ぶ ん か っ て

分勝手で、しかも冷
つめ

た
い人

ひと

になっていました。

神
かみさま

様はソロモンを愛
あい

しておられました。
彼
かれ

の名
な ま え

前の一
い ち ぶ

部にも、「神
かみ

の愛
あい

」を意
い み

味
する言

こ と ば

葉がありました。神
かみさま

様はなんども、
ソロモンがおそろしい選

えら

びをしていること
をわからせて、助

たす

けようとしました。そし
てついに、ある預

よ げ ん し ゃ

言者にひとつの警
けいこく

告を
あずけて、ソロモンのもとへつかわしまし
た。すると、ソロモンはとつぜん、われ
にかえったのです。彼

かれ

は過
か こ

去をふりかえり、
自
じ ぶ ん

分のおかした数
かずおお

多くのまちがった選
えら

びを
思
おも

いおこして、おそろしくなりました。そ
して、心

こころ

から悪
わる

かったと思
おも

いました。ダビ
デのように、彼

かれ

は言
い

い訳
わけ

をしませんでした。

ソロモンはまた、自
じ ぶ ん

分のあやまちがく
りかえされないように、人

ひとびと

々へむけての
警
けいこく

告の書
しょ

も書
か

きました。幸
こうふく

福を見
み

つける
ために、できることは何

なん

でもしたと書
か

かれ
ていますが、どれもうまく
いかなかったようです。そ
れはまるで、自

じ ぶ ん

分の手
て

で風
かぜ

をつかもうとするようなも
のでした。伝

でんどう

道の書
しょ

2:11。

この書
しょ

のいちばんさいご
に書

か

かれていることを読
よ

ん
でみて下

くだ

さい。伝
でんどう

道の書
しょ

12:1,13,14。

考
かんが

えてみよう：あなたは
神
かみさま

様から知
ち え

恵をいただき
たいと思

おも

いますか？ヤコブ
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3:17は、神
かみさま

様からの知
ち え

恵がどのようなもの
かをわたしたちに語

かた

っています。またヤコ
ブ 3:14-16には、サタンからの知

ち え

恵がどの
ようなものかが書

か

かれています。あなたは、
ソロモンが死

し

ぬ前
まえ

に本
ほんしん

心にたちかえってよ
かったと思

おも

いますか？わたしたちは、ソロ
モンの物

ものがたり

語からどんな教
きょうくん

訓を学
まな

ぶことがで
きますか？

木
も く よ う び

曜日

ソロモンが王
お う い

位についていたのは、
40 年

ねんかん
間でした。そのうちの何

なんねん
年

かは、神
かみさま

様が彼
かれ

にまことの知
ち え

恵を与
あた

え、
おどろくばかりに祝

しゅくふく
福して下

くだ
さいました。

しかしそのあと、彼
かれ

はサタンの知
ち え

恵に耳
みみ

を
かたむけはじめます。

そして、ソロモンが死
し

ぬ前
まえ

に神
かみさま

様の
知
ち え

恵に立
た

ち返
かえ

ったにもかかわらず、忠
ちゅうじつ

実
でなかった期

き か ん

間にしてしまったことの悲
かな

し
い結

け っ か

果がいくつも見
み

られました。自
じ ぶ ん

分たち
の幸

しあわ

せではなく、王
おうさま

様の幸
しあわ

せのために、
毎
まいにち

日つらい仕
し ご と

事をさせられていた多
おお

くの
国
こくみん

民は、不
ふ ま ん

満をつのらせていました。ソ
ロモンは、たくさんの妻

つま

たちのぜいたくな
暮
く

らしを支
ささ

えるために、重
おも

い税
ぜい

を人
ひとびと

々に
支
し は ら

払わせていたのでした。

彼
かれ

の息
む す こ

子が新
あたら

しい王
おう

になる時
とき

がきてい
ました。はたしてその息

む す こ

子は、父
ちち

のソロ
モンのようになるのか、人

ひとびと

々は関
かんしん

心があり
ました。彼

かれ

らは、新
あたら

しい王
おう

に、まちがって
いることを変

か

えてほしかったのです。

次
つぎ

の王
おう

となったソロモンの息
む す こ

子の名
な ま え

前
は何

なん

といいますか？列
れつおうきじょう

王記上 11:43。

ほかの人
ひと

たちと共
とも

にヤラベアムという名
な

の男
おとこ

が、レハベアムと話
はなし

をするためやって
きました。ヤラベアムは、ソロモンに仕

つか

え
ていた有

ゆうりょく

力な指
し ど う し ゃ

導者のひとりでした。ある
日
ひ

、エルサレムを出
で

たとき、彼
かれ

はひとりの
神
かみ

の預
よ げ ん し ゃ

言者と出
で あ

会いました。この預
よ げ ん し ゃ

言者
は新

あたら

しい服
ふく

を着
き

ていましたが、それを脱
ぬ

いで、12 切
き

れに引
ひ

き裂
さ

きました。預
よ げ ん し ゃ

言者
は、ヤラベアムに何

なに

をするように言
い

いまし
たか？列

れつおうきじょう

王記上 11:29-32。

そのことを知
し

ったソロモンは、もうヤラ
ベアムを信

しんよう

用できなくなりました。40 節
せつ

。

しかしソロモンが死
し

ぬと、ヤラベアムは
エジプトから戻

もど

ってきました。そして、人
ひとびと

々
がソロモンの息

む す こ

子を王
お う い

位につけようと集
あつ

まっていたところに、彼
かれ

も出
で む

向きました。

人
ひとびと

々がレハベアムに変
か

えてほしい事
こと

を伝
つた

えると、彼
かれ

は、少
すこ

し考
かんが

えたいので 3
日

か ご

後にもどってくるようにと言
い

いました。
列
れつおうきじょう

王記上 12:5。

考
かんが

えてみよう：わたしたちが何
なに

を選
えら

ぶべ
きかをいちばんよく知

し

っているのは、わた
したちよりもかしこい人

ひと

ですか？それとも、
かしこくない人

ひと

ですか？子
こ

どもは、親
おや

の言
い

うことよりも、他
た

の子
こ

どもの言
い

うことを聞
き

く
べきでしょうか？レハベアムは、人

ひとびと

々にどう
答
こた

えるべきかの決
けつだん

断を助
たす

けてくれる、正
ただ

し
い人

ひと

たちの言
い

う事
こと

に耳
みみ

を傾
かたむ

けましたか？

金
き ん よ う び

曜日

レハベアムは、父
ちち

のソロモンがして
いたような大

たいへん
変な負

ふたん
担を人

ひとびと
々にか

けるべきか、自
じぶん

分より年
としうえ

上でかしこい人
ひと

た
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ちにたずねました。彼
かれ

らはレハベアムに、
もし彼

かれ
が人

ひとびと
々の願

ねが
いどおりに行

こう
い、彼

かれ
ら

に親
しんせつ

切でやさしくするならば、人
ひとびと

々は彼
かれ

を
愛
あい

し彼
かれ

に仕
つか

えるであろうと言
い

いました。と
ころが、レハベアムの年

としわか
若い仲

な か ま
間たちは、

正
せいはんたい

反対のことをしろと言
い

います。だれが
支
しはいしゃ

配者であるかを人
ひとびと

々に知
し

らしめて、ソ
ロモンのときよりもさらに負

ふ た ん
担を増

ふ
やすべ

きだというのです。レハベアムはどちらの
助
じょげん

言を選
えら

びましたか？列
れつおうきじょう

王記上 12:8。

レハベアムの決
けつだん

断は、イスラエルの民
たみ

を怒
おこ

らせました。10 の部
ぶ ぞ く

族が彼
かれ

を王
おう

とし
て受

う

け入
い

れないことを表
ひょうめい

明して、それぞ
れの場

ば し ょ

所にもどりました。レハベアムに仕
つか

えつづけたのは、ユダ族
ぞく

とベニヤミン族
ぞく

だけでした。10 の部
ぶ ぞ く

族はヤラベアムを王
おう

とし、まさに、あの預
よ げ ん し ゃ

言者が新
あたら

しい服
ふく

の
10 切

き

れをわたして言
い

ったとおりのことが
起
お

こったのです。列
れつおうきじょう

王記上 11:30,31。

それから 200 年
ねん

もの間
あいだ

、王
おうこく

国は 2 つに
分
わ

かれていました。仲
な か よ

良くしていたときも
ありましたが、互

たが

いに戦
せんそう

争をすることもあ

りました。もはやイスラエルは、神
かみさま

様が
のぞまれたように、他

た

の国
くにぐに

々に神
かみさま

様を教
おし

える、影
えいきょうりょく

響力のある国
こ っ か

家とはなれませんで
した。

しかし、よい王
おうさま

様やわるい王
おうさま

様があら
われては消

き

え、時
じ だ い

代は過
す

ぎていきました
が、他

た

の人
ひとびと

々のすることに迷
まよ

わされること
なく神

かみさま

様を愛
あい

し、神
かみさま

様に信
しんらい

頼し、したがう
忠
ちゅうじつ

実な人
ひとびと

々が、どの時
じ だ い

代にも必
かなら

ずいまし
た。たいてい、ユダの部

ぶ ぞ く

族には忠
ちゅうじつ

実な人
ひとびと

々
が他

た

の部
ぶ ぞ く

族よりも多
おお

くいましたが、10 の
部
ぶ ぞ く

族の中
なか

にも、そのような人
ひとびと

々はたくさん
いました。神

かみさま

様はひとりひとりをごぞんじ
で、彼

かれ

らを決
けっ

して見
み は な

放しませんでした。

考
かんが

えてみよう：今
いま

でも神
かみさま

様は、忠
ちゅうじつ

実で
いるための選

せんたく

択をしているのは誰
だれ

か、ま
た、していないのは誰

だれ

かを知
し

っておられま
すか？あなたはそのどちらを選

えら

んでいます
か？

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★列
れつおうきじょう

王記上 3-4 章
しょう

, 10-12 章
しょう

; 

歴
れ き だ い し げ

代志下 9 章
しょう

、

★国
くに

と指
しどうしゃ

導者 3-6 章
しょう
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エレンはワクワクして、それはもう、
うれしくてたまりませんでした！

ウィリアム・ミラー氏
し

が、イエス様
さま

がもう
すぐ来

こ
られることを説

せっきょう
教したとき、ネブカ

デネザル王
おう

が夢
ゆめ

で見
み

た像
ぞう

の絵
え

を見
み

せてく
れました。その夢

ゆめ
と、

夢
ゆめ

の意
い み

味については、
聖
せいしょ

書のダニエル書
しょ

2
章
しょう

が語
かた

っています。こ
の像

ぞう
の足

あしいがい
以外の部

ぶ ぶ ん
分

は、 すでに 起
お

こって
滅
めつぼう

亡したいくつかの
王
おうこく

国のことを指
さ

しているというのです。

「さて、わたしたちは今
いま

、鉄
てつ

と粘
ね ん ど

土でで
きたこの足

あし

の時
じ だ い

代にいるというわけです。」
ミラー氏

し

は説
せつめい

明しました。「そして、とて
も重

じゅうよう

要な事
じ け ん

件が夢
ゆめ

のさいごに起
お

こります。
この像

ぞう

の足
あし

に衝
しょうとつ

突した巨
きょだい

大な石
いし

は、イエ
ス様

さま

が来
こ

られることを知
し

らせているので
す。それは、もうすぐにちがいありません。」

もちろん、イエス様
さま

を心
こころ

から愛
あい

していた
人
ひとびと

々は喜
よろこ

びました。

預
よ げ ん

言の別
べつ

の箇
か し ょ

所には、聖
せいじょ

所が「清
きよ

めら
れる」と書

か

かれていました。モーセが建
た

てた聖
せいじょ

所は、何
なんぜんねん

千年も前
まえ

になくなっていま
すし、美

うつく

しい神
しんでん

殿ももちろんありません。
そこで人

ひとびと

々は、この預
よ げ ん

言に出
で

てくる聖
せいじょ

所と
は、わたしたちの住

す

む世
せ か い

界を指
さ

していると

考
かんが

えました。そしてこの預
よ げ ん

言は、この世
せ か い

界
がイエス様

さま

の来
こ

られる時
とき

に火
ひ

で清
きよ

められ
るという意

い み

味なのだ、と考
かんが

えたのです。

イエス様
さま

がもうすぐ来
こ

られることを信
しん

じ
る人

ひとびと

々は、アドベンチ
ストと呼

よ

ばれていまし
た。なぜだかわかり
ますか？「アドベント」
という言

こ と ば

葉は、「キリ
ストが来

こ

られること」
を意

い み

味するからです。
イエス様

さま

が最
さいしょ

初に来
こ

ら れ た の は、2000
年
ねんいじょう

以上も前
まえ

、小
ちい

さな赤
あか

ちゃんとして生
う

まれ
た時

とき

でした。2 度
ど め

目は、彼
かれ

に忠
ちゅうじつ

実な人
ひとびと

々
を天

てんごく

国へ連
つ

れて行
い

くために来
こ

られるときで
す。そういうわけで、イエス様

さま

がもうすぐ
来
こ

られることを信
しん

じる人
ひとびと

々は、アドベンチ
ストと呼

よ

ばれたのです。

あちこちの教
きょうかい

会で、多
おお

くの伝
でんどうしゃ

道者たちが
イエスの再

さいりん

臨について説
せっきょう

教し、いく千
せんまん

万
もの人

ひと

が信
しん

じる決
けっしん

心をしました。しかし、
信
しん

じない伝
でんどうしゃ

道者や信
しんじゃ

者は、それよりも多
おお

く
いました。彼

かれ

らは、教
きょうかいいん

会員でない人
ひとびと

と々いっ
しょになって、イエスの再

さいりん

臨をまちのぞむ
人
ひと

たちをばかにしました。

エレンとその家
か ぞ く

族は、「もうあなたたち
は、教

きょうかいいん

会員ではありません」と牧
ぼ く し

師から
言
い

われて、とても悲
かな

しみました。アドベン

お話
はな

しひろば 

イエスが来
こ

られるのを待
ま

つ
『少女エレン』よりエイミー・シェラード編

Little Folk Visuals



48

チストでいることを選
えら

んだために、教
きょうかい

会か
ら追

お

い出
だ

されたのです。それでも彼
かれ

らは、
自
じ ぶ ん

分たちの信
しん

じていることに忠
ちゅうじつ

実でなけれ
ばならないことを知

し

っていました。

アドベンチストの牧
ぼ く し

師たちは、預
よ げ ん し ゃ

言者
の書

か

いたことを注
ちゅういぶか

意深く研
けんきゅう

究して、イエス
様
さま

の来
こ

られる正
せいかく

確な日
ひ づ け

付も聖
せいしょ

書にはっき
り示

しめ

されている、と考
かんが

えました。そして、
1844 年

ねん

の 10 月
がつ

22 日
にち

に、イエス様
さま

はこ
の世

せ か い

界にもどって来
こ

られると確
かくしん

信したので
す。その日

ひ

、いたるところで、50,000 人
にん

の人
ひとびと

々が、イエス様
さま

が来
こ

られるのを熱
ねっしん

心
に待

ま

っていました。エレンと家
か ぞ く

族も、その
中
なか

にいました。

その木
も く よ う び

曜日の朝
あさ

、ハーモン家
け

の人
ひとびと

々は
早
はや

く起
お

きました。おそらくエレンは、鏡
かがみ

に
うつる自

じ ぶ ん

分の顔
かお

をちらっと見
み

て、髪
かみ

をとか
しながらこう思

おも

ったかもしれません。「新
あたら

しい顔
かお

になるのももうすぐね。これからは
もう、病

びょうき

気になったりつかれたりすること
もないわ。ああ、とうとうイエス様

さま

にお会
あ

いできる！」

人
ひとびと

々は、イエス様
さま

が天
て ん し

使の雲
くも

に囲
かこ

まれ
て、もどって来

こ

られるのを見
み

ようと、空
そら

を
見
み あ

上げました。「もういつ来
き

てもおかしく
ない！」そう人

ひとびと

々は思
おも

いました。

のろのろと時
じ か ん

間がすぎていきます。つ
いにお昼

ひる

になりましたが、イエス様
さま

はまだ
おいでになりません。でも、夜

よる

になるまで
はまだ時

じ か ん

間があります。

（つづく）
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日
に ち よ う び

曜日

イスラエルの民
たみ

がはじめて王
おう

を求
もと

め
たとき、預

よげんしゃ
言者サムエルは、神

かみさま
様

の他
ほか

に王
おう

をたてることは神
かみさま

様のご計
けいかく

画で
はないと、彼

かれ
らに念

ねん
をおしました。神

かみさま
様の

ご計
けいかく

画どおりに行
おこな

うなら、神
かみ

の民
たみ

が人
にんげん

間
や軍

ぐんたい
隊やつまらぬ偶

ぐうぞう
像などにたよらず、力

ちから

ある神
かみさま

様に信
しんらい

頼をおいていることを、すべ
ての国

くにぐに
々が知

し
るようになるでしょう。とこ

ろが今
いま

や、イスラエルにはふたりも王
おう

がい
るのです。しかも、どちらの王

おう
も偶

ぐうぞう
像を

拝
おが

んでいます。これはひどく悲
かな

しむべきこ
とです！

北
きたがわ

側の 10 部
ぶ ぞ く

族の人
ひとびと

々が、ソロモンの
息
む す こ

子が王
おう

となることを拒
こば

んだ後
あと

、ヤラベア
ムが彼

かれ

らの王
おう

となりました。ヤラベアムの
王
おうこく

国は「イスラエル」または「北
きた

の王
おうこく

国」
と呼

よ

ばれました。ソロモンの息
む す こ

子のレハ
ベアムは、エルサレムに住

す

んでいました。
彼
かれ

の王
おうこく

国は、「ユダ」または「南
みなみ

の王
おうこく

国」
と呼

よ

ばれました。

ヤラベアムは王
おうさま

様になってまもなく、

嫉
し っ と

妬〔人
ひと

をうらやみねたむこと〕の心
こころ

に
負
ま

けてしまい、おかしなことを始
はじ

めてしま
いました。彼

かれ

は、何
なに

をすることに決
き

めたの
ですか？列

れつおうきじょう

王記上 12:26-30。

そのころレビびとは、神
かみさま

様に言
い

われたと
おり、ほかの部

ぶ ぞ く

族の中
なか

に入
はい

って暮
く

らして
いましたが、ヤラベアムはレビびとを彼

かれ

の
偶
ぐうぞうれいはい

像礼拝の祭
さ い し

司にしようとしました。彼
かれ

ら
がそれを断

ことわ

ると、ヤラベアムはどうしまし
たか？31 節

せつ

。

アハブとイゼベルと預
よげんしゃ

言者エリヤ
よげんしゃよげんしゃ

第
だい

7 章
しょう

エリヤエリヤエリヤエリヤエリヤエリヤエリヤ
子供のための日々の
聖書研究ガイド

「あなたがたの父
ちち

なる神
かみ

は、求
もと

めない先
さき

から、

あなたがたに必
ひつよう

要なものはご存
ぞん

じなのである。」

－マタイ 6:8

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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それからまもなく、神
かみさま

様に忠
ちゅうじつ

実であるこ
とを選

えら

んだ多
おお

くのレビびとと他
た

の人
ひとびと

々は、
ユダへと移

うつ

り住
す

みました。そこでは、何
なに

の
心
しんぱい

配もなく神
かみさま

様を礼
れいはい

拝することができたか
らです。しかし、ほとんどの人

ひとびと

々は、ヤラ
ベアムの国

くに

にとどまり、ヤラベアムが偶
ぐうぞう

像
を建

た

てた場
ば し ょ

所で偶
ぐうぞう

像を拝
おが

んだのでした。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様はこのことを悲
かな

しま
れたと思

おも

いますか？神
かみさま

様は、10 の部
ぶ ぞ く

族
から人

ひとびと

々を救
すく

うのをあきらめたと思
おも

います
か？そんなことはありません。神

かみさま

様はわた
したちを愛

あい

しておられるのです。そして、
人
ひとびと

々が聖
せいれい

霊を永
と わ

久にしりぞけ、自
じぶん

分たちの
まちがった選

えら

びを正
ただ

すことを拒
こば

まないかぎ
り、神

かみさま

様があきらめることは絶
ぜったい

対にありま
せん。ソロモンのことを覚

おぼ

えていますか？
神
かみさま

様は彼
かれ

のことを見
みはな

放しましたか？

月
げ つ よ う び

曜日

ヤラベアムが死
し

ぬと、北
きた

の王
おうこく

国イス
ラエルの状

じょうたい
態は、なにもかもが

悪
わる

くなる一
いっぽう

方でした。どの王
おう

も前
まえ

と同
おな

じよ
うに悪

わる
いか、さらにひどい王

おう
もいました。

神
かみさま

様を愛
あい

して十
じっかい

戒を守
まも

る人
ひと

など、もうほ
とんどいないようでした。

何
なんにん

人かの悪
わる

い支
し は い し ゃ

配者たちのあとに、ア
ハブがイスラエルの王

おう

となりました。彼
かれ

はどのような人
じんぶつ

物でしたか？列
れつおうきじょう

王記 上

16:30。

アハブは悪
わる

い人
ひと

でしたが、 結
けっこん

婚した
相
あ い て

手もまた悪
わる

い女
おんな

でした。神
かみさま

様を憎
にく

み、
バアルを拝

おが

んでいました。彼
かのじょ

女は、首
し ゅ と

都
のサマリアにバアルの神

しんでん

殿を建
た

てさせまし

た。国
くにじゅう

中のいたるところで、人
ひとびと

々は異
いきょう

教
の偶

ぐうぞう

像を拝
おが

んでいました。まるで、そこに
はもう神

かみさま

様に忠
ちゅうじつ

実な人
ひと

がひとりもいないか
のようでした。

けれども、神
かみさま

様はあきらめておられませ
んでした。神

かみさま

様は、神
かみさま

様のために働
はたら

いて
くれる、ぴったりの人

じんぶつ

物をご存
ぞん

じでした。
その人

ひと

の名
な

はエリヤといい、ヨルダン川
がわ

の東
ひがし

の山
やまやま

々に住
す

む、神
かみさま

様に忠
ちゅうじつ

実な預
よ げ ん し ゃ

言者
のひとりです。エリヤに対

たい

する神
かみさま

様の計
けいかく

画
は、神

かみ

の民
たみ

を「目
め ざ

覚めさせる」ことでした。

信
しんこうぶか

仰深いエリヤは、人
ひとびと

々がますます
偶
ぐうぞうれいはい

像礼拝におちいっていくのを見
み

て、ひ
じょうに悲

かな

しみ、また悩
なや

みました。神
かみさま

様の
警
けいこく

告に注
ちゅうい

意を払
はら

う人
ひと

はだれもいません。
エリヤは、神

かみさま

様がどうにかして人
ひとびと

々の中
なか

か
ら何

なんにん

人かでも救
すく

ってくださるよう、心
こころ

から
願
ねが

いました。

時
とき

がくると、神
かみさま

様はエリヤにご自
じ ぶ ん

分の
計
けいかく

画をお話
はな

しになりました。それは、アハ
ブ王

おう

のところへ行
い

き、神
かみさま

様がこれからしよ
うとすることを彼

かれ

に告
つ

げよ、というもので
した。

エリヤは、この計
けいかく

画がアハブと彼
かれ

の悪
わる

い妻
つま

をはげしく怒
いか

らせ、そのために自
じ ぶ ん

分
は殺

ころ

されるかもしれないと思
おも

いました。で
も、神

かみさま

様に信
しんらい

頼していたので、こわくはあ
りませんでした。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様は今
いま

でも、神
かみさま

様のた
めに勇

ゆうかん

敢でいられる男
おとこ

の人
ひと

や女
おんな

の人
ひと

、男
おとこ

の子
こ

や女
おんな

の子
こ

を必
ひつよう

要としておられますか？
あなたも、神

かみさま

様から必
ひつよう

要とされる人
ひと

になり
たいですか？
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火
か よ う び

曜日

エリヤは、 バアルを
拝
おが

む人
ひとびと

々が、雨
あめ

や
つゆや日

にっこう
光を与

あた
えるのはバ

アルの神
かみ

だと信
しん

じているの
を知

し
っていました。彼

かれ
らは、

天
てん

におられる神
かみさま

様だけが、
自
しぜんかい

然界を動
うご

かす力
ちから

があるこ
とを信

しん
じませんでした。なんと愚

おろ
かな人

ひと

たちでしょう！彼
かれ

らは、太
たいよう

陽や雨
あめ

やつゆを
創
そうぞう

造されたのが神
かみさま

様であることを知
し

らな
かったのです。

そして神
かみさま

様は、アハブの王
おうこく

国のどこにお
いても、雨

あめ

やつゆを降
ふ

らせないようにする
ことがおできになりました。これが、神

かみさま

様
がこれからなさろうとする恐

おそ

ろしいことで
あり、エリヤはこのことをアハブに告

つ

げな
くてはなりませんでした。

王
おう

に神
かみ

さまのお告
つ

げを伝
つた

えようとサマリ
アへ向

む

かって歩
ある

いていたエリヤは、みどり
の草

そうげん

原と美
うつく

しい花
はなばな

々、みどりの木
き ぎ

々が生
お

い茂
しげ

る森
もり

、さらさらと流
なが

れる小
お が わ

川に目
め

をや
りました。もうすぐすべてが、まるでちが
う景

け し き

色になってしまうことを考
かんが

えました。

ついに、サマリアへとやってきました。
王
おう

の宮
きゅうでん

殿に着
つ

いたエリヤは、門
もんばん

番の前
まえ

を
通
とお

り過
す

ぎ、まっすぐ王
おうさま

様のいるところへ歩
ある

いていきました。勝
か っ て

手に入
はい

ってきたことを
あやまることもせず、エリヤは神

かみさま

様からの
メッセージを王

おう

に伝
つた

えました。列
れつおうきじょう

王記上

17:1。

話
はな

し終
お

えるとすぐに、くるりと向
む

きを変
か

え、外
そと

へ出
で

て門
もんばん

番の前
まえ

を通
とお

り過
す

ぎ、行
い

ってしまいまし
た。王

おうさま

様は、あっけにとら
れてしまいました。あまりに
もとつぜんのことだったから
です。アハブが何

なに

も言
い

わな
いうちに、エリヤは出

で

ていっ
てしまいました。いったい、
あの男

おとこ

はどこから来
き

たのだ
ろう？どうやってこの宮

きゅうでん

殿
に入

はい

ってきたのだろうか？どうして王
おう

に向
む

かって、あれほど大
だいたん

胆なことが言
い

えたのだ
ろう？

王
おうさま

様の質
しつもん

問に答
こた

えられる者
もの

は、ひとりも
いませんでした。エリヤがどうやって門

もんばん

番
をすりぬけてきたのかも、また、宮

きゅうでん

殿をあ
とにしてどこへ行

い

ったのかも、だれも知
し

り
ませんでした。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様がエリヤにやるよう
に命

めい

じたことは、ふつうの人
ひと

にはとてもで
きそうにもないようなことでした。これほど
のことを実

じっこう

行するには、たくさんの勇
ゆう き

気が
必
ひつよう

要でしたか？わたしたちが神
かみさま

様にしたが
い、十

じっかい

戒を守
まも

る決
けっしん

心をするとき、神
かみさま

様は、
それをする勇

ゆう き

気をわたしたちに与
あた

えること
がおできになりますか？

水
す い よ う び

曜日

宮
き ゅ う

殿
でん

を去
さ

るとき、エリヤは、神
かみさま

様が
次
つぎ

にしてほしいことが何
なに

であるか
を知

し
りませんでした。しかし、確

たし
かなこと

がふたつありました。アハブと妻
つま

のイゼベ
ルが怒

おこ
っていることと、ふたりがエリヤを



52

殺
ころ

そうとすることです。しかし、神
かみさま

様はエ
リヤを守

まも
ってくださいます。

たしかに神
かみさま

様は、エリヤが宮
きゅうでん

殿を出
で

る
と、次

つぎ

にどこへ行
い

って何
なに

をするべきかを教
おし

えてくださいました。列
れつおうきじょう

王記上 17:3-5。

神
かみさま

様は、すべてのことを考
かんが

えてくださっ
ていました。エリヤは安

あんぜん

全な場
ば し ょ

所にかくさ
れ、毎

まいにち

日、食
た

べ物
もの

と水
みず

も与
あた

えられました。
まもなく、すべて神

かみさま

様が言
い

われたとおりに
なっていることが、はっきり
わかってきました。くる日

ひ

も
来
く

る日
ひ

も、また何
なんしゅうかん

週間たっ
ても、一

いってき

滴の雨
あめ

すら降
ふ

らな
いばかりか、わずかの露

つゆ

す
らおりません。それはまる
で、天

てん

のとびらが大
おお

きなカ
ギで閉

と

じられたかのようでし
た。

しばらくすると、緑
みどり

の草
そうげん

原

は茶
ちゃいろ

色に変
か

わり、木
き ぎ

々の葉
は

っぱは枯
か

れ
落
お

ち、風
かぜ

が吹
ふ

くたびにほこりがまい上
あ

が
るようになりました。エリヤが飲

の

んでい
た小

お が わ

川の水
みず

もどんどんへっていき、しま
いにはちょろちょろと流

なが

れるだけになり
ました。カラスは毎

まいにち

日せっせと食
た

べ物
もの

を
運
はこ

んできてくれました。そして、ついに
小
お が わ

川はどうなりましたか？7 節
せつ

。

それでも、エリヤは心
しんぱい

配などしません。
神
かみさま

様が面
めんどう

倒を見
み

てくださっていることを
知
し

っていましたから。次
つぎ

に神
かみさま

様は、エリ
ヤに何

なに

をするよう、お命
めい

じになりました
か？8,9 節

せつ

。

町
まち

に着
つ

いてみると、神
かみさま

様が言
い

っておら
れたとおり、やもめの女

おんな

の人
ひと

がいたので、
こわがらせないように優

やさ

しく話
はな

しかけて
みました。10,11 節

せつ

。

やもめの女
おんな

の人
ひと

は、イスラエルの神
かみさま

様
が真

しん

の神
かみさま

様であることをすでに信
しん

じていま
した。彼

かのじょ

女はいつでも、旅
たびびと

人には親
しんせつ

切に
していました。エリヤに対

たい

しても、正
しょうじき

直に
話
はな

しました。12 節
せつ

。

エリヤは、なんと言
い

いましたか？また、
食
た

べ物
もの

が残
のこ

り少
すく

ないときに、女
おんな

の人
ひと

はど
うやって神

かみさま

様への信
しんらい

頼をあ
らわしましたか？13-16 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：このやもめ
の女
おんな

の人
ひと

が神
かみさま

様に信
しんらい

頼する
ことを選

えら

び、持
も

っているわ
ずかな食

しょくりょう

料を分
わ

け与
あた

えたこ
とで、彼

かのじょ

女は 3 人
にん

の命
いのち

を
救
すく

ったのでした！その 3人
にん

と
は、だれのことですか？分

わ

け
与
あた

える行
こ う い

為は、今
いま

でも神
かみさま

様
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に喜
よろこ

ばれますか？

木
も く よ う び

曜日

エリ ヤ が この 親
しんせつ

切
なやもめの家

いえ
にと

まっていたある日
ひ

、とても
悲
かな

しいできごとが起
お

こりまし
た。彼

かのじょ
女の幼

おさな
い息

む す こ
子が重

おも

い病
びょうき

気にかかって、死
し

んで
しまったのです。やもめの
女
おんな

の人
ひと

は、深
ふか

い悲
かな

しみに
おそわれました。エリヤも悲

かな
しみました。

神
かみさま

様は彼
かれ

らのために毎
まいにち

日すばらしい奇
き せ き

跡
を起

お
こしてくださり、そのおかげで 3 人

にん
は

大
たいへん

変な飢
き

きん（農
のうさくもつ

作物がとれないために
食
しょくもつ

物が足
た

りなくなること）を生
い

き延
の

びる
ことができました。ところが、この家

いえ
の 男

おとこ

の子
こ

が、死
し

んでしまったのです。

やもめの女
おんな

の人
ひと

は、おそらく自
じ ぶ ん

分が
過
か こ

去におかした悪
わる

いことのために、神
かみさま

様
が自

じ ぶ ん

分に罰
ばつ

を与
あた

えたのだろうと思
おも

いまし
た。エリヤは、神

かみさま

様がそのようなお方
かた

で
ないことを知

し

っていました。預
よ げ ん し ゃ

言者は、
母
ははおや

親のうでに抱
だ

かれていた男
おとこ

の子
こ

を自
じ ぶ ん

分
のうでに抱

だ

き、それから自
じ ぶ ん

分の部
へ や

屋に運
はこ

んで、そっとベッドにおきました。それから、
神
かみさま

様が奇
き せ き

跡を起
お

こして、男
おとこ

の子
こ

にふたた
び命

いのち

を与
あた

えてくださるようお祈
いの

りしました。

はじめのうちは、何
なに

も起
お

こりませんでし
た。それでもエリヤは祈

いの

りつづけました。
すると、男

おとこ

の子
こ

の目
め

が開
ひら

きました。おそ
らく彼

かれ

は、たった今
いま

、目
め ざ

覚めたかのよう
にあくびをしたことでしょう。また、なぜ

自
じ ぶ ん

分がエリヤの部
へ や

屋
にいるのか、ふしぎ
に思

おも

ったかもしれま
せん。 エリヤは、こ
のすばらしい奇

き せ き

跡を
神
かみさま

様に感
かんしゃ

謝しました。
少
しょうねん

年を抱
だ

き上
あ

げて、
ふたたび一

いっかい

階にいる
母
ははおや

親のところへ運
はこ

ん
でいくときの エリヤ
は、ほほえんでいた
にちがいありません。
列
れつおうきじょう

王記上 17:22,23。

やもめの女
おんな

の人
ひと

は、以
い ぜ ん

前から神
かみさま

様に
信
しんらい

頼してはいましたが、今
いま

はこれまで以
いじょう

上
に神

かみさま

様を愛
あい

し、 信
しんらい

頼しています。また
彼
かのじょ

女は、エリヤが本
ほんとう

当に神
かみさま

様のしもべで
あることがわかりました。24 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：近
ちか

い将
しょうらい

来、イエス様
さま

が、
墓
はか

の中
なか

に眠
ねむ

っている多
おお

くのこどもや大
おと な

人た
ちを呼

よ

んで、もう起
お

きる時
じか ん

間ですよ、と言
い

われる時
とき

がやってきます。その時
とき

の光
こうけい

景を
想
そうぞう

像するだけで、わくわくしてきませんか？

金
き ん よ う び

曜日

エリヤが預
よ げ ん

言したとおりに雨
あめ

が降
ふ

ら
なくなるなんて、イスラエルのだれ

も信
しん

じてはいませんでした。バアルの祭
さいし

司
たちはみんなに、バアルが雨

あめ
やつゆや

太
たいよう

陽を支
し は い

配しているから心
しんぱい

配はいらない、
と言

い
っていました。また、エリヤが起

お
こる

と言
い

ったことは、かならずバアルがくいと
めるから、もうじき、エリヤの神

かみ
よりもバ
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アルがはるかに強
つよ

いこと
が分

わ
かるだろうといって、

得
とくい

意になっていました。

しばらくのあいだは、
だれも心

しんぱい

配していませ
んでした。ところが何

なんにち

日
か過

す

ぎ、何
なんしゅうかん

週間かすぎ、
それから何

なん

か月
げつ

もたちま
した。次

つぎ

の年
とし

になりまし
たが、まだ雨

あめ

はふりませ
ん。

ここまで雨
あめ

が降
ふ

らない
と、みんな心

しんぱい

配になって
きました。悪

わる

い祭
さ い し

司たち
は、あわてふためいています。彼

かれ

らは声
こえ

をはり上
あ

げて祈
いの

り、次
つぎつぎ

々に犠
ぎ せ い

牲をバアル
へささげています。しかし、何

なに

ひとつ変
か

わ
りませんでした。

3 年
ね ん め

目に入
はい

るころには、草
くさ

は枯
か

れはて、
木
き ぎ

々は裸
はだか

になり、食
た

べ物
もの

はどんどん残
のこ

り
少
すく

なくなっていきました。人
にんげん

間も動
どうぶつ

物たち
も、おなかがすいて死

し

にそうです。あの
イゼベルは、カンカンに怒

おこ

っています！そ
して、これまで以

いじょう

上に神
かみさま

様を憎
にく

んでいま
す。彼

かのじょ

女は、神
かみさま

様の預
よ げ ん し ゃ

言者をさがしだし、
かたっぱしから殺

ころ

していきました。

イゼベルもアハブもバアルの祭
さ い し

司たち
も、このひどい災

わざわ

いは、すべてエリヤの
せいだと信

しん

じて疑
うたが

いませんでした。彼
かれ

ら
から悪

わるくち

口を聞
き

かされていたイスラエルの
人
ひと

たちも、エリヤのせいだと思
おも

っていまし
た！エリヤを捕

と

らえるために、アハブはあ
ちらこちらに兵

へいたい

隊をおくっていました。そ
の上

うえ

、外
がいこく

国の王
おうさま

様たちに、エリヤを見
み

つ

けたらすぐに知
し

らせるよ
う、約

やくそく

束までさせていま
した。アハブと悪

わる

い 妻
つま

は、どれほどエリヤを殺
ころ

したいと思
おも

っていたこと
でしょう！今

い ま お

起こっている
災
わざわ

いは、実
じつ

は自
じ ぶ ん

分たち
のせいだということを、
だれもわかっていないよ
うでした。そしてなおも、
必
ひつよう

要な雨
あめ

をバアルが降
ふ

ら
せて、自

じ ぶ ん

分たちを救
すく

って
くれると信

しん

じていたので
す。

考
かんが

えてみよう：飢
き

きんが起
お

こることを
神
かみさま

様がゆるされたのは、なぜだと思
おも

いま
すか？あなたは今

いま

までに、服
ふくじゅう

従するべきこ
とを思

おも

い出
だ

させるために、罰
ばつ

を受
う

けたこと
がありますか？そのような経

けいけん

験があれば、
ひとつ話

はな

してみてください。

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★列
れつおうきじょう

王記上 12:26-33;16:29-34; 

17:1-24

★国
くに

と指
しどうしゃ

導者 7 章
しょう

-10 章
しょう

(p.106

まで )
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刻
こ く

々
こく

と時
とき

がすぎていきます。夜
よなか

中の
12 時

じ
になるまで、再

さいりん
臨を待

ま
ち望

のぞ

む信
しんじゃ

者〔アドベンチスト〕たちは、イエス
様
さま

がかならずおいでになると信
しん

じていまし
た。ところが、イエス様

さま
は現

あらわ
れませんでし

た。ああ、彼
かれ

らは
どれだけ失

しつぼう
望した

ことでしょう！エレ
ンと家

か ぞ く
族の人

ひと
たち

は、悲
かな

しくてつら
くて、いっぱい泣

な

きました。いった
い、何

なに
がまちがっ

ていたのだろう？
イエス様

さま
はなぜ来

こ
られなかったのだろう

か？聖
せいしょ

書が語
かた

る事
こと

はいつでも正
ただ

しいはず
だし、イエス様

さま
はどんなときも約

やくそく
束を守

まも
っ

て下
くだ

さるはずではなかったのだろうか？

こうなった今
いま

、彼
かれ

らは家
いえ

へ帰
かえ

って仕
し ご と

事を
し、もとの生

せいかつ

活にもどらなくてはなりませ
んでした。そして、イエス様

さま

の再
さいりん

臨を信
しん

じ
ていなかった人

ひとびと

々は、彼
かれ

らのことをばかに
して、笑

わら

いものにしました。

失
しつぼう

望した人
ひと

たちの多
おお

くは、もう聖
せいしょ

書なん
か信

しん

じないと心
こころ

に決
き

めました。またその
中
なか

のある人
ひと

たちは、イエス様
さま

が来
こ

られな
かったことをひそかに喜

よろこ

んでいました。な
ぜなら、この世

よ

のものを愛
あい

していたからで
す。しかしある人

ひと

たちは、自
じ ぶ ん

分たちが何
なに

か

まちがいをしたにちがいないと考
かんが

えて、こ
れまで以

いじょう

上に祈
いの

り、聖
せいしょ

書の研
けんきゅう

究をつづけ
ようと決

けっしん

心したのでした。

失
しつぼう

望した日
ひ

の翌
よくじつ

日、ハイラム・エドソン
という再

さ い り ん し ん と

臨信徒のひとりが、友
ゆうじん

人と話
はな

しを
しながら歩

ある

いてい
ました。「他

た

の友
とも

だちともいっしょ
に聖

せいしょ

書 を 勉
べんきょう

強し
て、祈

いの

ろうじゃな
いか」と彼

かれ

は言
い

い
ました。

ふたりは、トウ
モロコシ畑

ばたけ

の中
なか

を
とおっていきました。そうすれば、自

じ ぶ ん

分た
ちのことをばかにする人

ひと

たちに会
あ

わなくて
すみますから。

歩
ある

いていると、ハイラムはとつぜん立
た

ち
止
ど

まって空
そら

を見
み あ

上げました。天
てん

の聖
せいじょ

所の
ことが心

こころ

にうかんだのです。「清
きよ

められる」
とイエス様

さま

が話
はな

されたのは、もしやこの
聖
せいじょ

所のことだったのだろうか？そうだとした
ら、この世

せ か い

界が聖
せいじょ

所であるという考
かんが

えはま
ちがっていたことになる。この思

おも

いつきは
イエス様

さま

から与
あた

えられたものであると確
かくしん

信
したハイラムは、他

た

の再
さ い り ん し ん と

臨信徒たちにそ
の事

こと

を話
はな

しました。

話
はなし

を 聞
き

い た 人
ひと

た
ちは、 はじめのうち

お話
はな

しひろば 

トウモロコシ畑
ばたけ

での幻
まぼろし

『少女エレン』よりエイミー・シェラード編

Little Folk Visuals
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は、なぜ天
てん

の聖
せいじょ

所にあるものが清
きよ

められ
る必

ひつよう

要があるのか分
わ

かりませんでした。し
かし、研

けんきゅう

究を進
すす

めていくうちに、モーセ
が建

た

てた聖
せいじょ

所とこの地
ちじょう

上の聖
せいじょ

所で祭
さ い し

司が
行
おこな

ったことのすべては、わたしたちに、
天
てん

の聖
せいじょ

所について理
り か い

解させるためであっ
たことが分

わ

かってきました。

聖
せいじょ

所へ行
い

った理
り ゆ う

由は、イエス様
さま

が自
じ ぶ ん

分
たちの身

み が

代わりとなって死
し

に、罪
つみ

をゆるし
てくださることを心

こころ

から信
しん

じる者
もの

が、その
信
しんこう

仰をあらわすためでした。罪
つみ

を告
こくはく

白し、
小
こひつじ

羊を犠
ぎ せ い

牲としてささげることで、人
ひとびと

々は
イエス様

さま

の犠
ぎ せ い

牲への信
しんらい

頼をあらわしたの
です。ハイラムと友

ゆうじん

人たちは、そのことを
知
し

っていました。小
こひつじ

羊の血
ち

が聖
せいじょ

所の中
なか

へ
持
も

ちこまれるというのは、罪
つみびと

人の罪
つみ

がそこ
に持

も

ちこまれることをあらわしていました。
そして、毎

まいとし

年 1 回
かい

、あがないの日
ひ

と呼
よ

ば
れる特

とくべつ

別な日
ひ

がありました。この日
ひ

の儀
ぎ し き

式
は、神

かみさま

様に忠
ちゅうじつ

実な人
ひとびと

々の罪
つみ

の記
き ろ く

録がとり
のぞかれることにより、天

てん

の聖
せいじょ

所が清
きよ

めら
れることをあらわしていました。

熱
ねっしん

心 な 研
けんきゅう

究 の す え、1844 年
ねん

10 月
がつ

22 日
にち

という日
ひ づ け

付は正
ただ

しかったものの、そ
の日

ひ

に起
お

こる出
で き ご と

来事についてまちがいが
あったことがわかりました。その日

ひ

、イエ
ス様

さま

は地
ちじょう

上に来
こ

られるのではなく、天
てん

の
至
し せ い じ ょ

聖所に入
はい

られ、そこにある記
き ろ く

録にもと
づいて人

ひとびと

々のさばきを始
はじ

められたのでし
た。自

じ ぶ ん

分の罪
つみ

を告
こくはく

白し、イエス様
さま

にした
がうことを選

えら

んだ人
ひとびと

々は、イエス様
さま

が来
こ

られるときに天
てんごく

国へつれて行
い

かれて、そ
こで永

えいえん

遠に彼
かれ

と暮
く

らすのです。黙
も く し ろ く

示録 14
章
しょう

6,7 節
せつ

。

再
さ い り ん し ん と

臨信徒たちは、イエス様
さま

の弟
で し

子たち
のことを思

おも

い出
だ

しました。イエス様
さま

が王
おう

となられることを信
しん

じてうたがわなかった
弟
で し

子たちは、彼
かれ

が死
し

んだときにどれほど
失
しつぼう

望したことでしょう。この弟
で し

子たちのよう
に、再

さ い り ん し ん と

臨信徒たちも預
よ げ ん

言を理
り か い

解していな
かったのです。まさにわたしたちは今

いま

、あ
がないの日

ひ

、つまり天
てん

の聖
せいじょ

所の至
し せ い じ ょ

聖所に
ある記

き ろ く

録にもとづいてすべての人
ひと

がさば
かれる時

じ だ い

代に生
い

きています。イエス様
さま

が
この世

せ か い

界に来
こ

られると再
さ い り ん し ん と

臨信徒たちが考
かんが

えていたその日
ひ

から、さばきは始
はじ

まってい
るのです。ダニエル 7 章

しょう

9,10 節
せつ

。

今
いま

や彼
かれ

らは、さばきが終
しゅうりょう

了したときイエ
ス様

さま

にお会
あ

いする準
じゅんび

備ができているよう
に、世

よ

の人
ひとびと

々に警
けいこく

告のメッセージを伝
つた

え
なくてはなりません。そこでイエス様

さま

は、
エレンにひとつの幻

まぼろし

をおあたえになりまし
た。この幻

まぼろし

は、時
とき

がきてイエス様
さま

といっしょ
に天

てんごく

国へ行
い

くためには、どのように準
じゅんび

備を
すればよいのかを、昔

むかし

の再
さ い り ん し ん と

臨信徒やわた
したちに理

り か い

解させる助
たす

けとなるものです。

（つづく）
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日
に ち よ う び

曜日

まだ、雨
あめ

はふりません！1 滴
てき

もふり
ません！みんなが、これはエリヤ

のせいだと思
おも

っています。悪
あくにん

人アハブとイ
ゼベルはエリヤを殺

ころ
そうと、あちらこちら

へ人
ひと

をつかわしました。しかしエリヤは、
ひとりの親

しんせつ
切なやもめの家

いえ
に、安

あんぜん
全にかく

まわれていました。

そんなある日
ひ

、 神
かみさま

様はエリヤに、ご
計
けいかく

画の次
つぎ

の段
だんかい

階にうつる時
じ き

期がきたこと
をお告

つ

げになりました。そこでエリヤはや
もめの家

いえ

を去
さ

って、サマリヤへのほこりだ
らけの道

みち

をくだり始
はじ

めました。ちょうどそ
のころ、アハブと家

け ら い

来のオバデヤは、王
おう

の家
か ち く

畜たちにやる水
みず

をさがすために出
で

か
けていました。列

れつおうきじょう

王記上 18:1-5。

オバデヤは善
ぜんりょう

良な人
ひと

でした。彼
かれ

は、悪
わる

い王
お う ひ

妃イゼベルに命
いのち

をねらわれていた、
100 人

にん

の預
よ げ ん し ゃ

言者の命
いのち

を救
すく

いました。今
いま

、
オバデヤとアハブは、どうやって水

みず

をさが
そうか、方

ほうほう

法を考
かんが

えています。そしてオバ
デヤは、エリヤが下

くだ

っていったのと同
おな

じ道
みち

だと知
し

らずに、そこを歩
ある

いていました。6

節
せつ

。

エリヤにばったり出
で あ

会ったとき、オバデ
ヤがどれだけおどろいたか想

そうぞう

像してみて
ください！それは信

しん

じられないことでした。
また、エリヤが言

い

ったことは、オバデヤを
こわがらせました。7,8 節

せつ

。

エリヤの言
い

うとおりに行
こうどう

動して、本
ほんとう

当に

カルメル山
やま

の対
たいけつ

決
やまやま

第
だい

8 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「悩
なや

みの日
ひ

にわたしを呼
よ

べ、わたしはあなたを助
たす

け、

あなたはわたしをあがめるであろう。」

ー詩
し へ ん

編 50:15

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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大
だいじょうぶ

丈夫なのでしょうか？オバデヤがアハブ
をつれてもどってきても、もしエリヤがそ
こからいなくなってしまっていたら、アハ
ブはオバデヤを殺

ころ

すに決
き

まっています。し
かし、どこにも行

い

かないとエリヤが約
やくそく

束し
たので、オバデヤは王

おう

をつれにいきまし
た。16 節

せつ

。

エリヤが会
あ

いたがっていることをアハブ
に伝

つた

えると、こんどはアハブのほうがびっ
くりしました。そして、急

きゅう

にこわくなってき
ました。もしや、これから何

なに

かもっと大
たいへん

変
なことが起

お

こる、とエリヤに言
い

われるので
はないだろうか？兵

へ い し

士たちといっしょにエ
リヤのところへ向

む

かう間
あいだ

、何
なに

を言
い

おうかと
考
かんが

えていましたが、言
い

うべき言
こ と ば

葉はほとん
ど思

おも

いつきませんでした。

考
かんが

えてみよう：アハブが、あらゆる手
て

を
つくして自

じぶ ん

分を殺
ころ

そうとしていることが分
わ

かっていても、エリヤがこれほど勇
ゆうかん

敢でい
ることができたのはなぜですか？

月
げ つ よ う び

曜日

オバデヤに案
あんない

内されて、アハブ王
おう

が
エリヤのところにやってきました。

今
いま

、ふたりは互
たが

いに向
む

き合
あ

って立
た

ってい
ます。アハブはおびえていました。王

おう
の

兵
へいし

士たちは、なぜエリヤを殺
ころ

せとの命
めいれい

令を
下
くだ

さないのか、ふしぎに思
おも

ったことでしょ
う。あれほどさがしていたエリヤを見

み
つけ

た王
おう

は、預
よげんしゃ

言者に向
む

かってなんと言
い

いま
したか？そして、エリヤはなんと答

こた
えまし

たか？あなただったら、そのときにエリヤ
が言

い
ったことを言

い
えるぐらい、勇

ゆうかん
敢でいら

れたでしょうか？列
れつおうきじょう

王記上 18:17,18。

エリヤはすぐに返
へ ん じ

事をしましたが、まる
で彼

かれ

のほうが王
おうさま

様のようでした。それから
自
じ ぶ ん

分がしようとしていることを王
おう

に告
つ

げま
したが、アハブはそれに逆

さか

らうことができ
ませんでした。19,20 節

せつ

。

アハブはただちに、カルメル山
やま

に集
あつ

まる
よう、国

くにじゅう

中の人
ひとびと

々に知
し

らせを送
おく

りました。
そこにエリヤが現

あらわ

れたら、何
なに

かすごいこと
が起

お

こるだろうと、だれもが思
おも

いました。
そこには、何

なんびゃくにん

百人ものバアルの預
よ げ ん し ゃ

言者も
やってくるのです。これから起

お

こることを
少
すこ

しも見
み の が

逃したくなかったので、人
ひとびと

々は早
はや

めにカルメル山
やま

にやってきて、よく見
み

える
ところに場

ば し ょ

所をかまえました。

山
やま

の頂
ちょうじょう

上には、バアルを礼
れいはい

拝するため
の祭

さいだん

壇がいくつもありました。またそこに
は、かつて天

てん

の神
かみさま

様に犠
ぎ せ い

牲をささげてい
た祭

さいだん

壇が、ひとつだけありました。それ
は、長

なが

いあいだ使
つか

われていなかったため、
こわれて今

いま

にもくずれそうになっていまし
た。

エリヤは進
すす

みでて、力
ちからづよ

強いすみきった
声
こえ

で語
かた

りかけました。人
ひとびと

々は静
しず

かに聞
き

い
ていました。カルメル山

やま

に集
あつ

まった人
ひと

たち
の中

なか

で、神
かみさま

様の側
がわ

につくことを表
ひょうめい

明して
いたのは、エリヤだけでした。そして今

いま

、
集
あつ

まった全
ぜんいん

員がどちらの側
がわ

につくかを決
き

め
る時

とき

が近
ちか

づいていました。エリヤは何
なに

と
言
い

いましたか？21,22 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：あの日
ひ

、あの場
ばし ょ

所で神
かみさま

様
に忠
ちゅうじつ

実だったのは、エリヤひとりだけでし
た。あなたは今

いま

までに、他
た

のこどもたちみ
んなが何

なに

か悪
わる

いことをしている中
なか

で、自
じぶん

分
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だけはしないという選
えら

びをしたため仲
なか ま

間は
ずれにされ、ひとりぼっちになったことは
ありますか？そんなとき、神

かみさま

様はあなたと
共
とも

におられますか？

火
か よ う び

曜日

カルメル山
やま

にやって来
き

たすべての人
ひと

が、興
こうふん

奮しています。どちらの神
かみ

が強
つよ

いのか、どうやって決
き

めればよいので
しょう？公

こうへい
平なルールにもとづいて、決

けってい
定

しなくてはいけません。エリヤからその
ルールを聞

き
いた人

ひとびと
々はみな、それは公

こうへい
平

であるといって賛
さんせい

成しました。列
れつおうきじょう

王記上

18:23,24。

エリヤはバアルの預
よ げ ん し ゃ

言者たちに、先
さき

に
犠
ぎ せ い

牲をささげるようにと言
い

いました。バア
ルの預

よ げ ん し ゃ

言者たちは、エリヤの言
こ と ば

葉にした
がいました。25,26 節

せつ

。

エリヤは注
ちゅうい

意ぶかく見
み ま も

守っていました。
一
いっしゅん

瞬も目
め

をはなさないようにしていまし
た。これらの悪

わる

い祭
さ い し

司たちは、チャンス
があれば自

じ ぶ ん

分たちで祭
さいだん

壇の下
した

に火
ひ

をつけ
ることを知

し

っていたからです。でも今
こんかい

回は、
みんなが見

み

ています。

対
たいけつ

決は、朝
あさはや

早くに始
はじ

まりました。何
な ん じ か ん

時間
かが過

す

ぎ、祭
さいだん

壇のそばで飛
と

んだりはねた
りして、バアルに聞

き

こえるように祈
いの

る祭
さ い し

司
たちは、ますます狂

くる

ったようになっていき
ます。お昼

ひる

ごろになると、エリヤは見
み

まも
りつづけながら、彼

かれ

らをからかいました。
27,28 節

せつ

。

時
じ か ん

間がたつにつれて、事
じ た い

態はますます
ひどくなっていきます。まもなく祭

さ い し

司たち

は血
ち

だらけになり、その血
ち

は地
じ め ん

面に飛
と

び
ちっていました。しかし、それでもまだ天

てん

から火
ひ

を降
ふ

らせることができませんし、こっ
そり犠

ぎ せ い

牲の供
そな

え物
もの

に火
ひ

をつけることもでき
ませんでした。とうとう祭

さ い し

司たちは、これ
以
いじょう

上つづける意
い み

味がないことがわかりま
した。もうくたくたで動

うご

けなくなり、失
しつぼう

望
と怒

いか

りのうちに、あきらめたのでした。29

節
せつ

。

さあ、次
つぎ

はエリヤの番
ばん

です。こんどは、
どんなことが起

お

こりましたか？

考
かんが

えてみよう：この日
ひ

、どんな天
てん し

使がそ
こにいたと思

おも

いますか？わたしたちが選
えら

び
をするときにはいつも、どんな天

てん し

使がそば
にいますか？そのことを覚

おぼ

えておく必
ひつよう

要が
ありますか？

水
す い よ う び

曜日

カルメル山
やま

の対
たいけつ

決は、いよいよクラ
イマックスです。こんどはエリヤ

の番
ばん

です。人
ひとびと

々を近
ちか

くに呼
よ

び寄
よ

せたあと、
エリヤが最

さいしょ
初にしたことは何

なに
でしたか？

列
れつおうきじょう

王記上 18:30,31。

エリヤは、犠
ぎ せ い

牲の供
そな

え物
もの

の準
じゅんび

備をすま
せました。それからあることをしましたが、
それは、バアルの祭

さ い し

司たちがしなかったこ
とです。何

なに

をしたのですか？33-35 節
せつ

。

いったいどこにそれほどたくさんの水
みず

が
あったのか、ふしぎに思

おも

いませんか？実
じつ

は、
カルメル山

やま

の近
ちか

くには海
うみ

があって、塩
しおみず

水な
らいくらでもくんでくることができました。

すべての用
よ う い

意がととのいました。それ
は、ちょうど夕

ゆうがた

方の犠
ぎ せ い

牲をささげる時
じ こ く

刻で
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した。みんなが静
しず

まりかえっている中
なか

で、
エリヤは祭

さいだん

壇のそばにひざまずき、心
こころ

を
低
ひく

くして神
かみさま

様と語
かた

りました。バアルの祭
さ い し

司
たちが 1 日

にちじゅう

中おこなっていたやりかたと
は、なんというちがいでしょうか！エリヤが
祈
いの

り終
お

えると、何
なに

が起
お

きましたか？36-38

節
せつ

。

炎
ほのお

が稲
いなびかり

光のように、天
てん

から下
くだ

ってきまし
た。犠

ぎ せ い

牲も水
みず

も、そして祭
さいだん

壇の石
いし

さえも、
すべて焼

や

きつくされ、なくなってしまいま
した。人

ひとびと

々はこわくなりました。地
じ め ん

面にひ
れふし、顔

かお

をおおい、この火
ひ

が自
じ ぶ ん

分たち
をも滅

ほろ

ぼしてしまうのではないかと恐
おそ

れて
います。この時

とき

、みんなは何
なに

をみとめまし
たか？39 節

せつ

。

エリヤは、ひとときもむだにしませんで
した。そこにいた人

ひとびと

々は、「主
しゅ

こそ神
かみ

であ
る！」と口

くちぐち

々に言
い

いました。けれども、バ
アルの祭

さ い し

司たちはちがいました。彼
かれ

らは、
天
てん

の神
かみさま

様のことをみとめなかったのです。
このような祭

さ い し

司たちを生
い

かしておいたら、

ふたたび人
ひとびと

々を誘
ゆうわく

惑して、バアル礼
れいはい

拝へ
と導

みちび

くことでしょう。エリヤはただちに、
何
なに

をするように命
めい

じましたか？40 節
せつ

。

さあ、これでいよいよ雨
あめ

がふるかもしれ
ません。

考
かんが

えてみよう：ご自
じぶ ん

分の民
たみ

を目
め ざ

覚めさせ
る神

かみ

さまの計
けいかく

画は、うまくいきましたね？エ
リヤが信

しんらい

頼して従
したが

いつづけたことを、あな
たはうれしく思

おも

いますか？神
かみさま

様は今
こんにち

日でも、
ご自

じぶん

分の民
たみ

がサタンにしたがう道
みち

へと行
い

か
ないように引

ひ

き止
と

め、彼
かれ

らが神
かみさま

様の道
みち

にも
どる選

えら

びができるように手
てだ す

助けする、エリ
ヤのような人

ひとびと

々を必
ひつよう

要としておられると思
おも

いますか？

木
も く よ う び

曜日

空
そ ら

にはまだ、ひとかけらの雲
くも

もあり
ません。これまでとまったく変

か
わ

らず、暑
あつ

くて、空
く う き

気はからからで、ほこりっ
ぽいのです。しかし、エリヤは自

じぶん
分の役

やくわり
割

をはたしました。こんどは、神
かみさま

様がご自
じぶん

分
の役

やくわり
割をはたされる時

とき
で、エリヤは神

かみさま
様

が必
かなら

ずそうなさることを知
し

っていました。
彼
かれ

は、アハブに何
なに

をするように言
い

いました
か？列

れつおうきじょう
王記上 18:41。

アハブは食
しょくじ

事をしていましたが、エリ
ヤは食

た

べ物
もの

のことすら頭
あたま

にありませんでし
た。もうそろそろ雨

あめ

が降
ふ

ることを、エリヤ
は知

し

っていました。彼
かれ

は何
なに

をしましたか？
42 節

せつ

。

そのほんの少
すこ

し前
まえ

まで、エリヤの祈
いの

りに
答
こた

えて下
くだ

ってきた火
ひ

を見
み

た人
ひとびと

々は、「ひれ
ふして」いました。今

いま

は、エリヤがひざ
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の間
あいだ

に顔
かお

をうずめて、心
こころ

を低
ひく

くして神
かみさま

様に祈
いの

ってい
ます。こんどは、雨

あめ

を降
ふ

ら
せてくださいという祈

いの

りで
す。しばらくしてから、彼

かれ

はしもべに何
なに

をいいつけ
ましたか？43 節

せつ

。

エリヤは、祈
いの

ってはし
もべに空

そら

を見
み

に行
い

かせ、
祈
いの

っては見
み

に行
い

かせること
をつづけていました。も
どってくるたびに、しもべ
の答

こた

えは同
おな

じでした。「雲
くも

は見
み

えません」と。
そして、そのたびに、エリヤはまた祈

いの

るの
でした。「どうか、雨

あめ

を降
ふ

らせてください」と。
彼
かれ

は、神
かみさま

様が自
じ ぶ ん

分を特
とくべつおお

別大きな働
はたら

きに用
もち

いておられることを知
し

っていました。しか
し自

じ ぶ ん じ し ん

分自身には、まったく何
なん

の力
ちから

もないこ
とも自

じ か く

覚していました。そして祈
いの

りつづけ
ていると、自

じ ぶ ん

分がますます価
か ち

値のない者
もの

に思
おも

えてくるのです。しもべが 7 回
か い み

見てく
るまでには、エリヤは自

じ ぶ ん

分がまったく価
か ち

値
のない者

もの

で、神
かみさま

様がすべてだと感
かん

じてい
ました。すると、こんどは何

なに

が起
お

きました
か？44 節

せつ

。

エリヤは、神
かみさま

様が彼
かれ

の祈
いの

りに答
こた

えてくださったことが
分
わ

かりました。なんと、嵐
あらし

がやってきます！雨
あめ

があまり
にもはげしかったので、ア
ハブは前

まえ

がよく見
み

えません
でした。エズレルの家

いえ

まで
は 30 キロもあります。エリ
ヤはアハブに何

なに

をしてあげ
ましたか？たとえ自

じ ぶ ん

分を憎
にく

む敵
てき

であったとしても、エ
リヤは支

し は い し ゃ

配者に敬
け い い

意をあ
らわすという、すばらしい
模
も は ん

範を示
しめ

しました！45,46

節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：しもべが
空
そら

に見
み

た雲
くも

は大
おお

きかった
ですか、それとも小

ちい

さかっ
たですか？エリヤの信

しんこう

仰は
どうでしょう。大

おお

きかった
ですか、それとも小

ちい

さかっ
たですか？わたしたちが

神
かみさま

様に信
しんらい

頼をおくことを学
まな

ぶなら、信
しんこう

仰は
大
おお

きくなりますか？

金
き ん よ う び

曜日

アハブの馬
ば し ゃ

車は、エズレルの都
みやこ

の
門
もん

をとおりぬけ、宮
きゅうでん

殿へと進
すす

んで
行
い

きましたが、エリヤは都
みやこ

の城
じょうへき

壁の外
そと

で
待
ま

つことにしました。エリヤは外
がい

とうにくる
まって地

じ
べたに横

よこ
たわり、すぐに眠

ねむ
りにお

ちました。いっぽう宮
きゅうでん

殿の中
なか

では、その
日
ひ

の出
で き ご と

来事をアハブがイゼ
ベルに報

ほうこく
告しました。話

はなし
を

聞
き

いていた彼
かのじょ

女は、だんだ
ん腹

はら
が立

た
ってきました。バ

アルがどんなに無
むりょく

力で役
やく

に
立
た

たないかを認
みと

めるどころ
か、イゼベルはエリヤに対

たい

して、これまで以
いじょう

上にはげ
しく怒

おこ
りました。なんとして

でもエリヤの息
いき

の根
ね

をとめて
やると、彼

かのじょ
女は決

けっしん
心します。
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そこでイゼベルは、エリヤにメッセージを
送
おく

りました。列
れつおうきじょう

王記上 19:1,2。

使
し し ゃ

者はおそらく、エリヤをゆすって起
お

こさなくてはいけなかったことでしょう。
ちょっとのあいだ、エリヤは訳

わけ

がわからな
かったかもしれません。一

いったいじぶん

体自分はどこに
いるんだろう？何

なに

があったのだろう？そして
とつぜん、伝

でんごん

言を聞
き

いてはっとしました。
このままでは殺

ころ

されることが分
わ

かったエリ
ヤは、いそいで飛

と

び起
お

き、しもべを起
お

こし
て、命

いのち

からがら逃
に

げ出
だ

したのでした。3,4

節
せつ

。

これまで、神
かみさま

様がエリヤを守
まも

ってくださっ
ていることは、なんどもはっきり見

み

せられ
ているのに、しかもその同

おな

じ日
ひ

、あれほど
の出

で き ご と

来事があった後
のち

に、あのエリヤが逃
に

げ出
だ

すなんて、おかしいとは思
おも

いません
か？神

かみさま

様は、同
おな

じ日
ひ

の昼
ひ る ま

間そうであったよ
うに、夜

よる

のあいだも同
おな

じように頼
たよ

りになる
おかたではなかったのですか？もちろんそ
うです！

思
おも

い出
だ

してください。サタンはその日
ひ

、
大
おお

きな戦
たたか

いにやぶれました。サタンは、
アハブとイゼベル以

いじょう

上にエリヤを憎
にく

んで
いました。ふたりと同

おな

じく、サタンもエリ
ヤを殺

ころ

したいと思
おも

っていました。彼
かれ

は、エ
リヤがひじょうに疲

つか

れて、がっかりしてい
るところにつけ込

こ

みました。アハブとイゼ
ベルが何

なに

も変
か

わっていないことは、これで
はっきりとわかりました。

エリヤが逃
に

げたとき、サタンはきっと
神
かみさま

様をばかにして、あざ笑
わら

ったことでしょ
う。しかしそれでも、神

かみさま

様はエリヤを愛
あい

し
ておられたでしょうか？もちろん、愛

あい

してお

られました。

考
かんが

えてみよう：ヤコブ 5:17のエリヤにつ
いて書

か

かれている、最
さいしょ

初の部
ぶぶ ん

分を読
よ

んで
みてください。つまり、エリヤはわたした
ちのような人

にんげん

間だったということです。彼
かれ

は、いくつもまちがいをおかしました！それ
でも心

こころ

をつくして神
かみさま

様を愛
あい

し、神
かみさま

様も彼
かれ

を
愛
あい

しました。神
かみさま

様は、エリヤをほうってお
くつもりでしたか？

もっともっともっと学学学
まなまなまなまなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★列
れつおうきじょう

王記上 18 章
しょう

★国
くに

と指
し ど う し ゃ

導者 10 章
しょう

p.106-12

章
しょう

p.126
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あの大
おお

きな失
しつぼう

望を経
けいけん

験した後
あと

のこ
とです。ある朝

あさ
、エレンと友

ゆうじん
人た

ちで礼
れいはい

拝をし、祈
いの

っていました。するとと
つぜん、エレンは自

じぶん
分が高

たか
く高

たか
く空

くうちゅう
中へ

とひきあげられて、
地
ちきゅう

球のずっと上
うえ

の
方
ほう

に行
い

くような感
かん

じがしました。「わ
たしは天

てんごく
国へ行

い
く

のかしら？」彼
かのじょ

女
はふしぎに思

おも
った

にちがいありませ
ん。それから、あ
たりをみまわしま
した。「再

さいりんしんと
臨信徒たちはどこにいるのかし

ら？どこにも見
み あ

当たらないわ。」

「もういちど、よく見
み

てごらんなさい。も
う少

すこ

し上
うえ

のほうですよ。」どこからか、声
こえ

がしました。

よく見
み

ると、長
なが

くてまっすぐのせまい道
みち

が、地
ちきゅう

球のはるか上
うえ

にあります。そこに、
再
さ い り ん し ん と

臨信徒たちがいました。イエス様
さま

が
先
せんとう

頭におられて、道
みち

の向
む

こうにある美
うつく

しい
都
みやこ

へと、彼
かれ

らを導
みちび

いておられました。

エレンは、人
ひとびと

々のうしろにある明
あか

るく輝
かがや

く光
ひかり

が、はるか上
うえ

の方
かた

から道
みち

をてらしてい
るのを見

み

ました。その光
ひかり

のおかげで、都
みやこ

に向
む

かう人
ひとびと

々は道
みち

が見
み

えるので、つまず
いて、ころがり落

お

ちてこの世
せ か い

界にもどって

しまうことがありません。うしろの明
あか

るい
光
ひかり

は、何
なに

を意
い み

味しているのでしょう？

この明
あか

るい光
ひかり

は、天
て ん し

使たちがしるした
記
き ろ く

録の書
しょ

にイエス様
さま

が目
め

をとおされる時
とき

が 来
き

て い ること
を、世

せかいじゅう

界中の人
ひとびと

々
に知

し

らせるための
メッセージである
と、ひとりの天

て ん し

使
が教

おし

えてくれまし
た。

イエ ス 様
さま

が 来
こ

られると再
さ い り ん し ん と

臨信徒
たちが思

おも

っていた
その日

ひ

は、実
じつ

は、天
てん

の聖
せいじょ

所にある至
し せ い じ ょ

聖所
での「あがないの日

ひ

」の始
はじ

まりでした。
人
じんるい

類で最
さいしょ

初に死
し

んだアベルから始
はじ

まり、
再
さいりん

臨のときにイエス様
さま

といっしょに行
い

く
準
じゅんび

備ができているのがだれか、イエス様
さま

が審
し ん さ

査をし、判
はんだん

断します。聖
せいしょ

書では、こ
れを「神

かみ

のさばきの時
とき

」と呼
よ

んでいます。
再
さ い り ん し ん と

臨信徒たちはそれを、イエス様
さま

がわた
したちの住

す

む世
せ か い

界をきれいにし、新
あたら

しくす
るために来

こ

られる日
ひ

だと考
かんが

えていました。
しかし、それは彼

かれ

らの思
おも

いちがいでした。

天
て ん し

使はエレンに言
い

いました。「もし、こ
の道

みち

を歩
ある

く再
さ い り ん し ん と

臨信徒たちがイエス様
さま

から
目
め

をはなさないでいるなら、安
あんぜん

全に都
みやこ

へ
とたどり着

つ

くことができるでしょう。」

お話
はな

しひろば 

天
て ん ご く

国の幻
まぼろし

『少女エレン』よりエイミー・シェラード編

Little Folk Visuals
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エレンが見
み

ていると、道
みち

を行
い

く何
なんにん

人か
の人

ひと

たちは疲
つか

れてしまい、不
ふ へ い

平を言
い

い始
はじ

めました。「都
みやこ

は遠
とお

すぎる。すんなりそこ
に着

つ

けると思
おも

ったのに」と、だれかが言
い

いました。「もう、うんざりだ！」他
た

の人
ひと

た
ちも不

ふ ま ん

満をもらします。イエス様
さま

は、手
て

を
ふって人

ひとびと

々をはげまし、元
げ ん き

気づけました。
すると、美

うつく

しい光
ひかり

の波
なみ

が彼
かれ

らの頭
ずじょう

上でぴ
かっと輝

かがや

きます。イエス様
さま

がそうなさる
と、彼

かれ
に忠

ちゅうじつ

実な人
ひと

たちは喜
よろこ

びました。し
かしある人

ひと

たちは、うしろには実
じっさい

際に光
ひかり

な
んかあるわけがない、と決

き

めつけました。
彼
かれ

らは、自
じ ぶ ん

分たちがまちがった道
みち

を歩
ある

い
ていると判

はんだん

断し、イエス様
さま

と美
うつく

しい都
みやこ

とを
見
み

つづけるのをやめてしまいました。見
み

る
のをやめると、あの光

ひかり

はもはや、彼
かれ

らの
足
あしもと

下を照
て

らすことをしませんでした。彼
かれ

ら
はつまずいて、下

した

の暗
くら

い邪
じゃあく

悪な世
せ か い

界へと
ころがりおちてしまいました。なんと悲

かな

し
いことでしょう！彼

かれ

らは、都
みやこ

に入
はい

るチャンス
をなくしたのです。この幻

まぼろし

の中
なか

でエレンは、
忠
ちゅうじつ

実な人
ひと

たちといっしょに、この美
うつく

しい都
みやこ

に入
はい

ることができました。都
みやこ

はあまりにも
すばらしく、言

こ と ば

葉では言
い

い表
あらわ

すことができ
ませんでした。

この幻
まぼろし

は、再
さ い り ん し ん と

臨信徒たちが失
しつぼう

望するの
をイエス様

さま

がおゆるしになったわけを、エ
レンに理

り か い

解させる助
たす

けとなりました。あの
失
しつぼう

望のあとの選
えら

びを見
み

れば、彼
かれ

らが本
ほんとう

当
に何

なに

を愛
あい

していたのかが分
わ

かります。彼
かれ

ら
の選

えら

びを見
み

れば、だれが聖
せいしょ

書のみことば
に信

しんらい

頼していたか、だれが信
しんらい

頼していな
かったかが分

わ

かります。聖
せいしょ

書を研
けんきゅう

究した
人
ひとびと

々は、他
ほか

にも、これまで知
し

らなかった多
おお

くのことを学
まな

びました。昔
むかし

の弟
で し

子たちのよ

うに、今
いま

や再
さ い り ん し ん と

臨信徒たちの信
しんこう

仰は、あの
大
おお

きな失
しつぼう

望を経
けいけん

験する前
まえ

よりも強
つよ

くなって
いたのです。

他
た

の人
ひと

たちにこの幻
まぼろし

のことを話
はな

したと
き、エレンは、イエス様

さま

の助
たす

け手
て

として
自
じ ぶ ん

分が用
もち

いられていることに気
き

づきまし
た。

（つづく）
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日
に ち よ う び

曜日

いったいどうしたというのでしょう？
あれほど勇

ゆうかん
敢で恐

おそ
れを知

し
らない

エリヤが、イゼベルから逃
に

げるとは！

カルメル山
やま

でのあの日
ひ

は、だれにとって
も忘

わす

れられないものとなりました。そこに
いたみんなが、結

けっきょく

局バアルには何
なに

の力
ちから

も
ないことを知

し

りました。悪
わる

い祭
さ い し

司たちにも、
それはわかりましたが、彼

かれ

らは死
し

んでしま
いました。

そして、待
ま

ちに待
ま

った雨
あめ

がふりました！
あまりにもはげしく降

ふ

ったので、馬
ば し ゃ

車で家
いえ

にもどろうとしたアハブは、前
まえ

がよく見
み

え
ませんでした。神

かみさま

様が力
ちから

を与
あた

えたので、
エリヤはアハブを 30 キロもはなれたとこ
ろにある宮

きゅうでん

殿まで、走
はし

って案
あんない

内しました。
しばらくたって、エリヤはふたたび走

はし

って
いましたが、こんどはこわくなって走

はし

って
います。なぜこわがっているのでしょう？
神
かみさま

様は、これ以
いじょう

上彼
かれ

を守
まも

ることができなく
なったのでしょうか？

エリヤはしもべをおいて、たったひとり
で、あわてて逃

に

げて行
い

きました。走
はし

れる
だけ走

はし

って、ようやく一
いっぽん

本の木
き

の下
もと

で立
た

ち
止
と

まりました。その時
とき

の彼
かれ

は、とても落
お

ち
こんでいました。本

ほんとう

当のところ、死
し

んだほ
うがましだと思

おも

っていました。生
い

きていて
何
なに

になるというのだろう？彼
かれ

が心
こころ

から望
のぞ

ん
でいたのは、アハブが勇

ゆ う き

気を出
だ

して、こ
れからは神

かみさま

様を礼
れいはい

拝する、とイゼベルに
言
い

うことでした。ところが、そうはなりませ

召
め

しにこたえるエリシャ

第
だい

9 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「あなたの若
わか

き日
ひ

に、あなたの造
つく

り主
ぬし

を覚
おぼ

えよ。」

ー伝
でんどう

道の書
しょ

12:1

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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んでした。これからだって、何
なに

も変
か

わらな
いのです。

まもなく、彼
かれ

はねむりに落
お

ちました。だ
れかがエリヤの肩

かた

にそっとふれたので、
ぱっと飛

と

び起
お

き、ふたたび走
はし

り出
だ

そうとし
ました。イゼベルのしもべに見

み

つかってし
まった、と思

おも

ったのです。ところが、そば
にいたおかたの顔

かお

はやさしく、声
こえ

はおだ
やかでした。その声

こえ

に言
い

われるままに飲
の

み食
く

いしていたエリヤでしたが、まるで夢
ゆめ

を見
み

ているような心
こ こ ち

地でした。列
れつおうきじょう

王記上

19:5,6。

考
かんが

えてみよう：だれかがあなたを殺
ころ

そう
としていて、しかもあなたはひとりぼっちで、
とても疲

つか

れてお腹
なか

もすいていたなら、あな
たもエリヤのような気

き も

持ちになるでしょう
か？ところで、エリヤはひとりでしたか？も
しわたしたちが神

かみさま

様につながることを選
えら

ぶ
なら、本

ほんとう

当にひとりぼっちになることはあり
ますか？

月
げ つ よ う び

曜日

エリヤは、 まだ 疲
つか

れていました。
何
なんじゅっ

十 キロも走
はし

ったのですから
ね。そして、このすばらしい食

しょくじ
事のあと

に、彼
かれ

はもういちどねむりました。それか
ら、だれかがやさしく肩

かた
にさわったので、

ふたたび目
め

をさましました。そこには前
まえ

と同
おな

じ、あの優
やさ

しそうな顔
かお

がありました。
列
れつおうきじょう

王記上 19:7。

エリヤは、またもおいしい食
しょくじ

事をいただ
きました。その後

あと

、神
かみさま

様が奇
き せ き

跡を起
お

こして
くださいました。これから、かなりの道

みち

の

りを歩
ある

くことになっていました。その食
しょくじ

事
のおかげで、彼

かれ
は何

なんにちかん

日間もちこたえました
か？8 節

せつ

。

旅
たび

の終
お

わりごろには、アハブとイゼベ
ルからは何

なんじゅっ
十キロもはなれたところにいま

した。ホレブとは、シナイのもうひとつの
呼
よ

び名
な

です。ずっとずっと昔
むかし

、神
かみさま

様がエ
ジプトから人

ひとびと

々を安
あんぜん

全につれ出
だ

したあとで
十
じっかい

戒をさずけた、その場
ば し ょ

所にエリヤは来
き

たのです。彼
かれ

は今
いま

、ほら穴
あな

の中
なか

にいました。
ここなら、だれからも命

いのち

をねらわれる危
き け ん

険
はありません。神

かみさま

様は、エリヤからひとと
きもはなれませんでした。神

かみさま

様が語
かた

りか
けてこられたので、エリヤは素

す な お

直に自
じ ぶ ん

分の
気
き も

持ちを打
う

ちあけました。9,10 節
せつ

。

神
かみさま

様がご自
じ ぶ ん

分の計
けいかく

画をなしとげるとき
には、必

かなら

ずしも人
ひと

の興
きょうみ

味をそそるような
方
ほうほう

法でなさるとは限
かぎ

らないことに、エリヤ
は気

き

づく必
ひつよう

要がありました。わたしたちは、
神
かみさま

様が力
ちからづよ

強いお方
かた

であり、その言
こ と ば

葉はい
つでも真

しんじつ

実であることを認
みと

めることはでき
ます。サタンでさえ、そのことは知

し

ってい
ます。しかし最

さいしゅうてき

終的には、わたしたちに
語
かた

りかける声
こえ

、つまり罪
つみ

を犯
おか

したことを心
こころ

から悲
かな

しむようにうながす、聖
せいれい

霊のしずか
な声

こえ

に耳
みみ

をかたむけることを選
えら

ぶのです。
わたしたちがサタンの誘

ゆうわく

惑に耳
みみ

をかたむ
けず、神

かみさま

様に忠
ちゅうじつ

実であるように選
えら

ぶ助
たす

けを
してくださるのは、神

かみさま

様のしずかなみ声
こえ

で
す。そして、それに従

したが

うことができるよう
にするのは、神

かみさま

様のみ力
ちから

です。わたした
ちがどんなに努

どりょく

力しても、ひとりでそれを
なしとげることはできません。このことを
わからせるために、神

かみさま

様はエリヤにどんな
ことをなさいましたか？11,12 節

せつ

。
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今
いま

、 エ リ ヤ は、
自
じ ぶ ん

分がとるにたりな
い者

もの

であると感
かん

じて
います。彼

かれ
は最

さいぜん

善を
つくしたのですが、
自
じ ぶ ん い が い

分以外のだれも、
神
かみさま

様にしたがう気
き

は
ないのだろうと思

おも

っ
て い ま す。13,14

節
せつ

。

考
かんが

え て み よ う：
聖
せいれい

霊をとおして神
かみさま

様
があなたの心

こころ

に語
かた

り
かけるとき、あなたは、この静

しず

かで愛
あいじょう

情
に満

み

ちた声
こえ

にしたがうことを学
まな

んでいます
か？

火
か よ う び

曜日

エリヤのもとへ使
し し ゃ

者が来
き

て、イゼ
ベルが彼

かれ
を殺

ころ
すつもりであること

を告
つ

げた夜
よる

、彼
かれ

は神
かみさま

様がこれまでに何
なんど

度
も守

まも
って下

くだ
さったことをすっかり忘

わす
れてし

まっていましたね？エリヤが逃
に

げなかった
としても、神

かみさま
様は同

おな
じように彼

かれ
を守

まも
ってく

ださったでしょう。人
ひとびと

々はこれまで以
いじょう

上に、
神
かみさま

様がどれほど力
ちから

あるおかたであるかを
知
し

ったはずでした。そのために、カルメル
山
やま

での正
ただ

しい選
えら

びをつづけることができ
たはずでした。

エリヤは今
いま

でも神
かみさま

様を愛
あい

し、 神
かみさま

様に
忠
ちゅうじつ

実でした。そしてもちろん、神
かみさま

様がエリ
ヤを愛

あい

するのをやめることは、決
けっ

してあり
ませんでした。神

かみさま

様はエリヤに、いつか

彼
かれ

の代
か

わりに預
よ げ ん し ゃ

言者と
なるエリシャという名

な

の男
おとこ

に、油
あぶら

を注
そそ

ぐよう
にと言

い

われました。

だれかが自
じ ぶ ん

分の代
か

わりに預
よ げ ん し ゃ

言者になるこ
とを知

し

って、エリヤは
ねたみの心

こころ

に負
ま

けて、
いじけてしまうかもし
れませんでした。で
も、エリヤはりっぱで
した。彼

かれ

はすぐさま、
エリシャをさがしに出

で

かけました。道
みち

を歩
ある

い
て行

い

くと、すべてのものが何
なんしゅうかん

週間か前
まえ

と
まったく変

か

わっていました。小
お が わ

川は水
みず

であ
ふれ、すべてはみどりにあふれ、ふたた
び育

そだ

ってきています。エリヤがエリシャを
見
み

つけたのはどこでしたか、またエリシャ
は何

なに

をしていましたか？列
れつおうきじょう

王記上 19:19。

エリシャの家
か ぞ く

族は裕
ゆうふく

福でした。彼
かれ

らもま
た、忠

ちゅうじつ

実であることが神
かみさま

様に認
みと

められた
人
ひとびと

々でした。エリシャは静
しず

かでおだやか
な性

せいかく

格の持
も

ち主
ぬし

でしたが、必
ひつよう

要なときに
は、強

つよ

い指
し ど う し ゃ

導者にもなれるような人
じんぶつ

物で
した。

エリヤがエリシャを見
み

つけたとき、エ
リシャはしもべたちと畑

はたけしごと

仕事をしていまし
た。エリヤは自

じ ぶ ん

分の外
がいとう

套をエリシャの肩
かた

にかけてから、そのまま歩
ある

きつづけまし
た。エリシャはおどろいたにちがいありま
せん。しかし、預

よ げ ん し ゃ

言者の行
こうどう

動が何
なに

を意
い み

味
するかがわかったので、いそいでエリヤ
のあとを追

お

いました。エリシャは喜
よろこ

んでし
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たがおうと思
おも

いましたが、その前
まえ

にひとつ
だけ、やっておきたいことがありました。
それは何

なに

でしたか？20 節
せつ

。

エリヤの答
こた

えは、何
なん

だか変
へん

ではないで
すか？それがどういう意

い み

味だったのか、ま
たエリシャがどうしたかは、明

あ す

日まなびま
しょう。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様は、すばらしいお方
かた

ですよね？神
かみさま

様がエリヤを愛
あい

したように、
わたしたちをも愛

あい

してくださるなんて、うれ
しく思

おも

いませんか？

水
す い よ う び

曜日

エリヤがエリシャに知
し

ってほしかっ
たのは、どちらかを選

えら
ばなくて

はならないことでした。神
かみさま

様の召
め

しにこ
たえて、残

のこ
りの人

じんせい
生は神

かみさま
様のために働

はたら
く

か、両
りょうしん

親と家
いえ

にとどまるかのどちらかで
す。神

かみさま
様の召

め
しにこたえることは、自

じぶん
分の

家
か ぞ く

族と幸
こうふく

福に暮
く

らすことよりも大
たいせつ

切です
か？エリシャはどうしましたか？列

れつおうきじょう
王 記 上

19:21。

エリシャはエリヤよりも若
わか

く、エリヤのよ
き助

じょしゅ

手となりました。また優
ゆうしゅう

秀な弟
で し

子でも
あり、いっしょに働

はたら

く間
あいだ

にたくさんのことを
まなびました。むかしサムエルが始

はじ

めた
預
よ げ ん し ゃ

言者の学
がっこう

校のほとんどはなくなっていま

したが、エリヤはふたたび学
がっこう

校をつくり始
はじ

めました。

何
なんねん

年か共
とも

にすごしてから、ある日
ひ

エリヤ
はエリシャをおいて、ベテルの学

がっこう

校へ向
む

かおうとしました。神
かみさま

様から、そうするよ
うに言

い

われたからです。神
かみさま

様が自
じ ぶ ん

分のた
めにどんな計

けいかく

画をもっておられるかは知
し

っ
ていましたが、エリシャや他

た

の生
せ い と

徒たち
も知

し

っているのか、エリヤにはわかりませ
んでした。エリシャは何

なに

と言
い

いましたか？
列
れ つ お う き げ

王記下 2:2,3。

同
おな

じことが、ベテルとエリコの学
がっこう

校でも
起
お

こりました。4,5 節
せつ

。

エリシャは、少
すこ

しでも長
なが

く、エリヤといっ
しょにいたいと思

おも

っていました。自
じ ぶ ん

分がヨ
ルダン川

かわ

へ行
い

っている間
あいだ

、エリコにとどま
るようにとエリシャに言

い

ったら、同
おな

じ答
こた

え
がかえってきました。6 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：エリシャは、エリヤにも
神
かみさま

様にも忠
ちゅうじつ

実でした。彼
かれ

は、神
かみさま

様のため
に働
はたら

くことを選
えら

んでから、ただのいちども
心
こころが

変わりをしたことはありませんでした。
神
かみさま

様のために働
はたら

くことをまなぶにつれて、
あなたもエリシャのように神

かみさま

様から頼
たよ

られ
る、忠

ちゅうじつ

実な人
ひと

になりたいですか？

木
も く よ う び

曜日

エリコにある学
がっこう

校の生
せ い と

徒の何
なんにん

人か
は、エリヤとエリシャがヨルダン

川
がわ

に向
む

かったとき、あとからついてきまし
た。何

なに
がおこるのかを見

み と ど
届けたかったの

です。見
み と ど

届けたときに彼
かれ

らがどう思
おも

ったか、
想
そうぞう

像できますか？列
れつおうきげ

王記下 2:7,8。
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それはまさに、ずっと
昔
むかし

、 神
かみさま

様の民
たみ

がこの川
かわ

をわたってカナンの地
ち

へ
入
はい

ったときに起
お

こったの
と同

おな

じようなことでした。
エリヤとエリシャがかわ
いた川

かわ

をわたりおえたあ
と、すぐに水

みず

がもとどお
りに流

なが

れたので、生
せ い と

徒た
ちはこのふたりの預

よ げ ん し ゃ

言者
についていくことができ
ませんでした。それでも、
彼
かれ

らは川
かわ

の近
ちか

くで待
ま

つことにしました。先
さき

へと歩
ある

きながら、エリヤとエリシャは何
なに

を
話
はな

していましたか？9 節
せつ

。

エリシャは、とても謙
けんきょ

虚な〔へりくだった〕
気
き も

持ちでした。自
じ ぶ ん

分にエリヤの代
か

わりがつ
とまるだろうか？自

じ ぶ ん

分には、エリヤよりも
神
かみさま

様の霊
れい

が多
おお

く必
ひつよう

要だと感
かん

じました。エリ
ヤは、エリシャに何

なに

と言
い

いましたか？10

節
せつ

。

そしてついに、エリヤは天
てん

に上
あ

げられ、
いなくなってしまいました。11―12 節

せつ

。

エリヤがいないのに、どうやって働
はたら

きを
つづけることができるだろう、とエリシャ
は思

おも

ったことでしょう。彼
かれ

は今
いま

、ひとりぼっ
ちです。いや、本

ほんとう

当にそうでしょうか？ヨ
ルダン川

がわ
にもどってきたエリシャは、すぐ

に自
じ ぶ ん

分がひとりではないとわかりました。
神
かみさま

様がそこにおられました。そこで起
お

こっ
たことを、だれが見

み

ていましたか？13 －

15 節
せつ

。

生
せ い と

徒たちはすぐさま、この新
あたら

しい預
よ げ ん し ゃ

言者
に対

たい

して敬
け い い

意（尊
そんけい

敬する気
き も

持ち）をあら

わしました。それでも彼
かれ

ら
は、本

ほんとう

当にエリヤがいなく
なってしまったのかを確

たし

か
めたいと思

おも

いました。その
必
ひつよう

要はないとエリシャは言
い

いましたが、彼
かれ

らはしつこく
お願

ねが

いしました。おそらく
神
かみさま

様がエリヤをどこかへ隠
かく

したのだろうと考
かんが

えたのでし
た。16-18 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：エリヤに起
お

こったことは、イエス様
さま

が来
こ

られるとき、生
い

き残
のこ

っている人
ひとびと

々に起
お

こるこ
とと似

に

ています。モーセに起
お

こったことは、
イエス様

さま

が来
こ

られる前
まえ

に亡
な

くなる神
かみさま

様の民
たみ

にも起
お

こるでしょう。どちらにしても、もし
わたしたちがモーセやエリヤのように神

かみさま

様
に信

しんらい

頼し、したがうことを選
えら

ぶならば、また、
もしわたしたちが犯

おか

した罪
つみ

のゆるしを神
かみさま

様
に求

もと

めるならば、みな、エリヤのように美
うつく

しい天
てん し

使の馬
ばし ゃ

車に乗
の

り、ふるさとへと帰
かえ

る
ことができるでしょう。それはもうすぐです。
あなたもその馬

ばし ゃ

車に乗
の

りたいとは思
おも

いませ
んか？

金
き ん よ う び

曜日

エリシャはたびたび、奇
き せ き

跡の預
よげんしゃ

言者
と呼

よ
ばれてきました。神

かみさま
様が、彼

かれ

をとおしてひじょうに多
おお

くの奇
き せ き

跡を行
おこな

われ
たからです。エリヤが天

てん
に上

あ
げられたすぐ

後
のち

に、ふたつのすごい奇
きせき

跡が起
お

こりました。

エリシャはしばらくの間
あいだ

、エリコにある
学
がっこう

校を手
て つ だ

伝うため、そこにとどまっていま
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した。ある日
ひ

のこと、この町
まち

の男
おとこ

たちが
何
なんにん

人かやってきて、水
みず

の問
もんだい

題について話
はな

し合
あ

っていました。ここの水
みず

は悪
わる

くて飲
の

め
ず、作

さくもつ

物にかけてもよく育
そだ

たないというの
です。このことについて、エリシャは彼

かれ

らに、
何
なに

をするように言
い

いましたか？列
れ つ お う き げ

王記下

2:20,21。

つぎにエリシャは、エリコから別
べつ

の学
がっこう

校
があるベテルへ行

い

きました。そこへ向
む

かう
途
とちゅう

中で、何
なに

が起
お

きましたか？23 節
せつ

。

なんて、いじわるな子
こ

どもたちでしょう！
エリシャのはげた頭

あたま

をばかにしただけでな
く、エリヤを天

てん

に上
あ

げられた神
かみさま

様もばかに
したのです。預

よ げ ん し ゃ

言者は、このような子
こ

ども
たちの行

こうどう

動を大
お お め

目に見
み

てはいけないこと
を知

し

っていました。もしそれをゆるしてお
くなら、他

ほか

にも彼
かれ

らのまねをする者
もの

たちが
現
あらわ

れるでしょう。24 節
せつ

。

もともと優
やさ

しくておだやかなエリシャに
対
たい

して、子
こ

どもたちが無
ぶ れ い

礼で失
しつれい

礼な態
た い ど

度
をとるようなことは、二

に ど

度とあってはなり

ません。預
よ げ ん し ゃ

言者として、悪
あく

を大
お お め

目に見
み

な
いきびしい態

た い ど

度も、時
とき

には必
ひつよう

要でした。

考
かんが

えてみよう：これらの子
こ

どもたちの両
りょうしん

親
が神

かみさま

様と預
よげんしゃ

言者をうやまっていなかったの
で、子

こ

どもたちにも神
かみさま

様をうやまうように
教
おし

えていませんでした。だとしたら、神
かみさま

様
は、もしわたしたちが敬

けい い

意を表
あらわ

すことや、
礼
れいぎただ

儀正しくすることを身
み

につけていなけれ
ば、クマをつかわしてわたしたちに教

おし

えよ
うとなさるのでしょうか？いいえ、そうでは
ありませんが、今

いま

でも神
かみさま

様は、わたしたち
の行

こうどう

動を見
み

ておられます。そして、わたし
たちの天

てん し

使は、わたしたちが大
おと な

人や神
かみさま

様
の働
はたら

き人
びと

に対
たい

して、また神
かみさま

様を礼
れいはい

拝する家
いえ

において、どのようにふるまっているかを
知
し

っているでしょうか？あなたはどう思
おも

いま
すか？神

かみさま

様を礼
れいはい

拝する場
ばし ょ

所で神
かみさま

様とお話
はなし

するとき、畏
おそ

れと尊
そんけい

敬の念
ねん

をもって礼
れいぎただ

儀正
しくふるまうように、両

りょうしん

親が教
おし

えてくれてい
ることを、あなたはうれしく思

おも

いますか？

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★列
れつおうきじょう

王記上 19:2; 列
れ つ お う き げ

王記下

2 章
しょう

★国
くに

と指
し ど う し ゃ

導者 12 章
しょう

p.126-

135
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あのけがのために、エレンは今
いま

でも
体
たいりょく

力が弱
よわ

く、しばしば具
ぐあい

合が悪
わる

くなることがありました。長
なが

い距
き ょ り

離を歩
ある

く
ことも、重

おも
いものを運

はこ
ぶこともできません。

夜
よ る ね

寝 るときには、 た
くさんのまくらを積

つ
み

上
あ

げて、すわっている
ような姿

し せ い
勢をとらない

と、呼
こきゅう

吸をすることも
困
こんなん

難でした。しかし、
イエス様

さま
は彼

かのじょ
女に 幻

まぼろし

を示
しめ

されたとき、彼
かのじょ

女
に特

とくべつ
別な力

ちから
もお与

あた
えになりました。彼

かのじょ
女

はときどき、力
ちからも

持ちの男
おとこ

ですらできないよ
うなことをやってのけました。

あるとき、エレンが家
か ぞ く

族と礼
れいはい

拝をして
いる最

さいちゅう

中に、イエス様
さま

は彼
かのじょ

女に幻
まぼろし

をお
与
あた

えになりました。彼
かのじょ

女は立
た

ちあがって、
家
か ぞ く よ う

族用の大
おお

きくて重
おも

い聖
せいしょ

書がおかれてい
るところに行

い

きました。それは 8 キロほど
もある聖

せいしょ

書でしたが、彼
かのじょ

女はそれを軽
かるがる

々
ともちあげ、左

ひだりて

手でもちつづけたのです。

見
み

ていた家
か ぞ く

族のひとりは、「あんなに重
おも

い聖
せいしょ

書を、あんなふうに長
なが

い時
じ か ん

間もちつ
づけるのは、エレンにはぜったいにでき
ないはずだわ」と言

い

いました。

それを聞
き

いたお母
かあ

さんは、「幻
まぼろし

をみせら
れていないときは、あの聖

せいしょ

書をもちあげる

ことすらできないのよ」と言
い

いました。「イ
エス様

さま

が、特
とくべつ

別な力
ちから

をくださっているのに
ちがいないわ。」

エレンは 30 分
ぷん

ものあいだ、しずかに
部

へ や

屋を歩
ある

きまわりな
がら、この重

おも

い聖
せいしょ

書
を左

ひだりて

手で持
も

ちつづけ
て い た ので す！力

ちからも

持
ちの男

おとこ

の人
ひと

だって、2
分
ふんいじょう

以上もちつづけるの
は無

む り

理でしょう！

また別
べつ

のときには、大
おお

きな重
おも

い聖
せいしょ

書を
左
ひだりて

手で頭
あたま

よりも高
たか

くもちあげました。もう
一
いっぽう

方の手
て

でページをめくり、いろいろな
聖
せ い く

句を指
ゆび

さしました。それらの聖
せ い く

句を見
み

ずに、天
てん

を見
み あ

上げながら、エレンはそれ
をくりかえし声

こえ

に出
だ

して読
よ

みあげました。

「エレンは、自
じ ぶ ん

分が指
ゆび

さしている箇
か し ょ

所
の聖

せ い く

句をわかっているのかい？くりかえし
言
い

っている聖
せ い く

句は、本
ほんとう

当に指
ゆび

でさしている
ところなのだろうか？」人

ひとびと

々はふしぎがり
ます。

エレンの姉
あね

はいすから立
た

ちあがって、
エレンがページをめくって指

ゆび

をさすとき
に、その場

ば し ょ

所をたしかめてみました。する
とまさに、エレンは自

みずか

ら指
ゆび

さしているとこ
ろを完

かん

ぺきにくりかえしているのです。し
かも、まったくそこを見

み

ていないのです。

お話
はな

しひろば 

重
おも

い聖
せ い し ょ

書を持
も

ち上
あ

げる
『少女エレン』よりエイミー・シェラード編

Little Folk Visuals
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幻
まぼろし

のあと、エレンは幻
まぼろし

で見
み

せられたい
くつかのことと、イエス様

さま

が彼
かのじょ

女にお話
はな

し
になったことを、部

へ や

屋にいる人
ひとびと

々に話
はな

しま
した。

ずっとむかし、預
よ げ ん し ゃ

言者ダニエルが幻
まぼろし

を
見
み

せられたとき、彼
かれ

は息
いき

をしていませんで
した ( ダニエル書

しょ

10:17)。幻
まぼろし

を見
み

せられ
たエレンにも、イエス様

さま

は同
おな

じ奇
き せ き

跡を起
お

こ
してくださいました。彼

かのじょ

女の心
しんぞう

臓は動
うご

いて
いるのに、息

いき

をしていないのです。まわり
の人

ひと

たちはなんどか、彼
かのじょ

女が本
ほんとう

当に息
いき

を
していないのか確

たし

かめてみました。そして
とうとう、それが見

み

せかけでないことがわ
かりました。

エレンにとって、イエス様
さま

が彼
かのじょ

女にお
示
しめ

しになったことを語
かた

るため、いろいろ
な場

ば し ょ

所へ出
で

かけて行
い

くのは、決
けっ

してかん
たんなことではありませんでした。内

う ち き

気な
性
せいかく

格で、こわがりで、人
ひとまえ

前で話
はな

すことにな
れていませんでした。その上

うえ

、彼
かのじょ

女はとて
も体

たいりょく

力が弱
よわ

くて、ときには話
はな

そうとしても、
小
こ ご え

声でささやくぐらいしかできませんでし
た。それでもイエス様

さま

は、共
とも

にいて助
たす

け
ると約

やくそく

束してくださったのですから、彼
かのじょ

女
は自

じ ぶ ん

分のできるかぎりのことをしました。

エレンは話
はなし

をする前
まえ

、時
ときどき

々、緊
きんちょう

張して
ふるえることがありました。しかし話

はな

し始
はじ

めると、何
なに

もこわくなくなりました。すぐに
力
ちからづよ

強くすんだ声
こえ

に変
か

わり、すべての人
ひと

によ
く聞

き

こえたのです。

それからまもなく、いたるところで、イ
エス様

さま

がエレンに与
あた

えたメッセージを聞
き

き
たいと、人

ひとびと

々が願
ねが

うようになりました。エ
レンが病

びょうじゃく

弱だったので、姉
あね

のサラや、あ

る女
じょせい

性の友
ゆうじん

人がいつもつきそいました。
当
と う じ

時は、自
じ ど う し ゃ

動車や飛
ひ こ う き

行機がありませんで
したので、旅

たび

をするには汽
き し ゃ

車か船
ふね

、また
は馬

うま

や小
ちい

さな馬
ば し ゃ

車を使
つか

いました。旅
たび

は決
けっ

して心
こ こ ち

地よいものではありませんでした
が、エレンは一

いっしょう

生けんめいでした。

（つづく）
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日
に ち よ う び

曜日

神
か み

様
さま

は、多
おお

くの人
ひと

を助
たす

けるた
めに、エリシャをお用

よう
いになりま

した。ある日
ひ

、大
たいへん

変な問
もんだい

題をかかえた
やもめの女

おんな
の人

ひと
が彼

かれ
をたずねてきまし

た。エリシャは、彼
かのじょ

女の夫
おっと

とは知
し

り合
あ

いでした。神
かみさま

様を愛
あい

し、預
よげんしゃ

言者の
学
がっこう

校の生
せいと

徒でしたが、若
わか

くして死
し

んで
しまったのです。それで残

のこ
された妻

つま
は

やもめとなり、さまざまな問
もんだい

題が彼
かのじょ

女
にのしかかってきました。ある人

ひと
からたく

さんのお金
かね

をかりていて、返
かえ

すお金
かね

がな
いのに返

かえ
してほしいと言

い
われていまし

た。お金
かね

をかした人
ひと

は、もしお金
かね

を返
かえ

さなければ、ふたりの息
むすこ

子をと
りあげて、自

じぶん
分の奴

ど れ い
隷にすると言

い
っ

ています。彼
かのじょ

女は不
ふあん

安でた
まりません！列

れつおうきげ
王記下 4:1。

エリシャはこの貧
まず

しいやも
めの女

おんな

の人
ひと

をかわいそうに思
おも

い、何
なん

とか力
ちから

になってあげたいと思
おも

い
ました。預

よ げ ん し ゃ

言者は、彼
かのじょ

女に何
なに

をたず
ねましたか？彼

かのじょ

女はなんと答
こた

えました
か？2 節

せつ

。

そこでエリシャは、何
なに

をするように言
い

い
ましたか？3,4 節

せつ

。

いったいどうやって、たったひと
びんの油

あぶら

が、そこにあるすべての
つぼをいっぱいにできるというの

天
てん

からの祝
しゅくふく

福
しゅくふくしゅくふく

第
だい

10 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「子
こ

たちよ。わたしたちは言
こ と ば

葉や口
くちさき

先だけで愛
あい

するので

はなく、行
おこない

いと真
しんじつ

実とをもって愛
あい

し合
あ

おうではないか。」

ーヨハネ第
だい

1 の手
て が み

紙 3:18

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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でしょう？しかしそれでも、やもめの女
おんな

の
人
ひと

は家
いえ

に帰
かえ

り、近
きんじょ

所の家
いえいえ

々をまわって借
か

り
られるだけのつぼを借

か

りてくるよう、息
む す こ

子
たちに言

い

いつけました。

近
きんじょ

所の人
ひと

たちは、こころよくつぼを貸
か

し
てくれました。息

む す こ

子たちは、かりたつぼを
すべて家

いえ

にもってきました。それから、エ
リシャに言

い

われたとおり、ドアを閉
し

めまし
た。息

む す こ

子たちは、母
ははおや

親がひとびんの油
あぶら

を
とってつぼに注

そそ

ぎ始
はじ

めるのを、食
く

い入
い

るよ
うに見

み

ていたことでしょう。すると、信
しん

じら
れないことが起

お

きました！母
ははおや

親は次
つぎ

から次
つぎ

へとつぼに油
あぶら

を入
い

れていくのですが、い
つまでたっても油

あぶら

がなくなりません。そし
てとうとう、全

ぜ ん ぶ

部のつぼがいっぱいになっ
たのです。6 節

せつ

。

感
かんしゃ

謝の気
き も

持ちでいっぱいの母
ははおや

親は、エ
リシャのもとへと急

いそ

ぎました。7 節
せつ

。

その夜
よる

、この小
ちい

さな家
か ぞ く

族は、神
かみさま

様への
感
かんしゃ

謝をあらわす特
とくべつ

別な礼
れいはい

拝をささげまし
た。借

か

りたお金
かね

は、すべて返
かえ

すことができ
ました。ふたりの息

む す こ

子は、奴
ど れ い

隷にならず
にすみました。そして、残

のこ

ったお金
かね

で暮
く

ら
すことができたのです。

考
かんが

えてみよう：この物
ものがたり

語は、神
かみさま

様にでき
ないことは何

なに

もないということを、わたし
たちに教

おし

えてくれているのではないでしょう
か？

月
げ つ よ う び

曜日

アハブが死
し

んで、息
むすこ

子のヨラムがイ
スラエルの王

おう
となったあと、モア

ブの王
おう

は何
なに

をしましたか？列
れつおうきげ

王記下 3:5。

アハブがまだ生
い

きていたころ、モアブの王
おう

は毎
まいとしなに

年何をしていましたか？4 節
せつ

。

ヨラムは、戦
たたか

いの助
すけ

っ人
と

として、ユダの
王
おう

とエドムの王
おう

を仲
な か ま

間に引
ひ

き入
い

れました。
彼
かれ

らは、モアブへ行
い

くのに回
まわ

り道
みち

をしよう
と決

き

めたのですが、まもなく問
もんだい

題がおきま
した。どのような問

もんだい

題でしたか？9 節
せつ

。

自
じ ぶ ん

分たちがするべきことを教
おし

えてくれる
預
よ げ ん し ゃ

言者がいないかユダの王
おう

がたずねる
と、召

めしつか

使いのひとりが、エリシャの名
な

を
出
だ

しました。そこで 3 人
にん

の王
おう

は、助
たす

けを
求
もと

めにエリシャのところへ行
い

きました。エ
リシャはヨラムに、なぜアハブやイゼベル
の神

かみがみ

々を拝
おが

む預
よ げ ん し ゃ

言者たちに助
たす

けを求
もと

めな
いのかとたずねましたが、ヨラムはただ、
言
い

い訳
わけ

をするばかりでした。ヨラムは、こ
れらの神

かみがみ

々や預
よ げ ん し ゃ

言者たちが、だれをも助
たす

けることができないのを知
し

っていたにちが
いありません。

エリシャは、ヨラムといっしょにいたユ
ダの王

おう

が、真
しん

の神
かみさま

様を礼
れいはい

拝していること
を知

し

っていましたので、ヨラムは助
たす

けら
れるにふさわしい人

ひと

ではありませんでし
たが、彼

かれ

らを助
たす

けてくださるよう神
かみさま

様に
お祈

いの

りしました。そこで神
かみさま

様は、どのよ
うな奇

き せ き

跡を起
お

こすとおっしゃいましたか？
16-18 節

せつ

。

その奇
き せ き

跡は、いつ起
お

こりましたか？20

節
せつ

。

ところが、奇
き せ き

跡はふたつも起
お

きました。
その朝

あさ

、敵
てき

が谷
たにぞこ

底をのぞいてみると、彼
かれ

らの目
め

には水
みず

がどのように見
み

えましたか？
「やつらは、互

たが

いに殺
ころ

しあったんだ」と
敵
てき

は思
おも

いました。「ようし、やつらの家
か ち く

畜
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や見
み

つけたもの全
ぜ ん ぶ

部をちょうだいしてこよ
うじゃないか。」しかし、彼

かれ

らはまちがっ
ていました。神

かみさま

様が、その日
ひ

イスラエル
に勝

しょうり

利をお与
あた

えになったのです。23,24

節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：わたしたちのすばらしい
神
かみさま

様は、この時
とき

も、愛
あい

と忍
にんたい

耐を示
しめ

してくだ
さいましたか？

火
か よ う び

曜日

エリシャはたびたび、あちらこちらに
ある預

よげんしゃ
言者の学

がっこう
校をおとずれてい

ました。いちど、ギルガルの学
がっこう

校へ行
い

った
ときのことです。おそらく、そこで授

じゅぎょう
業を

教
おし

えていたのでしょう。食
しょくじ

事の時
じかん

間になり、
エリシャはしもべに、大

おお
きななべを持

も
って

きて、みんなのために煮
に も の

物をつくるように
言
い

いつけました。そのころ、イスラエルの
地
ち

では何
なに

が起
お

きていましたか？食
た

べ物
もの

は、
たくさんありましたか？列

れつおうきげ
王記下 4:38。

なぜ、イスラエルにふたたび飢
き

きんが
起
お

こったのかについて、聖
せいしょ

書は何
なに

も語
かた

って
いません。もしかすると神

かみさま

様は、イスラエ
ルの人

ひと

の多
おお

くがサタンに従
したが

っていたので、
祝
しゅくふく

福したくてもできないことを人
ひとびと

々に思
おも

い
出
だ

させたかったのかもしれません。

生
せ い と

徒 の ひとりが 畑
はたけ

に出
で

か けて行
い

き、
煮
に も の

物を作
つく

るための材
ざいりょう

料を集
あつ

めてきました。
彼
かれ

は、ぶどうの木
き

についた野
の

うりの実
み

を見
み

つけて、おそらく喜
よろこ

んだことでしょう。彼
かれ

は何
なに

をしましたか？39 節
せつ

。

今
いま

はもう、全
ぜんいん

員おなかがぺこぺこです。
煮
に も の

物ができあがると、すわって食
た

べようと

しました。エリシャもそこにいて、だれも
がおいしい食

しょくじ

事を楽
たの

しみにしていました。
食
た

べ始
はじ

めると、とつぜん何
なに

かが変
へん

だと気
き

づきました。煮
に も の

物は、おかしな味
あじ

がしま
す。すぐに、何

なに

か毒
どく

のあるものが入
はい

って
いるのだとわかりました。どんなにがっか
りしたことでしょう！彼

かれ

らはおなかがすいて
たまらないのに、結

けっきょく

局、食
た

べられるもの
が何

なに

もありません。しかし神
かみさま

様は、エリシャ
にやるべきことを教

おし

えてくださいました。
40,41 節

せつ

。

生
せ い と

徒たちはふたたび、最
さ い ご

後の最
さ い ご

後にお
いしい食

しょくじ

事が食
た

べられるようにして下
くだ

さっ
た神

かみさま

様に、感
かんしゃ

謝の祈
いの

りをささげたことでしょ
うね。

考
かんが

えてみよう：目
め

には見
み

えなくても、
神
かみさま

様と天
て ん し

使たちがいつも自
じぶ ん

分と共
とも

にいて
くれることを、エリシャは知

し

っていました。
神
かみさま

様と天
てん し

使たちは、わたしたちのそばにも
いてくれますか？あなたは、そのことをうれ
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しく思
おも

いますか？

水
す い よ う び

曜日

飢
き

きんがなおもイスラエルでつづい
ていたころ、エリシャはふたたび、

ギルガルにある預
よげんしゃ

言者の学
がっこう

校をおとずれ
ました。ある日

ひ
、だれかがエリシャに食

た
べ

物
もの

をもってきました。列
れつおうきげ

王記下 4:42。

その人
ひと

が親
しんせつしん

切心から食
た

べ物
もの

をもってき
てくれたことに、エリシャは感

かんしゃ

謝しました。
彼
かれ

はしもべに、その食
た

べ物
もの

を人
ひとびと

々に分
わ

け
与
あた

えるよう言
い

いつけましたが、ひとつ問
もんだい

題
がありました。そこには、100 人

にん

ほどの
人
ひと

がいました。どう見
み

ても、それだけの人
ひと

を食
た

べさせるのに、これだけの量
りょう

では足
た

り
ません。本

ほんとう

当に、これっぽっちの食
た

べ物
もの

でも、そこにいるみんなにくばるべきでしょ
うか？半

はんぶん

分の人
ひと

たちにも、きっと足
た

りない
でしょう。

それでも、エリシャの言
い

うことは変
か

わり
ません。しかも、食

た

べ物
もの

はかならず余
あま

る
から、というのです。そこで、しもべは
預
よ げ ん し ゃ

言者の言
い

うとおりにしました。エリシャ
は正

ただ

しかったですか？43,44 節
せつ

。

このときもまた、食
た

べ物
もの

は全
ぜんいん

員にじゅう
ぶん行

ゆ

きわたり、余
あま

ったほどでした。神
かみさま

様
は、もしわたしたちが神

かみさま

様に信
しんらい

頼してした
がうならば、できないことは何

なに

もないこと
を、ふたたび示

しめ

してくださったのです。

考
かんが

えてみよう：ピリピ 4:19を読
よ

んでく
ださい。この聖

せ い く

句は何
なに

を教
おし

えています
か？神

かみさま

様は、わたしたちが欲
ほ

しいものや、
必
ひつよう

要なものをすべて与
あた

えてくださると言
い

っ

ているのでしょうか？あなたが欲
ほ

しいと思
おも

う
もので、必

ひつよう

要でないものはありますか？

木
も く よ う び

曜日

エリシャは、よく旅
たび

をしました。た
くさんの人

ひと
を教

おし
え、助

たす
けながら、

場
ばしょ

所から場
ばしょ

所へとわたり歩
ある

きました。

彼
かれ

がよく通
かよ

っていた、シュネムという町
まち

がありました。ある裕
ゆうふく

福な夫
ふ う ふ

婦がそこに住
す

んでいて、エリシャはシュネムを通
とお

るたび
に、彼

かれ

らの家
いえ

に立
た

ち寄
よ

りました。この夫
ふ う ふ

婦
には、エリシャが神

かみさま

様の特
とくべつ

別なしもべであ
ることが分

わ

かりました。彼
かれ

らはエリシャが
来
く

るのをとても楽
たの

しみにしていて、彼
かれ

のた
めにいつもおいしい食

しょくじ

事を用
よ う い

意しました。

ある日
ひ

、妻
つま

はある思
おも

いつきを夫
おっと

に話
はな

し
ます。それは何

なに

でしたか？列
れ つ お う き げ

王記下 4:9,10。
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夫
おっと

も賛
さんせい

成してくれました。完
かんせい

成した客
きゃくしつ

室
はとても心

こ こ ち

地よく、すてきなお部
へ や

屋でした。
エリシャは、自

じ ぶ ん

分のための部
へ や

屋をとても
感
かんしゃ

謝しました。

ある旅
たび

の途
とちゅう

中、エリシャはその部
へ や

屋で
休
やす

みながら、この夫
ふ う ふ

婦の親
しんせつ

切について考
かんが

えていました。また彼
かれ

らに、どうやって
感
かんしゃ

謝の気
き も

持ちをあらわしたらよいか、思
おも

いめぐらしていました。エリシャはしもべ
のゲハジを呼

よ

び、その家
いえ

の女
おんな

の人
ひと

と話
はなし

を
して、彼

かのじょ

女が特
とくべつ

別に欲
ほ

しいものは何
なに

かを
聞
き

き出
だ

してほしいと言
い

いました。

ゲハジは女
おんな

の人
ひと

に、エリシャが彼
かのじょ

女に
何
なに

かしてあげたいと考
かんが

えていることを告
つ

げ
ましたが、彼

かのじょ

女は何
なに

も思
おも

いつきませんで
した。その後

あと

、ゲハジはどんな提
ていあん

案をし
ましたか？14 節

せつ

。

当
と う じ

時、子
こ ど も

供をもつことは、とても重
じゅうよう

要な
ことでした。しかしこの女

おんな

の人
ひと

は、もう赤
あか

ん坊
ぼう

を産
う

むのぞみを捨
す

ててしまっていまし
た。エリシャは、これこそが彼

かのじょ

女のために
できる一

いちばん

番すばらしいことだとわかったの
です。女

おんな

の人
ひと

に向
む

かって、彼
かのじょ

女が１年
ねん

の
うちに子

こ ど も

供を産
う

むことを告
つ

げたとき、彼
かのじょ

女
にはとうてい信

しん

じられませんでした。とこ
ろがなんと、預

よ げ ん し ゃ

言者の言
こ と ば

葉どおりになりま
した。かけがえのない、かわいい男

おとこ

の子
こ

がうまれたのです。

考
かんが

えてみよう：「おもてなし」は、とても
大
だい じ

事な言
こ と ば

葉です。それは、思
おも

いやりと親
した

しみをもって、人
ひと

の役
やく

に立
た

つことです。こ
の世

よ

の中
なか

で人
ひとびと

々は、せわしく、しばしば
自
じぶんちゅうしん

分中心で、礼
れ い ぎ し

儀知らずで、思
おも

いやりが
たりません。神

かみさま

様はわたしたちに、親
しんせつ

切な

もてなしと思
おも

いやりを他
た

の人
ひとびと

々にあらわす
よう、のぞんでおられます。イエス様

さま

は子
こ

どもだったころ、あまり食
た

べ物
もの

がないとき
でも、しばしば人

ひとびと

々にわけてあげました。

金
き ん よ う び

曜日

エリシャの約
やくそく

束どおり、部
へ や

屋を作
つく

っ
てくれたこの親

しんせつ
切なふたりには、

男
おとこ

の子
こ

がうまれました。この子
こ

が大
おお

きく
なったある日

ひ
、父

ちちおや
親と畑

はたけ
へ出

で
かけました。

何
なに

が起
お

こったのかくわしくはわかりません
が、朝

あさ
のうちに子

こ
どもの具

ぐ あ い
合はとてもわ

るくなり、しもべのひとりが彼
かれ

を家
いえ

へつれ
て帰

かえ
りました。母

ははおや
親は、男

おとこ
の子

こ
をひざの

上
うえ

に寝
ね

かせましたが、ひどく心
しんぱい

配だった
にちがいありません。しかし、看

かんびょう
病のか

いもなく、お昼
ひるまえ

前にはどうなりましたか？
列
れつおうきげ

王記下 4:18-20。

こんなおそろしいことが、これほど急
きゅう

に
起
お

きるなんてことがあるでしょうか？神
かみさま

様
はなぜ大

たいせつ

切な子
こ

どもを与
あた

えておいて、死
し

なせるのでしょうか？

今
いま

できることはただひとつ、１分
ぷん

たりと
も無

む だ

駄にしないで、エリシャをさがしに行
い

くことでした。長
なが

い旅
たび

になりそうでしたが、
そんなことは気

き

になりません。27-30 節
せつ

。

ゲハジは道
みち

をいそぎました。シュネムの
家
いえ

に着
つ

くと、エリシャに言
い

われたとおりの
ことをしましたが、何

なに

も起
お

こりません。彼
かれ

はエリシャにそのことを言
い

おうと、大
おおいそ

急ぎ
でもどりました。

ようやく到
とうちゃく

着したエリシャは、すぐに
自
じ ぶ ん

分のためにつくられた部
へ や

屋へあがりまし
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た。彼
かれ

のベッドには、あの愛
あい

らしい男
おとこ

の
子
こ

が横
よこ

たわっています。もう死
し

んでいるの
です！エリシャは、ひとりきりで神

かみさま

様と話
はな

す必
ひつよう

要がありました。そして、神
かみさま

様は彼
かれ

の祈
いの

りを聞
き

いてくださいました。男
おとこ

の子
こ

は
とつぜん、大

おお

きく息
いき

をすいこんで、くしゃ
みをしたのです。しかも、いちどだけでは
ありません！7 回

かい

もくしゃみをしたのです。
それから男

おとこ

の子
こ

は目
め

をあけて、あたりを
見
み ま わ

回しました。もう頭
あたま

はいたくありません。
すっかりよくなったのです。

ゲハジが、すぐに母
ははおや

親を呼
よ

んできまし
た。母

ははおや

親もずっと祈
いの

っていたと思
おも

います
か？部

へ や

屋へ来
く

るように呼
よ

ばれた彼
かのじょ

女は、
走
はし

ってきました。36,37 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：あなたは、ハッピーエン
ドの物

ものがたり

語が好
す

きですか？だれでも好
す

きです
よね。神

かみさま

様がエリシャの祈
いの

りを聞
き

いてくだ
さって、本

ほんとう

当によかったですね。しかし、
この男

おとこ

の子
こ

は、そのあと永
えいえん

遠に生
い

きつづ
けたでしょうか？いいえ、そうではありませ

ん。もちろん彼
かれ

も、年
とし

をとってから死
し

にま
した。ほとんどの場

ば あ い

合、大
お と な

人でも子
こ

ども
でも、いちど眠

ねむ

りについたら〔死
し

んだら〕、
そのまま眠

ねむ

らせておくのが最
さいぜん

善であること
を、神

かみさま

様はご存
ぞん

じなのです。けれども神
かみさま

様
を愛

あい

し、神
かみさま

様に信
しんらい

頼して従
したが

ったすべての
人
ひと

たちには、ハッピーエンドがあるのです。
いつの日

ひ

か神
かみさま

様は、ながく眠
ねむ

っている彼
かれ

ら
を目

め ざ

覚めさせ、永
えいえん

遠に生
い

きる者
もの

として下
くだ

さ
ることを、いつも覚

おぼ

えているようにしましょ
う！

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★列
れつおうきじょう

王記上 4 章
しょう

★国
くに

と指
しどうしゃ

導者 p.204-211
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再
さ い

臨
りんしんと

信徒たちは、イエス様
さま

が天
てん

の
聖
せいじょ

所にある至
しせいじょ

聖所での働
はたら

きを終
お

えられるのは、そう遠
とお

くないだろうと考
かんが

え
ていました。至

しせいじょ
聖所での働

はたら
きを終

お
えられ

たら、イエス様
さま

は約
やくそく

束どおり雲
くも

に乗
の

ってこ
られるのです。

しかし、信
しんじゃ

者
た ち は 聖

せいしょ

書 を
勉
べんきょう

強してはいま
したが、イエス
様
さま

の再
さいりん

臨の前
まえ

に
起
お

こるだろうと
預
よ げ ん し ゃ

言者らが語
かた

っ
たことの多

おお

くを、
まだ学

まな

んでいま
せんでした。ひ
とつには、イエス様

さま

が来
こ

られるというよ
い知

し

らせ、そしてイエス様
さま

のおいでにどう
やって備

そな

えるか。世
よ

の終
お

わりがやってくる
前
まえ

に、そういったことを全
ぜ ん せ か い

世界に伝
つた

えなけ
ればなりません。マタイ 24:14。

再
さ い り ん し ん と

臨信徒たちを助
たす

けるための預
よ げ ん し ゃ

言者と
して、イエス様

さま

はエレンをお選
えら

びになりま
した。ですからサタンは、エレンがイエ
ス様

さま

から与
あた

えられたメッセージを広
ひろ

めよう
とするのを、いつもじゃましようとしまし
た。

あるときエレンは、ひどくのどが痛
いた

んで、

それが何
なんにち

日もつづきました。声
こえ

はしわが
れてしまい、ささやくことすらほとんどでき
ませんでした。それなのに、もうすぐ集

しゅうかい

会
でお話

はなし

をしなくてはいけないのです。「ど
うしよう？」エレンは心

こころ

の中
なか

でさけびまし
た。しかし、それでも集

しゅうかい

会に行
い

くことに決
き

め、イエス様
さま

にすべて任
まか

せ
ることにしま
した。話

はな

し始
はじ

めたら、ささ
やくぐらいの
声
こえ

しかでませ
んでした。と
ころが数

すうふん

分の
うちに、彼

かのじょ

女
の声

こえ

は、はっきり力
ちからづよ

強くなってきました。
もうすっかり、 のどの痛

いた

みは消
き

え、 ２
時
じ か ん ち か

間近くも語
かた

りつづけたのです。イエス様
さま

が奇
き せ き

跡を起
お

こしてくださったので、人
ひとびと

々は
イエス様

さま

からのメッセージを聞
き

くことがで
きました。

エレンが各
か く ち

地を旅
たび

してまわっていると、
時
ときどき

々、若
わか

い男
おとこ

の人
ひと

たちが彼
かのじょ

女のお供
とも

をし
て、お世

せ わ

話を手
て つ だ

伝いたいと申
もう

し出
で

ることが
ありました。しかしエレンは、ていねいに
断
ことわ

りました。彼
かのじょ

女が安
あんしん

心していっしょに旅
たび

することができるのは、ひとりの男
だんせい

性だけ
でした。彼

かれ

はエレンが出
で あ

会った若
わか

い働
はたら

き

お話
はな

しひろば 

嵐
あらし

の中
なか

でイエスに信
し ん ら い

頼する
『少女エレン』よりエイミー・シェラード編

Little Folk Visuals
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人
びと

で、名
な ま え

前をジェームス・ホワイトといい
ます。再

さ い り ん し ん と

臨信徒たちにメッセージを伝
つた

える
ために、いろいろな場

ば し ょ

所へ行
い

った経
けいけん

験の
ある人

ひと

でした。

エレンとジェームスは、お互
たが

いをよく知
し

るようになるにつれて、いっしょに話
はな

した
り祈

いの

ったりするようになりました。イエス
様
さま

がみちびいておられるのをふたりとも
知
し

っていましたし、イエス様
さま

のご計
けいかく

画にし
たがう決

けっしん

心をしたいと願
ねが

っていました。い
つしか心

こころ

から愛
あい

し合
あ

うようになり、それが
イエス様

さま

ののぞんでおられることだと確
かくしん

信
したとき、ふたりは結

けっこん

婚しました。こうして、
エレン・ハーモンはエレン・ホワイトとなっ
たのです。

夫
おっと

から愛
あい

されているという幸
こうふくかん

福 感と
安
あんしんかん

心感にひたりながら、エレンはこれまで
以
いじょう

上に神
かみ

さまのための働
はたら

きに精
せい

を出
だ

しまし
た。ジェームスも、イエス様

さま

が与
あた

えてくだ
さった体

からだ

の弱
よわ

い妻
つま

をささえるために、これ
まで以

いじょう

上にがんばりました。夫
ふ う ふ

婦となった
ふたりは、ともに各

か く ち

地をめぐって旅
たび

をつづ
けます。しばしば彼

かれ

らは、馬
うま

や馬
ば し ゃ

車に乗
の

っ
て旅

たび

をしました。遠
とお

い場
ば し ょ

所へ行
い

くときには、
汽
き し ゃ

車に乗
の

ることもありました。また時
とき

には、
船
ふね

に乗
の

ることもありました。

あるとき、船
ふね

で旅
たび

をしていると、ひどい
嵐
あらし

にあいました。風
かぜ

はもうれつに吹
ふ

き荒
あ

れ、波
なみ

は高
たか

くうねっています。船
ふね

は右
みぎ

へ
左
ひだり

へとはげしくゆれ、波
なみ

は窓
まど

をつきやぶっ
て中

なか

へ入
はい

ってきます。「船
ふね

がしずむぞ！」
乗
じょうきゃく

客たちが叫
さけ

びます。「もう二
に ど

度と、陸
りく

に
はたどりつけない！」

おおぜいの人
ひと

たちが、泣
な

き叫
さけ

んでいま

す。ひざまずいて、ひっしで神
かみさま

様に祈
いの

って
いる人

ひと

たちもいました。

ひとりの女
じょせい

性が、「あなたは怖
こわ

くないの
ですか？」とエレンにたずねました。「わ
たしたち全

ぜんいん

員、おぼれ死
し

んでしまうかもし
れないことが、お分

わ

かりですか？」

「怖
こわ

くはありません」とエレンは答
こた

えまし
た。「神

かみさま

様は、嵐
あらし

のこともすべてご存
ぞん

じで
すから。神

かみさま

様は、わたしたちを安
あんぜん

全に陸
りく

へと導
みちび

くこともできるのです。」エレンはこ
う言

い

って、おびえている女
じょせい

性を安
あんしん

心させよ
うとしました。

たしかに神
かみさま

様は、この船
ふね

を安
あんぜん

全に陸
りく

へ
と導

みちび

いてくださいました。乗
じょうきゃく

客も船
せんちょう

長も、
またエレンもジェームスも感

かんしゃ

謝をささげま
した。サタンが彼

かれ

らを滅
ほろ

ぼすことがないよ
うに、イエス様

さま

が守
まも

ってくださったことを、
みんなは知

し

ったのでした。

（つづく）
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日
に ち よ う び

曜日

この女
おんな

の子
こ

の名
な ま え

前は知
し

りませんの
で、とりあえず、小

ちい
さなお手

て つ だ
伝い

さんと呼
よ

ぶことにしましょう。彼
かのじょ

女の両
りょうしん

親
はイスラエルに住

す
んでいて、神

かみさま
様に忠

ちゅうじつ
実な

人
ひと

たちでした。この小
ちい

さなお手
て つ だ

伝いさんが
生
う

まれたときから、両
りょうしん

親はこの子
こ

に、 心
こころ

をつくして神
かみさま

様を愛
あい

し、神
かみさま

様に信
しんらい

頼するこ
とを教

おし
えました。この子

こ
も両

りょうしん
親もエリシャ

のことを知
し

っていて、おそらく母
ははおや

親が、エ
リシャが人

ひとびと
々を助

たす
けた話

はなし
や、彼

かれ
をとおして

なされた神
かみさま

様の数
かずかず

々のすばらしい奇
き せ き

跡に
ついて、語

かた
りきかせていたのでしょう。

小
ちい

さなお手
て つ だ

伝いさんは、心
こころ

をつくして
神
かみさま

様を愛
あい

していました。彼
かのじょ

女は、生
い

きて
いるかぎり何

なに

が起
お

ころうとも、神
かみさま

様に信
しんらい

頼
することを決

けっしん

心していました。そして一
いっしょう

生
のうちに、いろいろなたくさんのことが、
彼
かのじょ

女に起
お

ころうとしていました！

シリア王
おうこく

国は、小
ちい

さなお手
て つ だ

伝いさんの
ふるさとであるイスラエル王

おうこく

国のとなりに

あり、これら２つの国
くに

は敵
てきたい

対していました。
シリア人

びと

がイスラエルの町
まち

のひとつをうば
いとったとき、アハブ王

おう

はそれを取
と

り返
かえ

そ
うと戦

たたか

いましたが、イスラエルは戦
たたか

いにや
ぶれ、アハブは命

いのち

をおとしました。その
時
とき

から、イスラエルのだれも予
よ き

期しないと
きに、シリアの兵

へいたい

隊がイスラエルをおそっ
てくるようになりました。そのようなときに、
小
ちい

さなお手
て つ だ

伝いさんは、シリアへとさらわ
れていったのでした。彼

かのじょ

女は、どんなに
こわい思

おも

いをしたことでしょう！また彼
かのじょ

女の

忠
ちゅうじつ

実な奴
ど れ い

隷

第
だい

11 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「子
こ

をその行
い

くべき道
みち

に従
したが

って教
おし

えよ。そうすれば年
と し お

老

いても、それを離
はな

れることがない。」

ー箴
しんげん

言 22:6

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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両
りょうしん

親は、どれほど悲
かな

しんだことでしょう！

もしかすると小
ちい

さなお手
て つ だ

伝いさんは、エ
ジプトにつれて行

い

かれたヨセフのことを思
おも

い出
だ

していたかもしれません。実
じっさい

際にいま、
ヨセフのように決

けつだん

断をしなくてはいけませ
ん。彼

かのじょ

女は神
かみさま

様を愛
あい

し、神
かみさま

様に信
しんらい

頼しつ
づけるでしょうか？心

こころ

は悲
かな

しみでいっぱい
でしたが、彼

かのじょ

女はヨセフと同
おな

じ選
えら

びをしま
した。この先

さきなに

何が起
お

ころうとも、神
かみさま

様を愛
あい

し、神
かみさま

様に信
しんらい

頼し、従
したが

いつづけるのです。

考
かんが

えてみよう：シリア人
びと

にさらわれ、愛
あい

する両
りょうしん

親と家
いえ

からひき離
はな

されたとき、小
ちい

さ
なお手

てつ だ

伝いさんが何
なんさい

才だったかは分
わ

かり
ません。あなたと同

おな

じぐらいの年
とし

だったか
もしれませんね。あなたはもう、彼

かのじょ

女と同
おな

じ選
えら

びをしていますか？

月
げ つ よ う び

曜日

小
ち い

さなお手
て つ だ

伝いさんは、シリアの
兵
へいたい

隊に捕
つか

まってしまいました。そ
して、ダマスカスという、シリアの王

おう
が住

す

む町
まち

につれていかれました。そこでヨセフ
のように、あるえらい人

ひと
の家

いえ
の奴

ど れ い
隷となっ

たのです。その人
ひと

はナアマンという将
しょうぐん

軍で、
王
おう

の軍
ぐんたい

隊の指
し き か ん

揮官でした。列
れつおうきげ

王記下 5:1,2。

小
ちい

さなお手
て つ だ

伝いさんはナアマン夫
ふ じ ん

人に
仕
つか

えることになり、夫
ふ じ ん

人のためにいっしょ
うけんめい働

はたら

きました。彼
かのじょ

女は明
あか

るくて、
お手

て つ だ

伝いが上
じょうず

手でした。しかしまもなくし
て、ナアマン夫

ふ じ ん

人が何
なに

かを心
しんぱい

配して、悲
かな

しんでいるのがわかりました。その理
り ゆ う

由を
知
し

った小
ちい

さなお手
て つ だ

伝いさんも、悲
かな

しくなり
ました。

ナアマン将
しょうぐん

軍が、とても悪
わる

い病
びょうき

気にか
かってしまったのです。それはライ〔ハン
セン〕病

びょう

といって、昔
むかし

はなおらない病
びょうき

気
でした。イスラエルの国

くに

では、ライ病
びょう

に
かかった人

ひと

は、罪
つみ

を犯
おか

したせいで神
かみさま

様か
らの罰

ばつ

を受
う

けているのだと考
かんが

えられていま
した。患

かんじゃ

者たちは、他
た

の人
ひと

に近
ちか

づくことさ
えできません。しかし、小

ちい

さなお手
て つ だ

伝いさ
んは、自

じ ぶ ん

分を守
まも

ってくださる神
かみさま

様に信
しんらい

頼し
ていたので、恐

おそ

れませんでした。

小
ちい

さなお手
て つ だ

伝いさんは、エリシャのこと
ばかり考

かんが

えていました。また、神
かみさま

様が人
ひとびと

々
を助

たす

けるために、彼
かれ

を通
とお

してなさった数
かずかず

々
の奇

き せ き

跡のことも考
かんが

えていました。エリシャ
はナアマン将

しょうぐん

軍も助
たす

けることができるにち
がいない、と彼

かのじょ

女は思
おも

いました。ある日
ひ

、
小
ちい

さなお手
て つ だ

伝いさんは、このことをナアマ
ン夫

ふ じ ん

人に話
はな

します。列
れ つ お う き げ

王記下 5:3。

小
ちい

さなお手
て つ だ

伝いさんは、ナアマン将
しょうぐん

軍
が必

かなら

ずいやされると信
しん

じていました。小
ちい

さなお手
て つ だ

伝いさんの言
い

ったことをナアマン
夫
ふ じ ん

人が夫
おっと

に伝
つた

えると、彼
かれ

は何
なに

をしました
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か？4 節
せつ

。

王
おうさま

様も、喜
よろこ

んで協
きょうりょく

力してくれました。
部
ぶ か

下であるこの将
しょうぐん

軍はいい人
ひと

で、優
ゆうしゅう

秀な
兵
へ い し

士だったからです。もし彼
かれ

がいやされる
のなら、それはすばらしいことです。王

おうさま

様
はただちに、何

なに

をしましたか？5,6 節
せつ

。

小
ちい

さなお手
て つ だ

伝いさんとナアマン夫
ふ じ ん

人は、
どんなにわくわくして喜

よろこ

んだことでしょう！

考
かんが

えてみよう：小
ちい

さなお手
てつ だ

伝いさんにし
てみれば、「わたしのことをさらっていった
のだから、ナアマン将

しょうぐん

軍がライ病
びょう

になって
いい気

き み

味だわ」と考
かんが

えてもおかしくなかっ
たでしょうが、彼

かのじょ

女は将
しょうぐん

軍と夫
ふじ ん

人に対
たい

して
どう感

かん

じましたか？

火
か よ う び

曜日

サマリヤにあるイスラエルの王
おう

の
宮
きゅうでん

殿では、ナアマン将
しょうぐん

軍が到
とうちゃく

着
したとき、かなりの驚

おどろ
きと不

ふ あ ん
安がありま

した。ナアマン将
しょうぐん

軍があずかったシリア
の王

おうさま
様からの手

て が み
紙を読

よ
んだイスラエルの

王
おうさま

様は、恐
おそ

ろしさと怒
いか

りのあまり、衣
ころも

を
裂
さ

いたのでした。シリアの王
おう

は、いった
いどうして、イスラエルの王

おう
である自

じぶん
分が

ライ病
びょう

をなおせると思
おも

ったのか？ライ病
びょう

なんて、だれもなおせるわけがない！シリ
アの王

おう
はただ、無

む り な ん だ い
理難題〔解

かいけつ
決できない

問
もんだい

題やむちゃな言
い

いがかり〕をふっかけて、
戦
せんそう

争を始
はじ

めようという魂
こんたん

胆〔たくらみ〕な
のだろう！列

れつおうきげ
王記下 5:7。

ある人
ひと

がエリシャの家
いえ

へかけこんでき
て、その出

で き ご と

来事を知
し

らせました。エリシャ
は、王

おう

が力
ちから

ある神
かみさま

様のことを少
すこ

しも思
おも

い

出
だ

さなかったこと
を残

ざんねん

念に思
おも

いまし
た。8 節

せつ

。

まもなく、ナア
マンとお供

とも

の兵
へ い し

士
たちがエリシャの
家
いえ

に や ってきま
した。彼

かれ

らは預
よ げ ん し ゃ

言者に会
あ

うために、玄
げんかん

関
のところで待

ま

っています。ところが、家
いえ

か
ら出

で

てきたのはエリシャのしもべだけでし
た。ナアマン将

しょうぐん

軍の驚
おどろ

きぶりを想
そうぞう

像して
みて下

くだ

さい！将
しょうぐん

軍は身
み ぶ ん

分の高
たか

いえらい人
ひと

ですから、人
ひとびと

々からあがめられることに慣
な

れていました。それなのにこの預
よ げ ん し ゃ

言者は、
自
みずか

ら出
で

てきてあいさつもしないで、しも
べに用

ようけん

件を伝
つた

えさせるとは、なんと無
ぶ れ い

礼
〔失

しつれい

礼〕な！しかも、いやされるためにや
るべきことを聞

き

いた将
しょうぐん

軍は、これ以
いじょう

上の
侮
ぶじょく

辱〔相
あ い て

手を軽
かろ

んじはずかしめること〕
はないと感

かん

じました。9-12 節
せつ

。

たしかにヨルダン川
がわ

は、ダマスカスにあ
る川

かわ

とくらべると、決
けっ

してきれいとはいえ
ない川

かわ

だったのです。また時
とき

には、泥
どろ

で
かなりにごることもありました。

預
よ げ ん し ゃ

言者のしもべであるゲハジは、ナアマ
ン将

しょうぐん

軍が馬
うま

と馬
ば し ゃ

車の向
む

きを変
か

えて、去
さ

っ
て行

い

くのを見
み

ていました。将
しょうぐん

軍のあとをつ
いていった部

ぶ か

下たちは、がっかりしていま
した。おそらくエリシャも、そのようすを
窓
まど

から見
み

ていたことでしょう。でも彼
かれ

は、
心
しんぱい

配していませんでした。神
かみさま

様がしなさい
と言

い

われたことを、そのとおり行
おこな

ったから
です。

考
かんが

えてみよう：ナアマン将
しょうぐん

軍は、この時
とき
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もう神
かみさま

様のことを知
し

っていましたか？彼
かれ

は、
謙
けん

そん〔へりくだること〕とはどういうこと
かを、知

し

っていましたか？

水
す い よ う び

曜日

エリシャの家
いえ

を去
さ

ったとき、ナアマ
ン将

しょうぐん
軍は、侮

ぶじょく
辱〔相

あ い て
手を軽

かろ
んじ

てはずかしめること〕されたと思
おも

ってとて
も腹

はら
を立

た
てていたため、馬

ばしゃ
車を全

ぜんそくりょく
速力で

走
はし

らせていたかもしれません。でも部
ぶ か

下
たちは、けん命

めい
に将

しょうぐん
軍の馬

ば し ゃ
車に追

お
いつい

て、彼
かれ

をなだめようとしました。ナアマン
将
しょうぐん

軍は、彼
かれ

らの話
はなし

を聞
き

くことにしました。
列
れつおうきげ

王記下 5:13。

たしかにそうでした。もしエリシャが何
なに

かむずかしいことをしなさいと言
い

ったなら
ば、そうしていたでしょう。ナアマン将

しょうぐん

軍は、
少
すこ

しおちついて考
かんが

えました。それからくる
りと向

む

きを変
か

え、ヨルダン川
がわ

のほうへと向
む

かいました。あの川
かわ

に 7 回
かい

も体
からだ

をしずめ
たら何

なに

かが変
か

わるなんて、想
そうぞう

像もできませ
んでしたが、とにかく、やってみることに
しました。そして、本

ほんとう

当にやってみました。

部
ぶ か

下たちは川
か わ ぞ

沿いに立
た

って見
み ま も

守り、か
たずをのんで数

かぞ

えていたにちがいありま
せん。将

しょうぐん

軍は、6 回
かい

も体
からだ

を水
みず

にひたして
上
あ

がってきましたが、何
なに

ひとつ変
か

わってい
ませんでした。ラ
イ病

びょう

はまだありま
した。いよいよ 7
回
か い め

目です。川
かわ

から
上
あ

がってきた将
しょうぐん

軍
の体

からだ

を見
み

ると、な

んと、ライ病
びょう

がみあたりません。なおった
のです！エリシャは 7 回

かい

と言
い

いましたが、
それは正

ただ

しかったのです。ライ病
びょう

はすっか
り消

き

えていました！14 節
せつ

。

あなたにも、喜
よろこ

びの叫
さけ

び声
こえ

が聞
き

こえま
すか？川

かわ

からあがり、体
からだ

をふいて服
ふく

を着
き

る
ときの、ナアマン将

しょうぐん

軍の笑
え が お

顔が目
め

にうか
びますか？勇

ゆ う き

気をだして将
しょうぐん

軍に考
かんが

え直
なお

す
ように説

せっとく

得した部
ぶ か

下たちも、本
ほんとう

当にうれし
かったことでしょう。

ナアマン将
しょうぐん

軍は、サマリヤに向
む

かってい
ます。向

む

かっているのは、宮
きゅうでん

殿ではあり
ません。まっすぐエリシャの家

いえ

へと向
む

かっ
ています。ライ病

びょう

をなおしてくれたときの
お礼

れい

にと、シリアの王
おうさま

様がイスラエルの
王
おうさま

様のために高
こ う か

価な贈
おく

り物
もの

をもたせてい
ました。でもナアマン将

しょうぐん

軍は、その贈
おく

り物
もの

をエリシャにあげたいと思
おも

いました。

考
かんが

えてみよう：ナアマン将
しょうぐん

軍は、体
からだ

をし
ずめた川

かわ

の水
みず

に、何
なに

かふしぎな力
ちから

がある
と思

おも

いましたか？それとも、神
かみさま

様が彼
かれ

をい
やしてくださったことを知

し

っていましたか？

木
も く よ う び

曜日

ナアマン将
しょうぐん

軍は、ふたたびエリシャ
の家

いえ
にやってきました。こんどは

エリシャが出
で

てきて、将
しょうぐん

軍と話
はなし

をしました。
列
れつおうきげ

王記下 5:15。

はじめて神
かみさま

様への信
しんこう

仰をあらわしたナ
アマン将

しょうぐん

軍の、なんと美
うつく

しい証
あかし

でしょう！
将
しょうぐん

軍は贈
おく

り物
もの

をあげようとしましたが、
預
よ げ ん し ゃ

言者は断
ことわ

りました。ここで、ある大
たいせつ

切な
ことを理

り か い

解しなくてはいけませんでした。



85

いやしは、エリシャではなく神
かみさま

様からのも
のです。ナアマン将

しょうぐん

軍も彼
かれ

の部
ぶ か

下たちも、
そのことを正

まさ

しく理
り か い

解する必
ひつよう

要がありまし
た。将

しょうぐん

軍はなおも、預
よ げ ん し ゃ

言者に贈
おく

り物
もの

をう
けとるようすすめましたが、エリシャはま
たも、ていねいに断

ことわ

りました。16 節
せつ

。

そこでナアマン将
しょうぐん

軍は、自
じ ぶ ん

分にあるもの
を与

あた

えてくれるように、エリシャにお願
ねが

い
しました。それは何

なに

でしたか？彼
かれ

がそれを
ほしがったのはなぜですか？17 節

せつ

。

ナアマンは今
いま

、自
じ ぶ ん

分がどれだけ完
かんぜん

全に
真
まこと

の神
かみさま

様を信
しん

じているかを示
しめ

しています。
彼
かれ

はおそらく、イスラエルの土
つち

を持
も

ち帰
かえ

っ
て、自

じ ぶ ん

分の国
くに

でイスラエルの神
かみさま

様を礼
れいはい

拝
するところに置

お

きたいと思
おも

ったのでしょう。
もしかすると彼

かれ

は、自
じ ぶ ん

分の庭
にわ

に特
とくべつ

別な
場
ば し ょ

所をもうけて、そこで考
かんが

えたり、祈
いの

った
りできるようにしたのかもしれません。

また、もうひとつのことが将
しょうぐん

軍の頭
あたま

に浮
う

かびました。シリアの王
おう

が、異
いきょう

教の神
しんでん

殿
で偶

ぐうぞう

像に祈
いの

りをささげに行
い

くとき、ナアマ
ンの腕

うで

によりかかることがあり、それは
将
しょうぐん

軍の務
つと

めのひとつでした。たとえ王
おうさま

様と
いっしょにひざまずいていたとしても、心

こころ

の中
なか

では偶
ぐうぞう

像に祈
いの

りをささげていないこと
が、神

かみさま

様にはわかるのでしょうか？エリシャ
はやさしく、心

しんぱい

配しなくてもだいじょうぶと
言
い

いました。18,19 節
せつ

。

軽
かろ

やかな、喜
よろこ

びにあふれた心
こころ

で、部
ぶ か

下
たちは贈

おく

り物
もの

をしまいました。ナアマン
将
しょうぐん

軍は別
わか

れのあいさつをし、一
いっこう

行はダマ
スカスの家

いえ

へと帰
かえ

って行
い

きました。家
いえ

の中
なか

にもどったエリシャの心
こころ

も、感
かんしゃ

謝でいっぱ
いでした。

ところが、そこにひとりだけ、よろこん
でいない人

ひと

がいました。そこで彼
かれ

は、あ
る決

けっしん

心をしたのです。その人
ひと

はだれでし
たか？また彼

かれ

は、何
なに

をしましたか？そのこ
とは明

あ す

日、勉
べんきょう

強しましょう。

考
かんが

えてみよう：それは、すばらしい１日
にち

だったと思
おも

いませんか？ナアマン将
しょうぐん

軍が、
異
いきょう

教の神
しんでん

殿で祈
いの

ることについて悩
なや

んでい
たのを、あなたは気

き

づきましたか？彼
かれ

は、
自
じ ぶ ん

分がひざまずいている間
あいだ

の心
こころ

の中
なか

も、
神
かみさま

様がごぞんじであることを確
たし

かめたかっ
たのです。わたしたちがひざまずいている
ときの心

こころ

の中
なか

には、どんな思
おも

いがあるで
しょうか？わたしたちは偶

ぐうぞう

像を礼
れいはい

拝しては
いませんが、祈

いの

っている間
あいだ

に別
べつ

のことを考
かんが

えているようなことはありませんか？

金
き ん よ う び

曜日

ゲハジは、おもしろくありませんで
した。エリシャが高

こ う か
価な贈

おく
り物

もの
を

断
ことわ

ったことが、彼
かれ

には信
しん

じられませんで
した。そこで、ゲハジは行

こうどう
動を起

お
こすこと

に決
き

めました。彼
かれ

は、できるだけ早
はや

くナア
マン将

しょうぐん
軍に追

お
いつこうと思

おも
って、道

みち
を急

いそ
ぎ

ました。追
お

いつくと、将
しょうぐん

軍はすぐに馬
ばしゃ

車を
とめてくれました。列

れつおうきげ
王記下 5:20,21。

ゲハジは、自
じ ぶ ん

分が考
かんが

えた作
つく

り話
はなし

を、息
いき

を切
き

らしながら話
はな

していたことでしょう。
22 節

せつ

。

将
しょうぐん

軍の部
ぶ か

下たちは、目
め

をまるくしながら、
先
さき

ほどしまった贈
おく

り物
もの

を出
だ

していたことで
しょう。ナアマン将

しょうぐん

軍も、少
すこ

しはふしぎに
思
おも

ったのではないでしょうか。それでも彼
かれ
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は、求
もと

められたよりも多
おお

くのものをゲハジ
に与

あた

え、部
ぶ か

下たちに荷
に も つ

物を運
はこ

ぶのを手
て つ だ

伝
わせました。道

みち

の途
とちゅう

中でかえされた部
ぶ か

下
は、ゲハジのことをあやしいと思

おも

ったかも
しれませんね。23,24 節

せつ

。

ゲハジのしたことは大
たいへん

変なまちがいで、
この物

ものがたり

語のさいごはとても悲
かな

しいもので
す。ゲハジはすでにうそをついていました
が、ひとつのうそは、ほとんどの場

ば あ い

合、さ
らなるうそを生

う

むことになります。25,26

節
せつ

。

その日
ひ

、ひとりは神
かみさま

様を愛
あい

し、神
かみさま

様に
信
しんらい

頼して従
したが

うことを選
えら

び、もうひとりはサ
タンにしたがうことを選

えら

びました。そして、
ナアマンがわずらっていたあの恐

おそ

ろしい
病
びょうき

気は、ゲハジが死
し

ぬまで負
お

うことになっ
たのでした。27 節

せつ

。

家
いえ

にもどってきたナアマン将
しょうぐん

軍を見
み

て、
ナアマン夫

ふ じ ん

人と小
ちい

さなお手
て つ だ

伝いさんが
感
かんげき

激したことは言
い

うまでもありません。彼
かれ

は、完
かんぜん

全にいやされました。神
かみさま

様も小
ちい

さ
なお手

て つ だ

伝いさんのどちらも、どんなに喜
よろこ

ん
だことでしょう。すべては、彼

かのじょ

女が神
かみさま

様を
愛
あい

し、神
かみさま

様に信
しんらい

頼して従
したが

うことを選
えら

び、もっ
ている光

ひかり

を大
おお

きく輝
かがや

かせたおかげだった
のですから！

考
かんが

えてみよう：今
こんしゅう

週の物
ものがたり

語から４人
にん

を選
えら

んで、それぞれの人
じんぶつ

物からあなたが学
まな

ん
だことを話

はな

してください。小
ちい

さなお手
てつ だ

伝い
さん、彼

かのじょ

女の両
りょうしん

親、ナアマン将
しょうぐん

軍、イス
ラエルの王

おう

さま、エリシャ、ゲハジのうち
から選

えら

んでください。

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★列
れ つ お う き げ

王記下 5 章
しょう

★国
くに

と指
しどうしゃ

導者 20 章
しょう
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幼
お さ な

いころ事
じ こ

故にあってからずっと、
エレンはなんどもがんばってみた

ものの、どうしても字
じ

を書
か

くことができま
せんでした。手

て
に力

ちから
が入

はい
らず、ペンを持

も
て

ないのです。 書
か

いてみても、な
ぐり書

が
きのよう

な字
じ

になってし
まい、だれにも
読
よ

めません。あ
る日

ひ
、イエス様

さま

がエレンに 幻
まぼろし

を
与
あた

えてくださった
ときのことです。
イエ ス 様

さま
は 幻

まぼろし

の中
なか

で、エレンに語
かた

った大
だいじ

事なことを多
おお

く
の人

ひと
に伝

つた
えるために、聞

き
いたことを書

か
きと

めなさいと言
い

われました。エレンがすなお
にしたがってペンをとると、手

て
のふるえが

止
と

まり、力
ちから

がみなぎりました。しかも、こ
の時

と き か
書かれた字

じ
は読

よ
みやすいものでした。

奇
きせき

跡です。この後
あと

から、エレンは数
かずおお

多くの
手
て が み

紙や本
ほん

、雑
ざ っ し

誌の記
き じ

事などを書
か

くように
なりました。

ジョセフ・ベイツという船
せんちょう

長さんがい
て、彼

かれ

はエレンの話
はなし

を聞
き

きたい、また、
彼
かのじょ

女の書
か

いたものを読
よ

みたいと熱
ねつぼう

望して
いました。彼

かれ
は長

ながねん

年の再
さ い り ん し ん と

臨信徒で、これ

まで世
せかいじゅう

界中のあらゆる場
ば し ょ

所を航
こうかい

海してき
たのですが、今

いま

では伝
でんどうしゃ

道者になっていま
した。ベイツ船

せんちょう

長は、エレンの話
はな

すこと、
書
か

いたことのすべてが聖
せいしょ

書と一
い っ ち

致している
ことは知

し

っていま
したが、彼

かのじょ

女の
幻
まぼろし

が 本
ほんとう

当 にイ
エス様

さま

から来
き

た
ものであるかど
うかを確

たし

かめた
いと思

おも

いました。

ある日
ひ

、 ベイ
ツ船

せんちょう

長は、ある
再
さ い り ん し ん と

臨信徒の家
いえ

で
もたれる集

しゅうかい

会に行
い

きました。エレンもその中
なか

にいて、彼
かのじょ

女
が話

はな

したあとに、イエス様
さま

は幻
まぼろし

をお与
あた

え
になりました。それは、夜

よる

になると星
ほし

のよ
うに見

み

える惑
わくせい

星についての幻
まぼろし

でした。そ
れらの惑

わくせい

星はとても美
うつく

しく、幻
まぼろし

を見
み

せられ
ている間

あいだ

も、その美
うつく

しさについて語
かた

ってい
ました。

ベイツ船
せんちょう

長は、星
ほし

についてはとても詳
くわ

しい人
ひと

でした。航
こうかい

海
のときには、星

ほし

が船
ふね

を導
みちび

いてくれたから
です。エレンがバラ

お話
はな

しひろば 

ジョセフ ・ ベイツを驚
おどろ

かせたこと
『少女エレン』よりエイミー・シェラード編

Little Folk Visuals
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のような色
いろ

のしまもようと、その惑
わくせい

星のま
わりにある４つの衛

えいせい

星〔月
つき

〕について話
はな

したとき、ベイツ船
せんちょう

長の胸
むね

は高
たか

なりました。
彼
かれ

は、彼
かのじょ

女が話
はな

しているこの星
ほし

について、
よく知

し

っていたのです。「それは木
もくせい

星だ！」
と、大

おおごえ

声でさけびました。

それからエレンは、別
べつ

の星
ほし

について話
はな

し始
はじ

めました。その星
ほし

には美
うつく

しい輪
わ

があ
り、７つの衛

えいせい

星がそのまわりにありました。
「彼

かのじょ

女が今
い ま み

見せられているのは土
ど せ い

星だ！」
と船

せんちょう

長は言
い

いました。次
つぎ

に、6 つの衛
えいせい

星
をもつ天

てんのうせい

王星を見
み

せられていました。

幻
まぼろし

が終
お

わって、船
せんちょう

長はエレンに話
はな

しか
けました。「あなたはこれまでに、天

てんもんがく

文学
（星

ほし

についての勉
べんきょう

強）を学
まな

んだことがある
のですか？」と彼

かれ

はたずねました。

エレンは一
いっしゅんかんが

瞬考えて、首
くび

を横
よこ

にふりまし
た。「わたしは、今

いま

までに天
てんもんがく

文学の本
ほん

を見
み

たことがあるかどうかさえ、覚
おぼ

えていない
のです」と答

こた

えました。その日
ひ

から、ベイ
ツ船

せんちょう

長は、これらの幻
まぼろし

がイエス様
さま

からの
ものであると確

かくしん

信したのでした。

ジョセフ・ベイツは、神
かみさま

様がわたしたち
をとても愛

あい

して、イエス様
さま

の再
さいりん

臨に備
そな

える
ための助

たす

けとして、ひとりの預
よ げ ん し ゃ

言者を与
あた

え
てくださったことに感

かんしゃ

謝しました。ただエ
レンは、ベイツ船

せんちょう

長が信
しん

じている、あるこ
とが気

き

になっていました。彼
かれ

は、多
おお

くのク
リスチャンが礼

れいはい

拝している日
に ち よ う び

曜日にではな
く、週

しゅう

の第
だい

7 日
か め

目である土
ど よ う び

曜日に礼
れいはい

拝を
していました。これは聖

せいしょ

書の教
おし

えにもとづ
いていると、彼

かれ

は話
はな

していました。

エレンは、自
じ ぶ ん

分が教
おし

えられてきたことの
多
おお

くが聖
せいしょ

書に書
か

かれていないことに、す

でに気
き

づいていました。さて、彼
かのじょ

女は、
どちらが聖

せい

なる日
ひ

なのかを確
たし

かめなくては
なりません。聖

せいしょ

書が教
おし

えている礼
れ い は い び

拝日は、
彼
かのじょ

女がこれまで教
おし

えられてきた日
に ち よ う び

曜日なの
でしょうか？それとも、ベイツ船

せんちょう

長が信
しん

じ
ているように、土

ど よ う び

曜日なのでしょうか？

（つづく）
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日
にちようび

曜日

もし、 お お ぜ い の 人
ひと

た ち が
毎
まいしゅうあんそくにち

週 安 息 日 にあなたの 教
きょうかい

会
にやってくるようになって、彼

かれ
らのすわる

場
ば し ょ

所が足
た

りなかったらどうしますか？もし
彼
かれ

らが牧
ぼ く し

師のところへ行
い

って、自
じぶん

分たちで
力
ちから

を合
あ

わせてもっと大
おお

きな教
きょうかい

会を建
た

てる
つもりだと言

い
ったらどうでしょう？牧

ぼ く し
師は

喜
よろこ

ぶと思
おも

いますか？

実
じつ

はエリシャの時
じ だ い

代に、このようなこと
が起

お

こったのです。ただ、大
おお

きくする必
ひつよう

要
があったのは教

きょうかい

会ではなく、預
よ げ ん し ゃ

言者の
学
がっこう

校でした。ある日
ひ

、生
せ い と

徒たちのグルー
プが、エリシャにそのような相

そうだん

談をしにき
ました。列

れ つ お う き げ

王記下 6:1。

エリシャにとって、生
せ い と

徒の数
かず

がふえると
いうのは、うれしい反

はんめん

面、問
もんだい

題でもあった
にちがいありません。神

かみさま

様についてもっと
勉
べんきょう

強したい、そしてできるだけ勉
べんきょう

強した後
あと

は伝
でんどうしゃ

道者になりたい、という若
わかもの

者がどんど
んやってくるのは、たしかにすばらしいこ

とでした。生
せ い と

徒たちはそのために、自
じ ぶ ん

分
たちで学

がっこう

校を建
た

て直
なお

し、できるだけ多
おお

くの
若
わかもの

者が学
まな

べるようにしたいと考
かんが

えたのでし
た。エリシャは、彼

かれ

らの計
けいかく

画についてどう
思
おも

いましたか？2 節
せつ

。

生
せ い と

徒たちは、エリシャが大
だ い す

好きでした。
彼
かれ

はたびたび、生
せ い と

徒たちのいる学
がっこう

校をた
ずねてきては、授

じゅぎょう

業を教
おし

えました。彼
かれ

が
自
じ ぶ ん

分たちに関
かんしん

心をもってくれていることが、
生
せ い と

徒たちにはよくわかりました。生
せ い と

徒のひ

しもべたちへの神
かみさま

様の心
こころ

づかい
かみさまかみさま

第
だい

12 章
しょう

づかいづかい
子供のための日々の
聖書研究ガイド

「人
ひと

にはそれはできないが、神
かみ

にはなんでもできない事
こと

はない。」

ーマタイ 19:26

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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とりがエリシャに、自
じ ぶ ん

分たちといっしょに
行
い

ってほしいとたのむと、預
よ げ ん し ゃ

言者は行
い

って
あげると答

こた

えたので、彼
かれ

らは大
おおよろこ

喜びしまし
た。3 節

せつ

。

預
よ げ ん し ゃ

言者の学
がっこう

校の生
せ い と

徒たちは、数
すうがく

学や
歴
れ き し

史や音
おんがく

楽といった一
いっぱんてき

般的な勉
べんきょう

強のほか
に、聖

せいしょ

書を学
まな

びました。彼
かれ

らにとっては、
聖
せいしょ

書の勉
べんきょう

強がいちばん楽
たの

しいものでした。

生
せ い と

徒たちはまた、自
じ ぶ ん じ し ん

分自身と家
か ぞ く

族の
生
せいかつ

活を支
ささ

えるための、有
ゆうよう

用な〔役
やく

に立
た

つ〕
仕
し ご と

事もおぼえました。ですから、学
がっこう

校の
建
た

てかたも知
し

っていたのです。

考
かんが

えてみよう：仕
しご と

事のしかたをおぼえる
のは、今

いま

でも、よいことだと思
おも

いますか？
女
おんな

の子
こ

たちは、健
けんこうてき

康的な食
しょくじ

事のつくりか
たや、家

か じ

事のしかた、また家
かぞ く

族のお世
せ わ

話
のしかたを学

まな

ぶべきだと思
おも

いますか？たと
え看

か ん ご し

護師さんになったり、先
せんせい

生になったり、
他
た

の仕
し ご と

事をおぼえていたとしても、家
か じ

事
はとても大

たいせつ

切です。では男
おとこ

の子
こ

たちは、
修
しゅうり

理をしたり、作
さくもつ

物を育
そだ

てたり、いろいろ
なことができるようになるべきですか？あな
たはどんなことを学

まな

んでいますか？

月
げつようび

曜日

ある日
ひ

、預
よげんしゃ

言者の学
がっこう

校の生
せ い と

徒たち
は、道

どうぐ
具を集

あつ
め、一

いちがん
丸となってあ

る作
さぎょう

業にとりかかりました。新
あたら

しい学
がっこう

校を
つくるための材

ざいもく
木が必

ひつよう
要なので、まずは

木
き

を切
き

らなくてはいけません。床
とこ

や壁
かべ

や
屋
や ね

根、また机
つくえ

やいすやいろいろな物
もの

をつ
くるのに、木

き
がたくさん必

ひつよう
要です。木

き
を切

き

りに、彼
かれ

らはどこへ行
い

きましたか？エリシャ

は、彼
かれ

らといっしょでしたか？列
れつおうきげ

王記下6:4。

むかしは木
き

を切
き

るのに、斧
おの

（おの）を
使
つか

わなくてはいけませんでした。ある生
せ い と

徒
は斧

おの

をもっていなかったので、どこかから
借
か

りてきました。彼
かれ

は、いっしょうけんめ
い木

き

を切
き

っていましたが、とつぜん斧
おの

の
頭
あたま

の部
ぶ ぶ ん

分が柄
え

〔道
ど う ぐ

具を手
て

でもつための棒
ぼう

の部
ぶ ぶ ん

分〕からはずれて、とんでいってしまっ
たのです。それは、どこに落

お

ちましたか？
5 節

せつ

。

その生
せ い と

徒は、大
たいへん

変なことになったと思
おも

っ
たでしょう。斧

おの

の頭
あたま

がなければ、木
き

を切
き

る
仕
し ご と

事はできません。しかもその斧
おの

は、わ
ざわざ借

か

りてきたものだったのですから。
とうぜん新

あたら

しい斧
おの

を買
か

って、べんしょうし
なくてはいけないでしょう。けれども彼

かれ

は、
ほかの多

おお

くの生
せ い と

徒たちのように、あまりお
金
かね

を持
も

っていなかったはずです。では、ど
うすればよいのでしょうか？
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そこにはほかの生
せ い と

徒たちもいて、斧
おの

の
頭
あたま

をなくした生
せ い と

徒をかわいそうに思
おも

ったこ
とでしょう。川

かわ

に入
はい

り、ぬかるんだ川
かわぞこ

底で
斧
おの

の頭
あたま

をさがしてくれた人
ひと

がいたかもしれ
ません。

エリシャは、斧
おの

の頭
あたま

をなくした生
せ い と

徒を
叱
しか

りませんでした。わざとやったのではな
いことが、わかっていたからです。でも、
預
よ げ ん し ゃ

言者が木
き

の枝
えだ

を切
き

って、斧
おの

の頭
あたま

が落
お

ち
たところに投

な

げこむのを見
み

ていた生
せ い と

徒たち
は、皆

みな

ふしぎに思
おも

ったことでしょう。「そん
なことをして、一

いったい

体なんになるんだろう？」
と。それでもみんなは、何

なに

が起
お

こるのか
と思

おも

って、いっしんに川
かわ

を見
み

つめていた
はずです。6 節

せつ

。

すると、鉄
てつ

でできた斧
おの

の頭
あたま

が浮
う

き上
あ

がっ
てくるではありませんか。みんなは、さぞ
かし驚

おどろ

いたことでしょう。鉄
てつ

が水
みず

に浮
う

くな
んて話

はなし

は、聞
き

いたことがありません！おそ
らく、あまりにもびっくりして、しばらくの
間
あいだ

、ぼうぜんと見
み

ていたかもしれませんね。
エリシャはその生

せ い と

徒に、斧
おの

の頭
あたま

が流
なが

れて
行
い

ってしまう前
まえ

にどうするように言
い

いました
か？7 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：その生
せい と

徒は、どんな気
き も

持
ちだったと思

おも

いますか？それからしばらく
の間
あいだ

、生
せい と

徒たちが話
はな

していたこと、絶
ぜったい

対に
忘
わす

れなかったことは何
なに

でしょうか？斧
おの

の頭
あたま

を取
と

りもどしたその生
せいと

徒は、それを斧
おの

の柄
え

にしっかりとりつけたと思
おも

いますか？人
ひと

から
むやみに物

もの

を借
か

りるのは、あまりよいこと
ではありませんが、もし借

か

りなくてはいけ
ない場

ばあ い

合には、どんなことに、またどのよ
うに気

き

をつけるべきですか？

火
か よ う び

曜日

シリアの王
おう

さまは、イスラエル国
こくない

内
の自

じぶん
分の国

くに
に近

ちか
いあちらこちらの

場
ば し ょ

所に、奇
きしゅうこうげき

襲攻撃〔不
ふ い う

意打ち〕をしかけ
ていました。

ところが、どうにも理
り か い

解できないことが
何
な ん ど

度も起
お

こっていました。どんなにないしょ
で攻

こうげき

撃の計
けいかく

画を立
た

てても、なぜかいつも
イスラエルにその計

けいかく

画のことが知
し

られて
いて、シリア軍

ぐん

が攻
こうげき

撃をしかけるたびに、
追
お

い払
はら

われてしまうのです。

しまいにシリアの王
おう

さまは、自
じ ぶ ん

分の兵
へ い し

士
の中

なか

にだれか裏
う ら ぎ

切り者
もの

がいて、自
じ ぶ ん

分たち
の計

けいかく

画をイスラエルのだれかに知
し

らせて
いるのだ、と決

き

めつけました。列
れ つ お う き げ

王記下

6:11。

シリアの王
おう

の兵
へ い し

士たちは、そうでないこ
とを知

し

っていましたので、その中
なか

のひとり
が、何

なに

が起
お

こっているのかを王
おう

さまに話
はな

し
ました。12 節

せつ

。
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なにが問
もんだい

題なのかがわかれば、解
かいけつ

決す
るのは簡

かんたん

単だと思
おも

いました。シリアの王
おう

さ
まがやるべきことは、エリシャをさがし出

だ

してつかまえるだけです。13 節
せつ

。

しかし王
おう

さまは、それを運
うん

にまかせた
りはしませんでした。おおぜいの兵

へいたい

隊を
送
おく

って、エリシャの逃
に

げ道
みち

をふさぐことに
しました。14 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：わたしたちの神
かみさま

様が力
ちからづよ

強
い神

かみさま

様だということを、シリアの王
おう

さま
は、よく知

し

っていたと思
おも

いますか？シリアの
大
たいぐん

軍のために、神
かみさま

様がエリシャを助
たす

ける
のは、むずかしくなりましたか？

水
すいようび

曜日

シリアの王
おう

さまは、エリシャを捕
と

ら
えるために軍

ぐんたい
隊を送

おく
り、夜

よる
のうち

にエリシャのいる町
まち

をすっかり取
と

り囲
かこ

んで
しまいました。次

つぎ
の朝

あさはや
早く、外

そと
へ出

で
てあた

りを見
み

まわしたエリシャのしもべは、何
なに

を
見
み

ましたか？15 節
せつ

。

しもべは、急
いそ

いでエリシャに知
し

らせまし
た。どうしたらいいのでしょう？もうそこか
ら逃

に

げ出
だ

して、安
あんぜん

全な場
ば し ょ

所へ行
い

くことも
できません。町

まち

は、完
かんぜん

全にシリア軍
ぐん

に囲
かこ

まれてしまっています。逃
に

げ道
みち

はないよう
に思

おも

われました。しもべは、自
じ ぶ ん

分たちが
捕
ほ り ょ

虜にされるか、殺
ころ

されるのではないか
と、おびえていました。ただし、エリシャ
は何

なに

も心
しんぱい

配していませんでした。預
よ げ ん し ゃ

言者
はおだやかに、しもべに何

なに

と言
い

いました
か？16 節

せつ

。

何
なん

ですって？エリシャは目
め

が見
み

えないの

でしょうか？そこには、みかたのイスラエ
ル軍

ぐん

がまったくいないのが、見
み

えていな
いのでしょうか？一

いったい

体どうして、そんなこと
が言

い

えるのでしょう？

エリシャは、しもべの言
い

っていることを
確
かくにん

認する必
ひつよう

要はありませんでした。敵
てき

の
軍
ぐんたい

隊がいることは、とうに知
し

っていました
から。でもエリシャは、このおびえている
しもべがかわいそうになり、彼

かれ

を安
あんしん

心さ
せたいと思

おも

いました。そこでエリシャは、
神
かみさま

様に何
なに

をお願
ねが

いしましたか？17 節
せつ

。

こんどは、あたりを見
み

まわしたしもべが、
どう感

かん

じたと思
おも

いますか？

考
かんが

えてみよう：今
いま

でも、私
わたし

たちが必
ひつよう

要な
ときには、神

かみさま

様はいつもより多
おお

くの天
てん し

使を
送
おく

って下
くだ

さいますか？神
かみさま

様は、サタンがわ
たしたちにむりやり何

なに

か悪
わる

いことをさせる
のを許

ゆる

さず、むしろ、わたしたち一
ひと り

人ひと
りを助

たす

けるために、天
てん し

使をつかわして下
くだ

さ
ることを知

し

っていましたか？神
かみさま

様は、わた
したちが祈

いの

るときに助
たす

けて下
くだ

さいます。も
しわたしたちが何

なに

か悪
わる

いことをするとした
ら、それは、わたしたちがそうすることを
選
えら

んでいるからです。そのことをぜったい
に、忘

わす

れないようにしましょう。

木
もくようび

曜日

シリアの軍
ぐんたい

隊は、その場
ば

にエリシャ
を守

まも
っている他

た
の軍

ぐんたい
隊がいること

に気
き

づいていませんでした。それは天
てんし

使た
ちの軍

ぐんたい
隊で、彼

かれ
らもエリシャのいる町

まち
のま

わりにいました。エリシャが祈
いの

ると、神
かみさま

様
はしもべの目

め
を開

ひら
いて、それが見

み
えるよう
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にして下
くだ

さいました。そして預
よげんしゃ

言者は、シ
リアの兵

へいし
士たちに逆

ぎゃく
のことが起

お
こって、彼

かれ

らの目
め

が見
み

えなくなるように祈
いの

ったのでし
た。列

れつおうきげ
王記下 6:18。

それからエリシャは、目
め

の見
み

えなくなっ
たシリアの兵

へ い し

士たちを、イスラエルの王
おう

が
住
す

む都
みやこ

、サマリヤへと導
みちび

きました。そこに
着
つ

いたら、とつぜん彼
かれ

らの目
め

が開
ひら

かれま
した。大

たいへん

変なショックを受
う

けたことでしょう。
予
よ そ う

想もしなかった場
ば し ょ

所にいたからです。し
かも、自

じ ぶ ん

分たちが捕
つか

まえようとしていた人
ひと

に導
みちび

かれて、高
たか

い城
じょうへき

壁に囲
かこ

まれたサマリ
ヤの都

みやこ

に入
はい

ってしまったのです。列
れ つ お う き げ

王記下

6:20。

シリアの兵
へ い し

士たちは、それはもう恐
おそ

ろし
かったにちがいありません。こうなったら、
イスラエルの軍

ぐんたい

隊によって、自
じ ぶ ん

分たちは
皆
みなごろ

殺しにされるかもしれません。イスラエ
ルの王

おう

さまは、本
ほんとう

当にそうしようと考
かんが

えて
いました。しかし、すべてを支

し は い

配している
のは、王

おう

ではなく神
かみさま

様でした。そこで王
おう

さ
まは、エリシャに何

なに

とたずねましたか？21

節
せつ

。

エリシャは、イスラエルの王
おう

さまが彼
かれ

ら
を殺

ころ

すのは、正
ただ

しくないことを知
し

っていま
した。彼

かれ

らは捕
ほ り ょ

虜であって、自
じ ぶ ん

分たちの
王
おう

の命
めいれい

令に従
したが

っているだけなのです。ま
た、エリシャは彼

かれ

らに、その日
ひ

に起
お

こった
すばらしい出

で き ご と

来事を、国
くに

にもどって報
ほうこく

告し
てほしいと思

おも

いました。ただしこの報
ほうこく

告は、
シリアの王

おうさま

様が期
き た い

待していたようなものと
は、まるで違

ちが

うものとなるでしょう。

このシリアの兵
へ い し

士たちは、イスラエル人
びと

が公
こうへい

平であること、また彼
かれ

らが拝
おが

んでいた
異
いきょう

教の偶
ぐうぞう

像よりも、神
かみさま

様がはるかに力
ちからづよ

強
いおかたであることを学

まな

ぶでしょう。ただ、
今
いま

のところは、自
じ ぶ ん

分たちがどうなるのかを
知
し

るよしもなく、待
ま

つことしかできません。

考
かんが

えてみよう：エリシャのしもべは、目
め

を開
ひら

かれる前
まえ

と、目
め

を開
ひら

かれた後
あと

に、ど
う感

かん

じたでしょう？また、シリアの兵
へい し

士たち
は、目

め

が見
み

えていたときと、目
め

がくらまさ
れた後

あと

に、どう感
かん

じたでしょうか？エリシャ
は、それらの出

で き ご と

来事のあいだ中
じゅう

、どう感
かん

じ
ていたでしょう？神

かみさま

様を信
しん

じる人
ひと

は、恐
おそ

れ
る必

ひつよう

要がありますか？

金
きんようび

曜日

イスラエルの王
おう

が、罠
わな

にかかったこ
れらのシリア兵

へい
を殺

ころ
すべきかどう

かをエリシャにたずねたとき、エリシャは
何
なん

と答
こた

えましたか？列
れつおうきげ

王記下 6:22。

シリアの兵
へ い し

士たちは、驚
おどろ

きのあまり、互
たが

いに顔
かお

を見
み あ

合わせたにちがいありません。
彼
かれ

らは、目
め

が見
み

えなくなっていたように、
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耳
みみ

までがおかしくなってしまったのでしょう
か？とにかく、自

じ ぶ ん

分たちは殺
ころ

されずにすむ
らしいのです！しかも、王

おう

が彼
かれ

らに食
しょくじ

事を
ふるまうそうです。彼

かれ

らは、目
め

の前
まえ

で起
お

こっ
ていることが、信

しん

じられませんでした。

食
しょくじ

事の時
じ か ん

間になりましたが、彼
かれ

らに出
だ

されたものはパンと水
みず

だけでしたか？また
食
しょくじ

事の後
あと

、彼
かれ

らは囚
しゅうじん

人として、そこに捕
と

ら
えられたままでしたか？23 節

せつ

。

自
じ ぶ ん

分たちの国
くに

にもどったシリアの兵
へ い し

士た
ちは、エリシャを捕

と

らえようと出
で

て行
い

った
ときと同

おな

じだったと思
おも

いますか？とんでも
ないですね！彼

かれ

らは、生
しょうがいわす

涯忘れることので
きない、いろいろなことを経

けいけん

験して学
まな

ん
でいました。それから長

なが

い間
あいだ

、シリアの
王
おうさま

様は、イスラエルに戦
たたか

いをしかけるよう
なことはしませんでした。

考
かんが

えてみよう：時
ときどき

々ですが、わたしたち
は、親

しんせつ

切を受
う

けるのにふさわしくないよう
な人

ひと

にも親
しんせつ

切をするように、機
き か い

会を与
あた

え
られることがあります。そのような人

ひと

たち

に、親
しんせつ

切にしていますか？それとも私
わたし

たち
は、自

じぶん

分によくしてくれない人
ひと

は親
しんせつ

切を受
う

けるにふさわしくないと言
い

って、神
かみさま

様を悲
かな

しませてはいませんか？はたして私
わたし

たちは、
自
じぶ ん

分に与
あた

えられる神
かみさま

様のすべての祝
しゅくふく

福を
受
う

けるのに、ふさわしい者
もの

でしょうか？わ
たしたちは、イエス様

さま

をこの世
よ

に来
こ

させて、
死
し

んでもらうのにふさわしい者
もの

でしょうか？
わたしたちは、それに価

あたい

しないと思
おも

える他
た

の人
ひと

にも、優
やさ

しく接
せっ

する選
えら

びをするべきで
すか？そうすることは、イエス様

さま

にならって
生
い

きていることになりますか？そして、わた
したちが他

た

の人
ひとびと

々にどう接
せっ

するかによって、
彼
かれ

らがもっとイエス様
さま

について知
し

りたいと
思
おも

うようになるでしょうか？

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★列
れ つ お う き げ

王記下 6:1-23 

★国
くに

と指
しどうしゃ

導者 21 章
しょう

p.221-224
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ジョセフ・ベイツは少
しょうねん

年のころか
ら、海

うみ
を愛

あい
し、船

ふ な の
乗りになるこ

とを夢
ゆ め み

見ていました。そのためたったの
15 歳

さい
で、彼

かれ
は両

りょうしん
親のゆるしを得

え
て家

いえ
を

離
はな

れ、船
ふ な の

乗りの見
みなら

習いになったのでした。
彼
かれ

の仕
しごと

事は、船
ふ な の

乗りと
乗
じょうきゃく

客 のベッドをとと
のえ、船

せんしつ
室をそうじし、

船
ふ な の

乗りのいろいろなお
手
て つ だ

伝いをすることでし
た。

20 年
ねん

もの あ い だ、
ジョセフは船

ふね

で遠
とお

いと
ころまで行

い

き、わくわ
くすることや危

あぶ

ない目
め

にあうこともありまし
た。ひどい嵐

あらし

にみまわ
れ、いちどは難

な ん ぱ

破した
こともありました。戦

せんじちゅう

時中のある時
とき

には、
捕
ほ り ょ

虜として捕
と

らえられ、敵
てき

の船
ふね

につなが
れました。ほかの捕

ほ り ょ

虜たちと船
ふね

の横
よこ

に穴
あな

をあけ、岸
きし

まで泳
およ

いで逃
に

げたこともありま
した。

そしてついに、ジョセフはもうひとりの
船
ふ な の

乗りといっしょに、自
じ ぶ ん

分たちの大
おお

きな船
ふね

を持
も

つことができました。船
せんちょう

長になった
ジョセフは、いつしかお金

か ね も

持ちになりまし
た。彼

かれ
は賢

かしこ

い人
ひと

でした。健
けんこう

康でいたかっ

たので、ジョセフはお酒
さけ

を飲
の

みませんでし
た。たばこが悪

わる

い習
しゅうかん

慣だとわかった時
とき

に
は、たばこをやめました。また、できるか
ぎり健

けんこうてき

康的な食
しょくもつ

物を食
た

べるように、最
さいぜん

善
をつくしました。

ジョセフは船
ふ な の

乗り
として何

なんねん

年かを過
す

ご
したのち、プルーデ
ンスというすてきな
女
じょせい

性と結
けっこん

婚しました。
彼
かれ

が長
なが

い船
ふなたび

旅に出
で

る
ときには、プルーデ
ンスはいつもさびし
い思

おも

いをして、夫
おっと

の
ことを心

しんぱい

配せずには
いられませんでした。
さらに 10 年

ねんいじょう

以 上も
船
ふ な の

乗りとして過
す

ごした
後
あと

、ジョセフが船
ふ な の

乗りをやめて、妻
つま

といっ
しょにすてきな居

い ご こ ち

心地の良
よ

い家
いえ

で過
す

ごす
決
けっしん

心したときは、彼
かのじょ

女がどれほど喜
よろこ

んだ
か想

そうぞう

像できるでしょう。

再
さいりん

臨のメッセージを学
まな

んでからは、自
じ ぶ ん

分
で預

よ げ ん

言の研
けんきゅう

究もしました。そして、聖
せいしょ

書の
預
よ げ ん

言が真
しんじつ

実であるとわかったジョセフは、
他
た

の人
ひと

たちが理
り か い

解できるための手
て だ す

助けを
するようになりました。できるだけ多

おお

くの
人
ひと

が、イエス様
さま

の再
さいりん

臨の準
じゅんび

備をするよう

お話
はな

しひろば 

説
せっきょ う し ゃ

教者となった船
せんちょう

長
エイミー・シェラード
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になってほしいと望
のぞ

んだからです。

ジョセフはまた、神
かみさま

様の定
さだ

めた安
あんそくにち

息日
が週

しゅう

の初
はじ

めの日
に ち よ う び

曜日ではなく、第
だい

7 日
か め

目
の土

ど よ う び

曜日であることを信
しん

じている人
ひとびと

々に
ついても知

し

っていました。自
じ ぶ ん

分で注
ちゅういぶか

意深く
聖
せいしょ

書を調
しら

べてみると、神
かみさま

様が休
やす

みの日
ひ

を
日
に ち よ う び

曜日に変
か

えてはいないことがわかりまし
た。そしてすぐに、彼

かれ
は第

だい

7 日
か め

目を聖
せい

な
る日

ひ

として守
まも

り始
はじ

めました。十
じっかい

戒の第
だい

４条
じょう

が教
おし

えているとおりです。そして、ほかの
人
ひと

たちにもそのことを伝
つた

えました。

より多
おお

くの人
ひと

たちが真
まこと

の安
あんそくにち

息日について
学
まな

べるように、イエス様
さま

はベイツ船
せんちょう

長をみ
ちびいて、小

ちい

さな本
ほん

を書
か

かせました。し
かし、本

ほん

を印
いんさつ

刷するにも、場
ば し ょ

所から場
ば し ょ

所
へと旅

たび

をしながら説
せっきょう

教をするにも、たくさ
んのお金

かね

がかかります。いつのまにかベ
イツ船

せんちょう

長は、かなりのお金
かね

を使
つか

ってしまい、
もうお金

か ね も

持ちではなくなっていました。と
うとう、お金

かね

は底
そこ

をつきそうになりました
が、彼

かれ
は心

しんぱい

配しませんでした。イエス様
さま

にしたがっていれば、必
ひつよう

要なものは何
なん

で
も備

そな

えられることを知
し

っていたからです。

ある日
ひ

、ジョセフが書
か

きものをしている
部
へ や

屋に、台
だいどころ

所でパンを焼
や

いていたプルー
デンスが入

はい

ってきました。「小
こ む ぎ こ

麦粉が足
た

り
なくなってしまったの」と彼

かのじょ

女は夫
おっと

に言
い

い
ました。「お店

みせ

に行
い

って、買
か

ってきてもら
えないかしら？」

「どれだけ必
ひつよう

要なんだい？」立
た

ち上
あ

がっ
て、 帽

ぼ う し

子に手
て

をのばしながら、ベイツ
船
せんちょう

長はたずねます。

「まあ、４ポンドぐらいよ。」台
だいどころ

所にもど
りながら、彼

かのじょ

女は答
こた

えました。

ベイツ船
せんちょう

長は、道
みち

を下
くだ

りながら、ポケッ
トに手

て

を入
い

れました。小
こ む ぎ こ だ い

麦粉代に足
た

りる
だけのお金

きん

をもっているだろうか？そのこ
とが気

き

になってきました。

（つづく）
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日
に ち よ う び

曜日

イスラエルとシリアの２国
こく

は隣
となりどうし

同士
でしたが、仲

なかよ
良くなることはあり

ませんでした。わたしたちが先
せんしゅうまな

週学んだ
出
で き ご と

来事のあと、つまり、エリシャがシリア
の兵

へ い し
士たちを親

しんせつ
切にあつかったあとから

は、シリア人
びと

たちは、イスラエル人
びと

を悩
なや

ま
せることを、しばらくの間

あいだ
やめていました。

ところが今
いま

、ふたたび戦
たたか

いが始
はじ

まってしま
いました。

こんどは、シリア王
おう

が、イスラエルの
首
し ゅ と

都であるサマリヤを占
せんりょう

領するために、
軍
ぐんたい

隊を送
おく

ることにしたのです。だれも出
で い

入
りができないように、都

みやこ

のまわりに兵
へいたい

隊を
おきました。都

みやこ

の中
なか

にいる人
ひとびと

々の食
しょくりょう

糧が
つきれば、降

こうさん

参してくるにちがいない、と
シリア人

びと

たちは考
かんが

えたのです。列
れ つ お う き げ

王記下

6:24。

見
み

たところ、その計
けいかく

画はうまくいってい
るようでした。都

みやこ

の食
しょくりょう

糧は、どんどん減
へ

っ

ていったため、人
ひとびと

々は死
し

に物
ものぐる

狂いです。
そして、食

た

べられそうなものがあれば何
なん

で
も買

か

おうとして、ますますたくさんのお金
かね

を払
はら

うようになっていきました。25 節
せつ

。

とうとう飢
き

きん〔食
た

べ物
もの

が足
た

りなくなる
こと〕は最

さいあく

悪になり、あんまりおなかが
すいて、人

にんげん

間の死
し た い

体を食
た

べる人
ひと

たちまで
いました。このひどいようすを、あなた

４人
にん

のライ病
びょうにん

人

第
だい

13 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「あらゆる良
よ

い贈
おく

り物
もの

、あらゆる完
かんぜん

全な賜
たまもの

物は、

上
うえ

から、光
ひかり

の父
ちち

から下
くだ

ってくる。」

ーヤコブ 1:17

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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は想
そうぞう

像できますか？人
にんげん

間
が、人

にんげん

間を食
た

べているの
です！ある日

ひ

、王
おう

さまが都
みやこ

の城
じょうへき

壁の上
うえ

を歩
ある

いている
と、飢

う

えに苦
くる

しんでいるひ
とりの女

おんな

が、ある出
で き ご と

来事
について彼

かれ

に話
はな

しました。
それを聞

き

いた王
おうさま

様は、恐
おそ

ろしくなりました。彼
かれ

は何
なに

をしましたか？30 節
せつ

。

荒
あらぬの

布をまとうことは、そ
の人

ひと

が深
ふか

い悲
かな

しみを表
あらわ

していることを
意
い み

味します。

考
かんが

えてみよう：あなたがその王
おうさま

様だった
ならば、何

なに

かできることがあったでしょう
か？イスラエルが、神

かみさま

様の十
じっかい

戒にしたが
うことを拒

こば

むと、こういったぞっとするよう
なことが起

お

きるであろうと、神
かみさま

様は警
けいこく

告な
さいましたか？申

し ん め い き

命記 28:15,53の神
かみさま

様の
警
けいこく

告について読
よ

んでみましょう。

月
げ つ よ う び

曜日

イスラエルの王
おう

さまは、いまにも 頭
あたま

がおかしくなりそうでした。何
なんねん

年
か前

まえ
に、雨

あめ
が降

ふ
らなかったことで、アハブ

王
おう

がエリヤを責
せ

めたことがありましたが、
この王

おう
さまは何

なに
をしましたか？列

れ つ お う き げ
王記下

6:31。

この王
おう

さまは、悪
わる

いアハブ王
おう

と何
なに

も変
か

わ
りませんでした。彼

かれ

は、サマリヤの人
ひとびと

々に
ふりかかっている飢

き

きんや恐
おそ

ろしい災
わざわ

い
を、すべてエリシャのせいにしたのです。

サタンのうそに耳
みみ

をかたむけることにし

た人
ひと

はみな、心
こころ

の目
め

が見
み

えなくなっています。サ
タンがどれほど冷

れいこく

酷〔思
おも

いやりがなくむごい〕か、
彼
かれ

らには分
わ

からないので
す。 問

もんだい

題 の 原
げんいん

因 は、 エ
リシャではなく、 神

かみさま

様の
十
じっかい

戒にしたがわないこと
を選

えら

んだためであったの
に、そのことをさとってい
ませんでした。

サマリヤでは、イスラエルの指
し ど う し ゃ

導者たち
が何

なんにん

人かエリシャの家
いえ

に集
あつ

まって、話
はな

し合
あ

いをしていました。話
はな

していたとき、神
かみさま

様
が預

よ げ ん し ゃ

言者にお語
かた

りになりました。そしてエ
リシャは、神

かみさま

様からのお言
こ と ば

葉を彼
かれ

らに告
つ

げたのでした。エリシャは彼
かれ

らに、王
おう

さま
からの使

し し ゃ

者がまもなくここに来
き

て、そのす
ぐ後

のち

に、王
おう

さまもやってくる、と言
い

いました。
32 節

せつ

。

その預
よ げ ん

言どおり、彼
かれ

らが話
はな

していると、
まず使

し し ゃ

者がやってきて、それから王
おう

さま
が到

とうちゃく

着しました。エリシャは、明
あ す

日にも飢
き

きんは終
お

わり、すべての人
ひと

にたくさんの
食
しょくりょう

糧が行
ゆ

きわたるであろうと告
つ

げました。
ところが、王

おう

さまの高
こうかん

官〔高
たか

い地
ち い

位の人
ひと

〕
のひとりが、そんなことは信

しん

じないと言
い

い
ました。たとえ神

かみさま

様が天
てん

から食
た

べ物
もの

をふ
らせて下

くだ

さったとしても、エリシャの言
い

うよ
うなことは起

お

こりえない！と言
い

うのです。エ
リシャは、この高

こうかん

官と言
い

い争
あらそ

ったりはしま
せんでした。列

れ つ お う き げ

王記下 7:1,2。

エリシャの預
よ げ ん

言は、どういう意
い み

味なので
しょう？その高

こうかん

官は、神
かみさま

様の約
やくそく

束がはたさ
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れるのを見
み

るけれども、食
た

べ物
もの

が彼
かれ

の口
くち

に入
はい

ることはない、とエリシャは言
い

いまし
た。なぜでしょうか？答

こた

えは、すぐにわか
ります。

考
かんが

えてみよう：イスラエルの王
おう

さまがエリ
シャを責

せ

めたように、私
わたし

たちも、つい「責
せ

める」ことしてしまいます。そうですよね。
でも、まちがったことをしてしまった時

とき

に、
わたしたちは何

なに

をするべきですか？

火
か よ う び

曜日

サマリヤの都
みやこ

の中
なか

では、人
ひとびと

々がまだ飢
う

えに苦
くる

しんでいます。しかし神
かみさま

様は、食
た

べ
物
もの

を下
くだ

さると約
やくそく

束しておられました。神
かみさま

様
はどうやって、その約

やくそく

束をはたそうとして
おられましたか？

サマリヤの門
もん

の外
そと

では、４人
にん

の男
おとこ

たち
が、すわりこんで話

はなし

をしていました。彼
かれ

ら
もひもじい思

おも

いをしています。この４人
にん

は、
どんな人

ひと

たちでしたか？列
れ つ お う き げ

王記下 7:3。

都
みやこ

の中
なか

で食
た

べ物
もの

をお願
ねが

いして歩
ある

くのは、
まるでむだなことでした。だれひとりとし
て、食

た

べ物
もの

を持
も

っていないのですから。
そこで、彼

かれ

らは相
そうだん

談して、ある計
けいかく

画を実
じっこう

行
することにしました。たとえそれがうまくい
かなかったとしても、失

うしな

うものはなにもあ
りません。どちらにしても、飢

う

え死
じ

にする
ことに変

か

わりはないのですから。4 節
せつ

。

ライ〔ハンセン〕病
びょうにん

人であった彼
かれ

らは、
あたりが暗

くら

くなるまで待
ま

ちました。おそら
く、都

みやこ

の中
なか

にいる人
ひと

たちに見
み

られたくな
かったのでしょう。シリア軍

ぐん

の陣
じんえい

営〔戦
せ ん ち

地
で軍

ぐんたい

隊がキャンプしているところ〕に着
つ

い

た彼
かれ

らが見
み

た光
こうけい

景は、どのようなものでし
たか？５節

せつ

。

いったい、何
なに

が起
お

きたのでしょう？敵
てき

は
どこへ行

い

ってしまったのでしょうか？敵
てき

は、
すべてのものをそこに残

のこ

して、消
き

えてしまっ
ていたのです。6,7 節

せつ

。

神
かみさま

様はまたしても、ご自
じ ぶ ん

分の民
たみ

のため
に、驚

おどろ

くべき奇
き せ き

跡を起
お

こしてくださいまし
た。彼

かれ

らが、その奇
き せ き

跡にふさわしくないに
もかかわらず。

おなかをすかせたライ病
びょうにん

人たちは、い
ま自

じ ぶ ん

分たちの身
み

に起
お

こっていることがあま
りにもすばらしくて、信

しん

じられないほどで
した。食

た

べ物
もの

にありつけるのです！しかも、
それだけではありませんでした。8 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：シリア人
ひと

たちが逃
に

げ出
だ

し
たように、別

べつ

の時
とき

にも、イスラエルの敵
てき

が
逃
に

げ出
だ

したできごとを思
おも

い出
だ

せますか？ギ
デオンと300 人

ひと

の仲
な か ま

間たちの物
ものがたり

語はどう
でしょう。ヨナタンと、武

ぶ き

器を運
はこ

んだ青
せいねん

年
の物
ものがたり

語もそうですね。木
き

の上
うえ

から行
こうしん

進する
足
あしおと

音が聞
き

こえた、あのできごとも覚
おぼ

えてい
ますか？

水
す い よ う び

曜日

４人
にん

のライ病
びょうにん

人たちは、シリア軍
ぐん

の
陣
じんえい

営がからっぽになっているのを
発
はっけん

見しました。いったい何
なに

が起
お

こったので
しょう？シリアの兵

へいたい
隊は、どこへ行

い
ったの

でしょう？

ライ病
びょうにん

人たちは、敵
てき

がどこへ行
い

ったの
かはわかりませんでしたが、最

さいしょ

初に入
はい

った
テントの中

なか

で、とんでもないものを見
み

つけ
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ました。列
れ つ お う き げ

王記下 7:8。

 まず食
た

べ物
もの

！その量
りょう

は、
とても食

た

べきれないほど
でした！それに、金

きん

や銀
ぎん

や
着
き も の

物までも！想
そうぞう

像もしてい
なかった夢

ゆめ

のようなできご
とだったので、始

はじ

めのうち
は、自

じ ぶ ん

分たちのことしか考
かんが

えられませんでした。しか
しすぐに、自

じ ぶ ん

分たちがとて
も利

り こ て き

己的〔自
じ ぶ ん

分のことしか
考
かんが

えないこと〕であること
に気

き

づきました。そして話
はな

し合
あ

った上
うえ

、すぐに行
こうどう

動す
ることに決

き

めました。彼
かれ

ら
は、朝

あさ

がくるまで待
ま

ちませ
んでした。9,10 節

せつ

。

４人
にん

が門
もんばん

番にそのことを話
はな

すと、門
もんばん

番
たちも朝

あさ

まで待
ま

ちませんでした。王
おう

さまは
すでに眠

ねむ

っていましたが、すぐに飛
と

び起
お

き
ました。さいしょ王

おう

さまは、このことを聞
き

いて、敵
てき

が何
なに

か罠
わな

をしかけているのにち
がいないと思

おも

いました。12 節
せつ

。

けれども、家
け ら い

来のひとりは、王
おう

さまが正
ただ

しいかどうかは分
わ

からないと思
おも

いました。
もしシリア人

びと

が本
ほんとう

当にいなくなっていると
したら、そこにはたくさんの食

しょくりょう

糧があるは
ずです！この家

け ら い

来は王
おうさま

様に、何
なに

をお願
ねが

いし
ましたか？王

おうさま

様は、それをゆるしましたか？
13,14 節

せつ

。

すぐに数
すうにん

人の男
おとこ

たちが、残
のこ

っていた馬
うま

にくくりつけられた２台
だい

の馬
ば し ゃ

車に乗
の

って、
現
げ ん ば

場へと向
む

かいました。都
みやこ

の中
なか

では、お
おぜいの人

ひと

たちがすでに起
お

きて、知
し

らせ

を待
ま

っていたことでしょ
う。はたして、よい知

し

ら
せがとどくのでしょうか？
それとも、王

おうさま

様が言
い

った
とおり、これは敵

てき

の罠
わな

な
のでしょうか？15 節

せつ

。

これで、シリアの兵
へ い し

士
たちがいなくなったこと
が、はっきりとわかりま
した。馬

ば し ゃ

車は、何
なん

マイル
も先

さき

まで、敵
てき

の逃
に

げたあ
とをヨルダン川

かわ

まで追
お

い
ました。敵

てき

は、本
ほんとう

当にい
なくなっていたのです！

考
かんが

えてみよう：約
やくそく

束な
さったことを守

まも

るのは、
神
かみさま

様にとってむずかしいことですか？あな
たはどう思

おも

いますか？いちどでも、神
かみさま

様が
約
やくそく

束を守
まも

れなかったことがありましたか？
今
こんかい

回の出
で き ご と

来事で、信
しんこう

仰を持
も

っていたのは
だれでしたか？

木
も く よ う び

曜日

食
た

べ物
もの

です！夢
ゆめ

ではありません！サ
マリヤの人

ひとびと
々は、大

おお
あわてでその

場
ばしょ

所に向
む

かったことでしょう。

王
おう

さまは、都
みやこ

の門
もん

の番
ばん

をする責
せきにんしゃ

任者と
して、高

こうかん

官〔高
たか

い地
ち い

位の人
ひと

〕のひとりを
そこに立

た

たせていました。この高
こうかん

官は、エ
リシャが「明

あ す

日にはたくさんの食
た

べ物
もの

があ
る」と言

い

ったとき、預
よ げ ん し ゃ

言者をばかにした人
ひと

でした。

もちろん、食
た

べ物
もの

があるというシリア軍
ぐん
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の陣
じんえい

営をめがけて先
さき

をあらそう、おなか
をすかせた群

ぐんしゅう

衆を止
と

める手
て

だてなど、あ
るわけがありません。都

みやこ

の門
もん

の責
せきにんしゃ

任者で
あったこの高

こうかん

官に、何
なに

が起
お

きましたか？
列
れ つ お う き げ

王記下 7:17-20。

ついに、飢
き

きんは終
お

わりました。神
かみさま

様
はまたもや、あわれみと助

たす

けを受
う

けるに
ふさわしくない、ご自

じ ぶ ん

分の民
たみ

をあわれみ、
助
たす

けてくださったのです。そしてまたもや、
ご自

じ ぶ ん

分の民
たみ

と敵
てき

に、神
かみさま

様にとってむずか
しすぎることは何

なに

もないことを証
しょうめい

明なさっ
たのです。

このときの王
おう

さまが死
し

んだ後
あと

、ほかの
王
おう

たちが何
なんにん

人かたてられて、北
きたおうこく

王国イ
スラエルをおさめました。神

かみさま

様は彼
かれ

らに
預
よ げ ん し ゃ

言者を何
なんにん

人もつかわして、十
じっかい

戒にした

がわずに、サタンにしたがうことを選
えら

ぶな
らば、彼

かれ

らを祝
しゅくふく

福することができないこと
を思

おも

い出
だ

させ、警
けいこく

告なさいました。けれ
ども彼

かれ

らは、したがわないことを選
えら

んだた
めに起

お

こった悲
かな

しい出
で き ご と

来事から、教
きょうくん

訓を
学
まな

びませんでした。そして、サタンに仕
つか

え
つづけました。少

すこ

しずつ、彼
かれ

らは神
かみさま

様か
ら遠

とお

く離
はな

れていき、ついには、神
かみさま

様がこ
れ以

いじょうたす

上助けてあげられないほど、遠
とお

く離
はな

れてしまったのでした。

考
かんが

えてみよう：エリシャは年
とし お

老いていま
した。彼

かれ

は生
しょうがい

涯、神
かみさま

様を愛
あい

し、神
かみさま

様に
信
しんらい

頼しました。エリシャをとおして数
かずおお

多く
の奇

きせき

跡がおこなわれましたが、彼
かれ

は決
けっ

して
高
こうまん

慢〔ほこり高
たか

ぶること〕になりませんで
した。彼

かれ

もエリヤのように、あのみごとな
燃
も

える馬
ばし ゃ

車に乗
の

って天
てんごく

国へ行
い

くのでしょう
か？いいえ。実

じつ

は年
とし

をとってから死
し

ぬまで、
エリシャは長

なが

いあいだ病
びょうき

気をわずらってい
ました。彼

かれ

は、不
ふま ん

満をもらしましたか？い
いえ。エリシャは、神

かみさま

様に信
しんらい

頼する、すば
らしい模

もはん

範を示
しめ

した人
ひと

でしたね。

金
き ん よ う び

曜日

さて今
き ょ う

日は、エリシャが北
きたおうこく

王国イ
スラエルで預

よげんしゃ
言者をしていたころ

の学
まな

びを終
お

えるにあたって、ある幸
しあわ

せな
物
ものがたり

語を思
おも

い出
だ

してみたいと思
おも

います。そ
れはおそらく、ナアマン将

しょうぐん
軍がライ〔ハン

セン〕病
びょう

をいやされた時
とき

よりも、前
まえ

のこと
です。

そのころ、２度
ど め

目の飢
き

きんがせまって
いたので、神

かみさま

様はエリシャに、あの親
しんせつ

切
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な女
おんな

の人
ひと

のところへ行
い

ってそれを知
し

らせる
ように言

い

われました。親
しんせつ

切な女
おんな

の人
ひと

という
のは、神

かみさま

様が生
い

き返
かえ

らせた男
おとこ

の子
こ

の母
ははおや

親
のことです。むかしのナオミのように、こ
の女

おんな

の人
ひと

も、飢
き

きんのあいだ、別
べつ

の国
くに

に
住
す

む場
ば し ょ

所を見
み

つけました。列
れ つ お う き げ

王記下 8:1,2。

ある日
ひ

のこと、イスラエルの王
おう

さまが、
エリシャのしもべゲハジを宮

きゅうでん

殿に呼
よ

びよ
せ、エリシャをとおして神

かみさま

様がなさったす
ばらしい奇

き せ き

跡について、いくつか聞
き

かせ
てほしいと言

い

いました。4 節
せつ

。

イスラエルにいる多
おお

くの人
ひとびと

々は神
かみさま

様のこ
とを知

し

っていましたし、おそらく、彼
かれ

らは
神
かみさま

様を信
しん

じていると言
い

っていたでしょう。
ある人

ひとびと

々はエリシャが神
かみ

の預
よ げ ん し ゃ

言者であるこ
とを知

し

っていて、自
じ ぶ ん

分たちの生
い

き方
かた

を変
か

え
てはいませんでしたが、彼

かれ

を敬
うやま

っていまし
た。

王
おう

さまにエリシャのことを話
はな

したその日
ひ

、
ゲハジはおそらく、聖

せいしょ

書に書
か

かれている
数
かずかず

々の奇
き せ き

跡だけでなく、さらに多
おお

くの奇
き せ き

跡
についても話

はな

したことでしょう。彼
かれ

はまた、
エリシャが預

よ げ ん し ゃ

言者の学
がっこう

校に通
かよ

う生
せ い と

徒たち
を助

たす

けていたことも、話
はな

したと思
おも

います。

ゲハジがちょうど、神
かみさま

様が生
い

き返
かえ

らせた
男
おとこ

の子
こ

の母
ははおや

親について王
おう

さまに話
はな

してい
たときに、何

なに

が起
お

こりましたか？5 節
せつ

。

これほど思
おも

いがけない、うれしいことっ
てあるでしょうか！彼

かのじょ

女は何
なん

のために、王
おう

さまに会
あ

いに来
き

たのですか？3 節
せつ

。

王
おう

さまが彼
かのじょ

女のかかえる問
もんだい

題につい
て、ひととおりたずね終

お

えると、彼
かれ

はすぐ、
彼
かのじょ

女のために何
なに

をしてあげましたか？6

節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：すばらしいハッピーエンド
ではありませんか？今

こんしゅう

週わたしたちが学
まな

ん
だ、別

べつ

のハッピーエンドの物
ものがたり

語は何
なに

でした
か？人

じんせい

生の終
お

わりにあって、エリシャは決
けっ

して元
げん き

気で健
けんこう

康な体
からだ

ではありませんでした
が、それでも彼

かれ

は、神
かみさま

様の働
はたら

き人
ひと

となる
選
えら

びをしたことに、満
まんぞく

足していたと思
おも

いま
すか？

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★列
れ つ お う き げ

王記下 6:24, 32-7:20

★国
くに

と指
しどうしゃ

導者 21 章
しょう

p.224-226
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ベイツ夫
ふ じ ん

人は、パンを焼
や

くのには、
あと４ポンドの小

こ む ぎ こ
麦粉が必

ひつよう
要だ

と言
い

っていました。小
こ む ぎ こ

麦粉を買
か

いに行
い

く
途
とちゅう

中、ベイツ船
せんちょう

長はポケットに手
て

を入
い

れま
した。「必

ひつよう
要

な小
こ む ぎ こ

麦粉の
分
ぶん

、 足
た

りる
とい い のだ
が。」彼

かれ
はひ

とりごと を
言
い

いました。
「お金

かね
は、こ

れだけしかないし。」

お店
みせ

に着
つ

いたベイツ船
せんちょう

長は、４ポン
ドの小

こ む ぎ こ

麦粉を店
みせ

の主
しゅじん

人にたのみました。
小
こ む ぎ こ

麦粉をてわたされ、その値
ね だ ん

段をたずね
ました。すると小

こ む ぎ こ

麦粉の値
ね だ ん

段は、ぴった
りベイツ船

せんちょう

長のポケットに入
はい

っている金
きんがく

額
だったのです。

「イエス様
さま

、ありがとうございます！」帰
かえ

る道
みち

すがら、ベイツ船
せんちょう

長は感
かんしゃ

謝の祈
いの

りを
ささげました。家

いえ

に帰
かえ

って、台
だいどころ

所のテーブ
ルに静

しず

かに小
こ む ぎ こ

麦粉をおろし、ふたたび書
か

き物
もの

の続
つづ

きをしに、部
へ や

屋へともどりました。
小
こ む ぎ こ

麦粉を見
み

たベイツ夫
ふ じ ん

人は、おどろいて、
困
こま

った顔
かお

になりました。すぐに、書
か

き物
もの

を
している夫

おっと

の部
へ や

屋へ行
い

きました。

「ねぇジョセフ、どうして小
こ む ぎ こ

麦粉をたった

４ポンドしか買
か

ってこなかったの？」彼
かのじょ

女
はたずねました。

「必
ひつよう

要な量
りょう

は、それだけではなかったの
かい？」船

せんちょう

長もたずねます。

「ええ。でもあなた、いつもは必
かなら

ずひと
樽
たる

ぶん、まとめて買
か

ってきたでしょう？」
妻
つま

は、夫
おっと

にそのことを思
おも

い出
で

させました。

そこで船
せんちょう

長は、４ポンドしか買
か

わなかっ
た理

り ゆ う

由を話
はな

しました。「あれが、わたした
ちの最

さ い ご

後のお金
かね

で、それを使
つか

い切
き

ってし
まったんだよ」と、彼

かれ

は説
せつめい

明しました。

ベイツ夫
ふ じ ん

人は、ショックを受
う

けました。
「世

せかいじゅう

界中をまたにかけた、ベイツ船
せんちょう

長と
呼
よ

ばれたあなたが、４ポンドの小
こ む ぎ こ

麦粉を
買
か

うお金
かね

しかもっていなかったですって？」
それから彼

かのじょ

女は、手
て

で顔
かお

をおおい、泣
な

き
出
だ

してしまいました。「一
いったい

体どうすればい
いの？私

わたし

たち、これからどうやって生
い

きて
いけばいいの？」

船
せんちょう

長は、やさしく夫
ふ じ ん

人をなだめました。
「イエス様

さま

が、わたしたちを養
やしな

ってくださ
るから、心

しんぱい

配
は い ら な い
よ」と言

い

いま
した。しかし
そう言

い

われて
も、 彼

か の じ ょ

女 は
すぐに信

しん

じて

お話
はな

しひろば 

思
おも

いがけない郵
ゆうびんぶつ

便物
エイミー・シェラード
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安
あんしん

心することができませんでした。

しばらくたって、ベイツ船
せんちょう

長は郵
ゆうびんきょく

便局へ
行
い

きました。郵
ゆうびんきょくちょう

便局長さんに、「わたしあ
てに届

とど

いている手
て が み

紙はありませんか？」と
たずねました。

局
きょくちょう

長 さんは、にっこりと笑
わら

いながら、
一
いっつう

通の手
て が み

紙を船
せんちょう

長にわたしました。「ええ、
ただし、料

りょうきん

金をお支
し は ら

払いいただかないと
ね、船

せんちょう

長さん。」局
きょくちょう

長さんは、彼
かれ

にそう答
こた

えました。

ベイツ船
せんちょう

長は、郵
ゆうびんりょうきん

便料金を払
はら

うお金
かね

を
1 セントももっていませんでした。

そこで、「あのう、その手
て が み

紙をあけてい
ただけませんか？」とていねいにお願

ねが

いし
ました。「その手

て が み

紙の中
なか

に、お金
かね

が入
はい

って
いると思

おも

うんです。」

郵
ゆうびんきょくいん

便局員が手
て が み

紙を開
あ

けると、船
せんちょう

長の
言
い

ったとおり、中
なか

には手
て が み

紙と 10ドルが
入
はい

っているではありませんか。船
せんちょう

長は
料
りょうきん

金を支
し は ら

払い、それからにこにこしながら、
急
いそ

いでさっきのお店
みせ

へともどりました。

「今
いま

なら、プルーデンスをびっくりさせら
れるぞ！」彼

かれ

は、ひとりごとを言
い

いました。
「すごく喜

よろこ

ぶだろうな。」

お店
みせ

で、船
せんちょう

長はひと樽
たる

の小
こ む ぎ こ

麦粉と一
ひとふくろ

袋
のジャガイモ、砂

さ と う

糖と、ほかに必
ひつよう

要なも
のをいくつか買

か

いました。「これを全
ぜ ん ぶ

部、
うちの玄

げんかん

関の前
まえ

にとどけてください。」彼
かれ

は、お店
みせ

の人
ひと

にそうお願
ねが

いしました。

家
いえ

に帰
かえ

ると、ベイツ夫
ふ じ ん

人が興
こうふん

奮してい
ます。「ちょっと、玄

げんかん

関を見
み

て！だれかが
まちがって、あれだけの食

た

べ物
もの

をおいて
いったみたいなの。うちにお金

かね

はないか

ら、まちがって届
とど

けられたものに違
ちが

いない
わ。」

船
せんちょう

長は、「ぜんぶ私
わたし

たちのものだよ」と
ほほ笑

え

みながら言
い

いました。「イエス様
さま

が、
わたしたちを養

やしな

って下
くだ

さるんだから」と
いって、あの手

て が み

紙を夫
ふ じ ん

人に見
み

せました。

ベイツ夫
ふ じ ん

人は、またも涙
なみだ

がとまりません
でした。ただしこんどは、喜

よろこ

びの涙
なみだ

です。
彼
かのじょ

女は今
いま

、夫
おっと

の言
い

ったことが真
しんじつ

実であると
さとりました。イエス様

さま

が、彼
かれ

らを養
やしな

って
下
くだ

さっていたのですね。




